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序章 
第１節 位置と対象範囲 
 豊後高田市は、平成 17 年３月に、豊後高田市、真玉町、香々地町が合併し、

新「豊後高田市」として誕生した。  

豊後高田市は、九州大分県の北東部、国東半島の西側に位置し、瀬戸内海国

立公園及び国東半島県立自然公園を擁し、山間部及び海岸部の自然景観や農村

集落景観、六郷満山文化ゆかりの史跡等、豊かな自然と歴史文化などの地域資

源が豊富にある、総面積 206.6 平方キロメートル、人口約２万 5000 人の小さ

な「市」である。  

 田染荘と呼ばれた現在の田染地区は、市内でも中心的な文化財が集中する場

所であり、文化財をとりまく環境、すなわち山河・田園・村落の自然景観もす

ばらしく、その中でも田染荘小崎地区は、中世以来の自然と人と文化がうまく

溶け合った生活文化、生きた中世の里としての「荘園村落遺跡」が良好な状態

で残る地域である。その中でも田染荘小崎地区は、田染荘の中でも中世からの

景観が色濃く残る集落であり、市中心部を流れる桂川の支流小崎川の中上流域

にあたり、市内中心部から東南に９キロメートルの距離に位置している。  

 田染荘小崎地区は、「国東半島県立自然公園」として昭和 26 年に指定をされ

ており、自然公園法及び大分県立自然公園条例により優れた自然の風景地とし

てこれまで保護されてきた地域である。また、同地域は、北に西叡山（ 571ｍ）、

西に華岳（ 593ｍ）、南に烏帽子岳（ 494ｍ）があり、美しい山々に囲まれてお

り、北東に向けて開いた村落空間を有している。  

今回の景観保存調査区域及び保存計画区域を、現在の住居表示で、田染小崎

全域と二宮八幡社・朝日観音・長野観音寺などを含む田染真中の一部の約 615

ヘクタールとした。 

 保存計画区域のうち、良好な形状で残る水田景観や集落景観、山岳景観を有

する区域であり、国土調査が終了している約 92 ヘクタールを重要文化的景観

選定申出範囲とする。  
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第２節 目的 
本計画は、小崎村絵図に記された水田や山岳などの自然や寺社など貴重な文

化的景観を、良好に保存管理し、田越し灌漑などの水利システムを維持しつつ

日々の営みが継続されている「田染荘小崎」の文化的景観を保存・活用し、後

世に継承することを目的とし、豊後高田市における文化的景観の保護の基本方

針を定め、広く文化向上に寄与しようとするものである。   本計画の構成は序章、第Ⅰ部調査報告編、第Ⅱ部保存計画編とし、田染荘小
崎文化的景観保存計画としてまとめた。  
序章では、文化的景観保存調査・文化的景観保存計画・重要文化的景観選定申

出範囲の位置及び範囲、田染荘小崎の文化的景観保存に至る経緯を示した。  
第Ⅰ部調査報告編では、文化的景観保存調査報告として田染荘の概要を示し、

それをうけて田染の文化的景観の価値を考察し、景観を構成する要素を整理し

た。  
第Ⅱ部保存計画編では、田染荘小崎の景観保全に関する基本方針、土地利用の

基本方針、保存・整備方針、運営及び体制整備に区分し、今後の文化的景観の

保全、継承について基本的な方針を示した。  
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第３節 景観保全の経緯と重要文化的景観 
１ 荘園村落遺跡調査と田染荘 
この地区では、 1981 年から 1986 年にかけて、大分県立宇佐風土記の丘歴史

民俗資料館（現大分県立歴史博物館）によって、日本ではじめて「荘園村落遺

跡調査」が実施された。この「荘園村落遺跡調査」とは、大分県立宇佐風土記

の丘歴史民俗資料館で提唱された調査法であり、村落における過去の人々のさ

まざまな営為の結果の総体を調査することであった。「村落遺跡」とは、「埋蔵

文化財としての周知の遺跡である館跡、山城跡をはじめて集落またはその跡、

耕地やその地名、そこを潤す灌漑体系、そのほか数多くの社寺、岩屋、堂祠、

石造文化財、さらに道路、墓地、村落信仰や祭礼といったものである。これら

は、それぞれに相対する人間の意識や行動の強弱あるいは人間の生活の臭跡の

濃淡はあっても、各々が有機的に結びつき、ときに固有の変化を遂げながら一

体となって村落の静止的ないし動的な現行の地表景観を構成している。」（『豊

後国田染荘の調査Ⅰ』）すなわち、すでに眠りについた遺跡と現に生活と結び

ついて生きている遺跡の複合体としての遺跡が村落遺跡であると規定した。  
 この村落遺跡は、広域水田遺跡すなわち「古代条里遺跡や中世荘園遺跡のよ

うに現地表面にかつての遺構を継承する形で水田が残存している遺跡」から発

展した概念である。1964 年からはじまる圃場整備事業は、日本の農村に有史以

来未曾有の大変容をもたらした。大地に人間が残した足跡は、削られたり重ね

られたりしてきて、もちろんすべてが残っているということはない。しかし、

大規模な圃場整備の結果、水田や畦や道はもちろん、用水や川もまったく付け

替えられ、その名前すら変わってしまったところもある。圃場整備は、自然で

はない人間による、これまでにない大規模な地形の改変であり、地下の遺跡も

地表の遺跡も、そしてその上に繰り広げられてきた人間の営みの総体をまった

く変貌させるものであった。イエや共同体の中にも様々な歴史的情報が蓄積さ

れてきたが、それも確実に消滅してゆくのである。  
埋蔵文化財遺跡のみならず、このような、「景観」として生きている遺跡に

は危機が迫っていた。このような危機にいち早く反応したのは地域に歴史と向

かい合い、路傍の歴史を大切にしてきた郷土史、地方史の研究者であった。特

に「信濃史学会」は会長一志茂樹氏を先頭に、「わらじ史学」を提唱し、この

ような圃場整備がもたらす歴史学への危機を訴え、その主導の下、１９７８年

に長野県松本市で開催された全国地方史大会では、圃場整備によって失われる

広域水田遺跡、村落の歴史景観の危機を確認・共有する「圃場整備に対する宣

言」が出されることになる。  
これが引き金になって、次第に、全国的な歴史学会でも「広域水田遺跡」の

危機が取り上げられるようになり、文化庁の補助事業として、圃場整備に対処

し、ムラを総体として遺跡として調査する「国東半島荘園村落遺跡詳細分布調

査」が実施されたのである。調査主体となった大分県立宇佐風土記の丘歴史民
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俗資料館は、歴史学、考古学、民俗学、美術史、地理学、保存科学のメンバー

を総動員し、耕地利用の歴史を中心に、６年にわたり調査を行い、圃場整備に

対処する調査の確立を目指した。その成果は、1985 年、1986 年にわたって『豊

後国田染荘の調査』としてまとめられ歴史学会でも注目を浴びた。次に、その

調査舞台は、田染に隣接する都甲地区【宇佐弥勒寺領都甲荘と六郷山屋山寺・

加礼川・長岩屋】へ移る。田染・都甲の調査を通じて、村落遺跡の調査方法が

ほぼ確立した。   
２ 荘園村落遺跡調査から村落景観の保存へ 

1991 年、都甲荘の調査が終了する前年の秋に田染から都甲へ至る調査の成果

を世に問うとともに全国でも進みはじめていた荘園村落遺跡調査の意義と成

果を確認するシンポジウム「中世のムラと現代」が東京と地元豊後高田市で開

かれた。このシンポウムの成果は、1995 年、東京大学出版会から『中世のムラ

－景観は語りかける』としてまとめられる。その構成は次のようである。  

Ⅰ 荘園世界へのいざない  

国東の荘園の魅力                    石井  進  

荘園に生きる人々                    網野善彦  

和与絵図を読む                     黒田日出男  

Ⅱ 中世のムラの調査と復原  

中世のムラの現地調査はなぜ必要なのか          服部英雄  

丹波国大山荘                      水野章二  

播磨国鵤荘                       小林基伸  

播磨国大部荘                      橋本道範  

和泉国日根荘                      小山靖憲  

紀伊国荒川荘                      則武雄一  

備後国太田荘の調査と問題点  石造物を素材として     水藤  真  

Ⅲ くにさきの荘園を読む  

 変貌する農村景観をみつめて  国東半島荘園村落遺跡調査の軌跡   

 後藤宗俊  

 豊後国田染荘                      海老沢  衷  

 豊後国都甲荘                      飯沼賢司  

 荘園の考古学                      真野和夫  

 中世の荘園支配と仏教の変遷  豊後国田染荘の場合     渡辺文雄  

 むらと信仰領域                     段上達雄  

 村絵図と地積図から村落景観の変化を読む         出田和久  

 

このシンポジウムでは、新しい歴史学としての荘園村落遺跡の成果を確認す

るだけではなく、新たな展開を確認した。それは、文化財としての「荘園村落

遺跡」の保存の問題であった。早稲田大学で開催されたシンポジウムの中でも、

記録保存としての「荘園村落遺跡調査」の有効性は評価されたが、アンケート
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の回答を見ると、遺跡として荘園遺跡の総体を保存するという議論には賛否両

論があった。早稲田大学のある女子学生が当時封切られたばかりのアニメ映画

『おもひでぽろぽろ』（高畑勲監督、宮崎駿プロデュース）の一節を引いて、

都会育ちの私でも「荘園村落遺跡」の価値そして保存の意義は十分に理解でき

ると書いてくれた。  

この作品のテーマは主人公タエ子の行動を通して「人間にとってなつかし

さ」とは何だろうかということを時間的な過去と都市の対極にある田舎という

中で追求している。映画の中で、タエ子は、なつかしいこども時代にフラッシ

ュバックする。また一方で、山形の田舎に毎年訪れ、紅花摘みや田植えなどの

手伝いを経験し、なぜ自分は田舎に「懐かしさ」を求めているのか考えている。

夏の蔵王からの帰り、目の前に広がる水田風景を見ながら地元の青年トシオと

の会話の中でタエ子はその答えに気付く。タエ子が自然大と思ってきた田舎の

景色をトシオはこのようにいう。「そう、田んぼや畑にだけじゃないんですよ。

みんなちゃんと歴史があってね。どこどこのひいじいさんが植えたとか、開い

たとか、大昔から薪や落ち葉や茸をとっていたとか」「人間が自然と闘ったり、

自然からいろんなものをもらったりして暮らしているうちに、うまいこと出来

あがった景色なんですよ」「自然と人間の共同作業っていうかな。そんなのが

たぶん田舎なんですよ」この言葉でタエ子は生まれ育ったわけでもないのにこ

こが「故郷」と思えるのかがわかったと答えている。学生は「自然と人間の共

同作業」の「田舎」が「荘園村落遺跡」だと直感したのである。  

当時は、全く意識していなかったが、この翌年 1992 年 12 月にアメリカ合衆

国のサンタフェで開催された第 16 回世界遺産委員会で新たに「人間と自然環

境との共同作品」を表わす文化的景観という世界遺産概念が加えられた。世界

的な流れの中に「荘園村落遺跡」という概念は位置づけられていたことを私た

ちも後日認識したのである。  

一方、この東京シンポジウムの別の回答には、荘園村落の景観保存などを考

えるのは都会人の傲慢であり、景観を冷凍保存しても意味がないという大学院

生の辛辣な意見もあった。  

当時、大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館では、国東半島荘園村落遺跡

の調査後の保存という問題が重要な課題となっていた。このシンポジウムの尐

し前から、田染荘の史跡指定の問題が浮上し始めていた。豊後高田市教育委員

会は、1990 年秋、第一回文化探訪フォーラム「田染荘～仏の里の歴史と将来を

語る～」を開催し、田染の荘園村落遺跡の保存を模索し始めた。翌年のシンポ

ジウムの年、豊後高田市ライオンズクラブによって、田染嶺崎の県道沿いに「荘

園村落遺跡  田染荘」の碑が建てられ、地元の関心も高まっていた。  

 

３ 史跡指定に向けた取り組み  

大分県教育委員会と豊後高田市は、この頃から、風土記の丘と連携をはかり

ながら、田染地区の「荘園村落遺跡」を保存するため、国の史跡指定を行う準

備を開始し、保存を検討する委員会を設置した。荘園村落遺跡「田染荘」の候

補地として小崎の集落・水田遺跡、長野観音寺跡、朝日・夕日岩屋、大曲の集
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落・水田、熊野墓地、牧城跡、烏帽子岳城跡、蕗の政所跡８カ所が選ばれた。

1993 年 3 月には、豊後高田市教育委員会は、地元説明の解説書として『荘園村

落「田染荘」を訪ねて』を発行し、これによって、地元説明や地権者の確認な

どが進められていたが、区長の交代などで地元の方々の理解などが十分でない

など問題があり、なかなか史跡指定へは進展しなかった。史跡は時間の止まっ

た遺跡に適応されるものであり、生きている遺跡である村落遺跡にはさまざま

な問題が浮き彫りになり、次第に史跡指定の作業は行き詰まった。田染内でも

中村、嶺崎と圃場整備が進み、小崎の谷でも圃場整備の話が俎上に載ることに

なった。1998 年には、小崎地区でも圃場整備の話が本格化し、歴史学研究会・

日本史研究会の合同サマーセミナーが宇佐市で荘園村落遺跡のシンポウムが

開催され、この場で田染小崎地区の保存の要望が決議され、それを受け、全国

の主たる歴史学者や考古学者などの名で豊後高田市や大分県に保存の要望書

を提出した。小崎の伝統的村落景観は風前の灯火となったのである。  

 

４ 田園空間博物館構想の投入 
 ところが、1998 年の暮れ、豊後高田市では市長が交代し、新しい展開が起こ

った。史跡指定に行き詰まっていた保存を目指す歴史学者たちは、新市長の永

松氏へ農水省が新圃場整備の事業として提案した「田園空間博物館」整備事業

の導入を提案した。市長は 1999 年には、翌年には県と協議し、この事業を受

け入れ、田染荘の保存は新たな段階に入った。  

 田園空間博物館整備事業は、2000 年から審議委員と専門委員からなる田園空

間博物館整備地方委員会を組織し、事業の進め方についてどのような事業がふ

さわしいか検討に入った。事業投入地区は、旧豊後高田市地域と旧大田村の地

域に及び当初事業の全体にわたって幅広い検討が行われた。  

田染小崎地区では、 1999 年には、「荘園の里推進委員会」を組織し、この事

業をとり入れつつ、棚田の維持・保存などに投入されていた水田オーナー制を

応用した「荘園領主制」でオーナーを募り、6 月 10 日には、はじめて「御田植

え祭」が開催され、オーナーや別府大学の学生が参加した。今、10 年を経て約

150 人の荘園領主が地区を支え、毎年、多くのオーナーや別府大学・九州大学

の学生が参加する「御田植え祭」「収穫祭」が開催されるまでになっている。  

 2000 年 7 月 31 日には、最初の田園空間博物館整備検討会が開かれた。それ

と並行し、田染小崎地区水田整備に係る史跡指定小委員会を開催し、田園空間

博物館整備事業との調整を図り、事業後の指定に備えることにした。  

 その結果、委員会では、小崎地区では、将来にわたって水田が維持される水

路、道の整備の事業を行うが、原則として畝道直しなどの景観を損なう水田区

画の変更、用排水兼用の水利システムの変更は行わないことを確認した。また、

道の整備も舗装は行わず、水路はＵ字溝を使用したが、泥がたまるように２倍

の深さをもったものを使用したなど伝統的水田システムの良さを維持するこ

とを配慮した。事業のコア施設の場所は、小崎地区に選定されたが景観と関係
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が問題となった。当初は、地区の外側の見えない場所に造る案も検討されたが、

住民が使用しにくい施設では村落の継続に貢献しないとして、原地区に違和感

のない建物を建設する案に落ち着いた。  

 地方委員会は 2001 年度まで開かれ、以後は、専門委員会を中心に具体的な

事業実施の検討が行われ、 2006 年度で事業は終了した。  

 

５ 環境歴史学と文化的景観の登場 

 田染での史跡指定が暗礁に乗り上げている頃、 1997 年、地元別府大学では、

文化財学科が成立する。この学科の基本的なコンセプトは、文化は大地を耕す

ことから始まるということで、「自然と人間の共同作業」の「田舎」が文化の

基本であるとした。したがって、文化を考えるには、自然と人間の関係史を基

軸に据える必要があるということ、また、歴史学の新しい可能性の面から、人

間社会史だけではなく、自然との関係を入れることが求められており、ここに、

別府大学において新しい歴史学「環境歴史学」が出現した。「環境歴史学」は

1991 年の東京での「中世のムラと現代」というシンポジウムで、荘園村落遺跡

が「自然と人間の共同作業」であることを確認したことに始まる。まさに荘園

村落遺跡調査を一歩進め、環境論と結んだまったく新しい学問であった。  

 2004 年春、文化財保護法が改定され、 2005 年に施行された。その中で新し

い文化財概念として「文化的景観」が登場し、前年に整備された景観法と併せ

て「重要文化的景観」の選定が始まった。「文化的景観」は Cultural Landscape

の訳であり、すでに述べたように、1992 年に世界遺産に新概念として導入され

たものである。その最初の世界遺産登録は、1995 年のフィリピンの「コルディ

レラの棚田とバタネス諸島」である。それ以降、文化的景観は、世界遺産の大

きな流れとなり、日本でも、紀伊山地の霊場と参詣道（三重県、奈良県、和歌

山県 : H16 年）、  石見銀山遺跡とその文化的景観（島根県 :H19 年）などが文化

的景観として選定された。  

したがって、日本の文化的景観は、世界遺産が導入されたかのようにいわれ

ている。これは、ある意味では真実であるが、これまでの記述から理解された

ように、文化的景観という言葉は使用していないが、それとまったく同じ考え

方をもつ「荘園村落遺跡」生きている遺跡の概念は、世界遺産の登場と揆を一

にして、むしろかなり早くから登場していたことが明らかとなった。田染荘の

「荘園村落遺跡」は、実質的に日本初、世界でも最も早い「文化的景観」の文

化財であったことが確認される。  

2007 年 12 月、別府に於いて「アジア太平洋水サミット」が開催され、開会

式で歴史学者として知られる皇太子殿下が記念講演をされた。この際、この講

演で自然と共生した水利用の事例として「田染荘」が取り上げられた。皇太子

殿下は翌年、田染小崎地区を訪れた。日本の伝統的水利用の景観の典型として

注目されている。そのような場所がようやく「重要文化的景観」に選定される

段階に至った歴史的意義は極めて大きいといえる。  
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６ 文化的景観保存調査から重要文化的景観選定申出まで 

 前述のように 1981 年から 1986 年にかけて大分県立歴史博物館により「国東

半島荘園村落遺跡詳細分布調査」が実施され、この地域の文化的価値が早くか

ら認識されている。そのため、地域住民、豊後高田市、関係者が幾度となく協

議を行ない、その文化的景観を保全、継承していくことで合意がなされた。こ

の合意を受け、農林水産省の補助事業である「田園空間整備事業」が導入され、

保存に必要な施設の整備がほぼ完了している。  

また、平成 16 年度に景観法が成立し、翌年度には文化財保護法が改正され、

文化的景観保護制度が生まれた。  

これらのことから、豊後高田市では、平成 19 年度から平成 22 年度の 3 ヶ年

度において文化庁補助事業として文化的景観の構成要素や範囲の調査を実施

した。  

調査範囲は、田染小崎全域と田染真中の一部とし、更なる文化的景観として

の価値付けを行なうため、これまでの歴史的調査に加え、植生・動物・地形・

地質・気象などの自然的調査や建造物調査も実施し、田染荘小崎のすばらしい

景観を構成している要素を明らかにし、その要素の把握に努めた。  
調査は、「田染荘小崎地区景観保存調査委員会」を組織し実施した。今回の

景観保存調査は、田染荘小崎の景観を構成する要素の調査であるため多分野に

わたるので、大分大学、別府大学文化財研究所、熊本大学に調査を委託するな

どして行なった。  

調査に際しては、文化庁記念物課本中眞主任調査官、大分県文化課吉永浩二

参事、同松本康弘副主幹、別府大学後藤宗俊名誉教授、早稲田大学海老澤衷教

授、九州大学服部英雄教授、別府大学飯沼賢司教授をはじめとする多くの方々

の指導をいただいた。また、大分県立歴史博物館には調査の協力に併せ、「国

東半島荘園村落遺跡詳細分布調査」での資料の提供もいただいた。  

調査終了後、文化庁補助事業として新たに「田染荘小崎景観づくり検討会」

を立ち上げ、景観保存調査の結果を基に「豊後高田市森林整備計画」などの関

連計画や現行規制法との調和を図りつつ将来にわたる保護の基本方針を示す

「田染荘小崎文化的景観保存計画」としてのまとめを行い、平成 22 年１月に

策定した。  

この他、平成 21 年 12 月に「豊後高田市田染荘小崎景観づくり条例」を制定

し景観法による届出行為等を定め、平成 22 年 1 月に「田染荘小崎景観計画」

を策定した。景観計画と保存計画の対象範囲を同一とし、それぞれの計画の整

合性を図ることで、よりきめ細やかな景観形成・景観保全を可能とした。  

 このように重要文化的景観としての要件を満たしので、平成 22 年１月末の

選定申出を行なうこととした。  
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田染荘小崎景観保全への経緯 
・昭和５６年         「国東半島荘園村落遺跡詳細分布調査」が始まる 

  
・昭和６１年                「国東半島荘園村落遺跡詳細分布調査」完了 

この頃より田染荘保存の動きが始まる  
・平成 ２年 ６月      田染荘荘園村落遺跡史跡指定検討委員会（以下「検討委員会」という。）  
・平成 ３年１０月      シンポジウム「中世のムラと現代」を開催  
・平成 ７年 １月      隣接する嶺崎地区を中心とした水田ほ場整備の計画策定 

小崎地区は、文化財指定の関係においてほ場整備の計画から除外される。  
・平成 ９年 ５月      小崎地区より「嶺崎地区担い手育成基盤整備事業に係る要望書」の提出  
・平成１０年１０月      大分サマーセミナーより「田染小崎地区の水田景観保存への要望」の提出  

１２月      市長交代（現永松市長） 
               小崎地区をほ場整備することで引継を受ける。  
・平成１１年 ４月      田園空間博物館構想の調査、検討を行う。 

         市、農水省の「田園空間博物館構想」導入を決意し、県と協議。  
 ８月      小崎地区全体説明会の実施 

「田園空間整備事業」導入について地元同意  
 ９月      地区住民による田染荘荘園の里推進委員会が結成される。   

・平成１２年 ５月      荘園水田オーナー募集開始 
     
       ６月      水田オーナー田植え交流会（御田植祭）  
・平成１３年         田園空間整備事業が採択され、事業着手  
・平成１９年 ３月      田園空間整備事業完了  
・平成１９年 ５月 １日   豊後高田市が景観行政団体となる 
 

・平成１９年１１月      重要文化的景観の調査開始 
 

・平成２０年 ３月２９日   第１回田染荘景観保存調査委員会の開催  
・平成２０年 ６月１５日   小崎地区説明会  
・平成２０年 ７月１８日   荘園の里推進委員会説明  
・平成２０年 ８月２９日   第 2 回田染荘景観保存調査委員会の開催  
・平成２０年 ９月２６日   小崎地区説明会  
・平成２１年 １月２７日   第 3 回田染荘景観保存調査委員会の開催   
・平成２１年 ５月 １日   第 4 回田染荘景観保存調査委員会の開催  
・平成２１年 ７月３０日   小崎地区説明会  
・平成２１年 ７月３１日   文化的景観保存調査終了  
・平成２１年 ８月 ３日   第 1 回田染荘小崎地区景観づくり検討会  
・平成２１年 ９月２４日   小崎地区説明会  
・平成２１年１０月１６日   所有者説明会  
・平成２１年１２月 ４日   第2回田染荘小崎地区景観づくり検討会  
・平成２１年１２月１０日   所有者説明会  
・平成２１年１２月１６日   豊後高田市田染荘小崎景観づくり条例制定（平成22年4月1日施行）  
・平成２１年１２月１９日   所有者説明会  
・平成２２年 １月１３日   豊後高田市田染自治連合会説明  
・平成２２年 １月２０日   田染荘小崎景観計画策定（平成22年4月1日取り組み開始）  
・平成２２年 ３月１３日   第3回田染荘小崎地区景観づくり検討会 
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敬称略、順不同

氏　　　　名 役　　　　　　　　　　職 備　　考

委 員 長 後 藤 宗 俊 別府大学名誉教授 考古・歴史

副委員長 川 野 田 實 夫 大分大学教授 環　　　　境

委 員 海 老 澤 衷 早稲田大学教授 歴　　　　史

委 員 服 部 英 雄 九州大学教授 歴　　　　史

委 員 飯 沼 賢 司 別府大学教授 歴　　　　史

委 員 段 上 達 雄 別府大学教授 民　　　　俗

委 員 中 山 昭 則 別府大学教授 観光地理学

委 員 櫻 井 成 昭 大分県立歴史博物館学芸員 歴　　　　史

委 員 生 野 喜 和 人 大分県自然環境学術調査会 植　　　　生

委 員 小 田 毅 別府大学非常勤講師 植　　　　生

委 員 瀬 口 三 樹 弘 大分県自然環境学術調査会 植　　　　生

委 員 千 田 昇 大分大学教授 地形・地質

委 員 西 垣 肇 大分大学講師 気　　象

委 員 伊 東 龍 一 熊本大学教授 建　　築

委 員 足 立 高 行 応用生態技術研究所 動　　物

委 員 河 野 精 一 郎 小崎自治委員（平成20年度） 地域関係者

委 員 河 野 清 範 小崎自治委員（平成21年度） 地域関係者

委 員 河 野 繁 利 荘園の里推進委員会委員長 地域関係者

委 員 河 野 了 豊後高田市文化財保護審議会委員 地域関係者

指 導 本 中 眞 文化庁文化財部記念物課主任調査官 行政関係者

指 導 吉 永 浩 二 大分県文化課参事 行政関係者

指 導 松 本 康 弘 大分県文化課文化財班副主幹 行政関係者

事 務 局 奥 田 秀 穂 教育庁総務課長 豊後高田市

事 務 局 佐 藤 之 則 教育庁総務課参事 豊後高田市

事 務 局 藤 重 深 雪 教育庁総務課専門員 豊後高田市

事 務 局 岩 男 真 吾 教育庁総務課主査 豊後高田市

事 務 局 馬 場 康 任 教育庁総務課主事 豊後高田市

田染荘文化的景観保存調査委員会
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敬称略、順不同

氏　　　　名 役　　　　　　　　　　職 備　　考

委 員 長 永 松 博 文 豊後高田市長 市　　　長

副委員長 後 藤 宗 俊 別府大学名誉教授 学識経験者

委 員 海 老 澤 衷 早稲田大学教授 学識経験者

委 員 服 部 英 雄 九州大学教授 学識経験者

委 員 飯 沼 賢 司 別府大学教授 学識経験者

委 員 段 上 達 雄 別府大学教授 学識経験者

委 員 中 山 昭 則 別府大学教授 学識経験者

委 員 櫻 井 成 昭 大分県立歴史博物館学芸員 学識経験者

委 員 河 野 潔 豊後高田市教育長 学識経験者

委 員 河 野 了 豊後高田市文化財保護審議会委員 地域関係者

委 員 野 田 洋 二 豊後高田市観光まちづくり株式会社社長 地域関係者
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第Ⅰ部調査編  

田染の里文化的景観―田染荘小崎地区に関する調査報告―          





第１章 田染荘小崎の概要   
第１節 田染荘の歴史概要  
１ 田染荘の歴史  
荘園とは、平安時代の中期に成立した地方支配の単位である。地方から見ると、

ムラのような単位でもある。その意味では、今日の地方自治体にもつながるとい

える。基本的には、荘園の所有者は京都に居住する天皇家を頂点とする貴族集団

であり、一つの荘園には、京都に居住する本家や領家からはじまって、現地に派

遣される預所、在地の領主である下司・地頭・公文・田所などのさまざまなレベ

ルの管理者がおり、その下に名主や作人と呼ばれる農業経営者がいた。  
（１） 荘園の成立と構造  
 田染荘は、宇佐神宮の荘園である。宇佐神宮には、お宮が所有する宮方荘園と

宇佐神宮の神宮寺弥勒寺領、すなわち寺方荘園がある。宇佐八幡宮には、宮方と

寺方の荘園を合わせると、九州内に２万数千町歩という広大な荘園が存在した。

田染荘は宮方の「本御荘十八箇所」と呼ばれる根本荘園の一つで豊後高田市田染

地区(旧田染村)の地域がその範囲と推定される。１２世紀はじめには、宮方は京

都の摂関家、寺方は石清水八幡宮を本家に仰ぐようになるが、それでも全国屈指

の大領主であった。田染荘はそのような宇佐八幡宮の典型的な荘園であり、最も

史料や文化財(国宝富貴寺・真木大堂の仏像・熊野磨崖仏など)に恵まれた荘園で

ある。 

 荘園としては、古代の国埼郡六郷の一つ田染郷を母体として１１世紀前半に成

立したと推定される。鎌倉時代の弘安８年図田帳では、総田積は９０町、本郷(４

０町)、吉丸名(２０町)、糸永名(３０町)の３つの単位所領からなっていた。糸

永名は宇佐神宮の大宮司家の庶流で宇佐宮政所検校職を務めてきた益永氏が相

伝し、ここには、中尊寺金色堂と同じ時期に建立された阿弥陀堂、富貴寺阿弥陀

堂がある。吉丸名や本郷の平安期の領主は明確でないが、大宮司につらなる領主

であった可能性が高い。鎌倉後期の段階では、本郷は大友氏の一族小田原氏、吉

丸名は北条氏の一族名越氏、糸永名は肥前国御家人曾根崎氏が領主や地頭として

見える。鎌倉時代には、関東御家人に在地の領主権を奪われていった。  

 一方、国東半島には、１２世紀のはじめに成立した六郷山と呼ばれる近江の延

暦寺の末寺の所領があった。六郷山は、８０数箇寺の寺や岩屋の連合体であり、

寺々には、耕地・山野がかなり付属していた。田染荘内にも六郷山寺院が点在し

た。優れた平安仏がある真木大堂(馬城山)、間戸寺、熊野磨崖仏のある今熊野山

(胎臓寺)、さらに鎌倉末に六郷山に組み込まれたと思われる富貴寺など六郷山領

である。 

 このように田染荘は複雑な構造をしており、鎌倉後期には、宇佐八幡宮や六郷

山の勢力は衰える中で、関東の武士の勢力が支配を拡大していった。  
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（２） 神領興行法の舞台 
 蒙古襲来はこのような衰退しつつあった宇佐八幡宮の勢力に再生のチャンス

をもたらした。蒙古襲来後、戦費や軍役で窮乏した御家人を救済するため徳政令

が発せられるが、宇佐の八幡神も「異国調伏」などで戦いに貢献したという意識

から神領についても、神領とわかれば、返還を求められる徳政が適用された。こ

れがいわゆる神領興行法である。田染荘では、正和２年 (1313)から数年にわたっ

て、盛んに神領興行法を楯にとった旧領返還の相論が行われる。訴人は宇佐宮神

官宇佐忠基と同定基で、論人(訴えられた側)は、本郷の領主小田原氏とその関係

者または吉丸名地頭代安藤入道西願または糸永名の地頭曽根崎氏である。これは、

まさに神官領主たちの関東御家人たちへの巻き返しとも評価できる。この訴訟に

よって、忠基と定基は尾崎(小崎)に屋敷を確保し、以後、子孫は田染氏を称し、

ここが宇佐宮の田染支配の拠点となる。  

（３） 室町以降の田染荘 
 小崎の田染氏は南北朝の中期、神官の名字を解かれ、失脚するが、室町初頭に

は、宇佐宮の下宮番長職にあった永弘重輔の系統が田染氏の跡を継ぐ。これを後

期田染氏という。特に、応仁から文明年間に活躍した田染栄忠は、本流の永弘家

を押さえ、番長・権擬大宮司の職に就き、勢力を張った。小崎台薗の田染氏の屋

敷跡である延寿寺には、栄忠の銘が入った応仁２年の石殿がある。台薗の集落か

ら３００メートルほどの観音寺跡には、栄忠の子孫の田染息雲の墓などがある。 

 一方、後期田染氏の活躍する時期には、田染荘も大友氏の領国支配の体制に組

み込まれていった。大友氏は、１５世紀前半から、荘・郷という中世的単位に政

所という代官を置いた。田染荘でも吉弘氏・田原氏・長野氏・古庄氏などが任じ

られたようである。政所の地名は、蕗の谷と相原の谷に残り、蕗の政所には、堀

跡などの遺構が確認で、蕗政所は近世庄屋屋敷となる。  

（４） 近世の田染 
 天正１５年(1587)、秀吉は九州仕置きを行い、大友氏もその傘下に入る。文禄

２年(1593)に大友氏は除封され、豊後は秀吉の完全な支配に入る。田染地域の領

主は明確ではないが、この時期、高田城に入った竹中氏と考えられる。その後、

細川領を経て、幕府領(木付藩預)、小崎村などの一部が小笠原領となり、寛文９

年(1669)に島原藩の飛び地領に組み込まれる。以後、幕末までその体制となる。

近世の田染には、蕗・横嶺・小崎・中村(間戸を含む)・陽平・池部・相原・真木・

熊野・大曲・田野口・薗木・上野・観音堂・間戸・菊山・の１６カ村があった。 
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２  田染荘の景観形成の歴史と現状  

（１）  景観形成の歴史  

はじめに  

 この地区では、すでに述べたように、 1981 年から 1986 年にかけて、大分県

立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館（現県立歴史博物館）によって、日本ではじ

めて「荘園村落遺跡調査」が実施された。この「荘園村落遺跡調査」とは、大

分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館で提唱された調査法であり、村落におけ

る過去の人々のさまざまな営為の結果の総体を調査することであった。この村

落遺跡は、広域水田遺跡すなわち「古代条里遺跡や中世荘園遺跡のように現地

表面にかつての遺構を継承する形で水田が残存している遺跡」から発展した概

念である。1964 年からはじまる圃場整備事業は、日本の農村に有史以来未曾有

の大変容をもたらし、このような遺跡には危機が迫った。1978 年、長野県の全

国地方史大会で圃場整備によって失われる広域水田遺跡、村落の歴史景観の危

機が「圃場整備に対する宣言」として出され、これが引き金になって、文化庁

の補助事業として国東半島荘園村落遺跡詳細分布調査が始まったのである。  

 その成果は、 1985 年、1986 年にわったて『豊後国田染荘の調査』としてま

とめられた。この調査は今日の新しい文化財概念である「文化的景観」（伝統

的生活・生業を基盤とする景観）の概念の前提となるものであり、今回の調査

もこの成果を土台にしている。しかし、この「荘園村落遺跡」は、伝統的な生

活生業を基盤とする「文化的景観」とは異なり、歴史的調査が主体となり、現

況の景観的調査、生活生

業、植生環境、動物環境

などの要素が入ってい

なかった。  

そこで、歴史分野とし

ても、現在の里山として

の田染荘の景観形成を

軸に、その景観構造と景

観の歴史的変遷を概観

することにした。  

 

   
図 1-1-1 
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写真 1-1-1 田染小崎地区の６月   

Ⅰ  田染の伝統的景観構造  

①鎮守の森と荘園  

今日の村落景観の原型は平

安時代中期にはじまる荘園形

成によってはじまったとされ

る。  
服部英雄氏は、広域水田遺跡

の一典型である荘園の遺跡に

関し、「中世以来の鎮守の森を

中心に地名や条里制耕地等の

水田畦畔や水路、地頭館跡等

を残し現在もそのままの生活

の場となっている荘園跡のよ

うな生活遺跡」と規定する。ここで、鎮守の森に注目して田染地区の景観構造

をみてみよう。           
写真 1-1-2 田染荘の御田植祭で苗を植える学生たち  
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図 1-1-2 田染荘地域の寺社の分布概況図    
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段上達雄氏の研究によれば、田染地区は、近世郷村の集合の上に一宮（元宮）、

二宮、三宮が成立している。一宮の氏子範囲は近世郷村でいえば、中村・相原

村・池部村であり、二宮のそれは小崎村・横嶺村・間戸村である。三宮の場合

図 1-1-3 田染荘の灌漑体系と神社と寺院  
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は真木村・菊山村・陽平村・薗木村・熊野村・田野口村・大曲村・観音堂村そ

れに上野村が含まれる。ここで注目しなければならないのは、蕗村が田染三社

の氏子圏にまったく入っていないことである。蕗村では独自に富貴社を祀って

おり、田染でも特異な地域である。蕗村は桂川の支流である蕗川の川筋に成立

しており、他の田染の村々は桂川の本流に位置している。中世においても蕗谷

を中心とする糸永名は国衙領に編成されたり、別名（別編成で国衙などに税を

納める特区）として特異な位置を占めた。  
 

②田染三社と水  

それでは、これらの近世村の上に位置するいわゆる鎮守は何によって結合し

ているのであろうか。ここでは、蕗谷を除く田染の村々を概観してみよう。飯

沼の研究によれば、荘園の鎮守は近世の村の上の形成される神社に系譜が繋が

る。鎮守は、荘園の開発と密接に結びついて形成されかんがい用水と関係して

いる。現に田染の場合でも、段上氏も指摘するように、雨乞いに関係したり、

二宮と三宮の近くには堰の取水口があり、これらは水神的性格をもつとされて

いる。   田染荘には上野地区と嶺崎地区と池部地区に条里遺構が残っていた。中村・
嶺崎の条里水田への水は、上野地区の字市場の下にある大イゼで取水された水

が供給された。このイゼの水路は、戸原台を通り、間戸から続く山の尾根の先

端を掘り割るように元宮の南を通過し、中村、さらに嶺崎地区へ至った。中村、

嶺崎の住民は一宮（元宮）から水がもたらされると錯覚するように水路が出来

上がっている。    

 
写真 1-1-3 大イゼと御旅所  
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写真 1-1-4 田染元宮   

一方、上野地区では、鍋山イゼが条里水田を潤した。この井堰の取水口の鍋

山には、平安時代末の作とされる鍋山の磨崖仏や三宮八幡宮がある。磨崖仏は

稲積不動といい、三宮も古くは稲積大明神といい、一体のものであったと考え

られる。ここも神社や磨崖仏がすぐ近くに存在している。     

 
写真 1-1-5 鍋山イゼとその取水口   
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写真 1-1-6 田染三宮八幡宮   

さらに、段上達雄氏は、二宮と大イゼとの関係を考えているようである。ま

た、田染三社の雨乞いのときに、二宮では西叡山の山中の戸無戸の口に水を汲

みに行くことから、西叡山が水源と強く意識されているという。しかし、飯沼

は、二宮神社は、下の二宮池や間戸の山が意識されていると考えている。   ところで、田染三社八幡社の祭の中で最も盛大な祭礼は秋の大祭十月祭であ
る。年に一度三社の神輿が上野の市場の御旅所に集合する。このとき神輿同士

のぶつけ合いが行われ、喧嘩祭といわれていた。かつては、御旅所到着後、前

の馬場で流鏑馬が５回

行われ、祝詞があげられ

た。その夜、峯入りの神

事が行われた。次に相撲

の奉納があり、デート

（大稲）渡しが行われる。

次に神楽が奉納され神

事は終わる。その一方で、

俳諧笠、百韻の奉納が行

われ、芝居も行われた。

この市場は大イゼの横

に位置し、ここでも水源

が意識されている。   
 

 

 

 

 
写真 1-1-7 字市場の御旅所  
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③鎮守を中心とした重層的灌漑体系  

これらの三社の下に各村々の村社がある。村の鎮守もまた水に深く関係して

いる。小崎村の愛宕社は小崎川の水源となっている愛宕池の横にある。熊野村

の熊野社は熊野磨崖仏の上にあり、熊野川の水源に位置している。   さらに、その村の鎮守の下にある小社にも水との関係がみられる。小崎の雨
引社の場合、社のすぐ西にはアマヒキイゼがあり、赤迫の水田の水源となって

いる。しかも神社の迫は、その下の数枚の水田の水源となっている。   このように、近代の田染村を中心にみてゆくと、段上氏が明らかにしたよう
に、重層的信仰体系が存在している。それは信仰ということだけではなく、そ

のそれぞれのレベルの神社において、基本的にそれに対応した水田灌漑のシス

テムがあり、それが水田景観を基本とする村の景色の根幹を形成しているので

ある。   
ヤマ

岩峰サトヤマ

サト

水田・集落

棚田・畑・林・集落

鎮守の森

磨崖物

水源

図 1-1-4  
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Ⅱ  田染の原景観の形成  
①田染荘の成立と鎮守の変遷  
田染荘の場合は田染郷から分立したと考えられる田原別符は、天喜５年

（ 1057）に宇佐大宮司宇佐公則の開発許可を得て、宇佐宮の神官紀季兼が開発

した。このことから、本来国司に申請し、荒野開発を行うところ、すでに田染

郷は大宮司が開発権を含めて支配権を掌握した土地となっていたことが想定

される。11 世紀前半までには、田染郷は宇佐宮領の荘園として成立していたの

であろう。しかし、田原別符も官物分は国衙に納入する半不輸の荘園として成

立しており、国司時光の代に官物分を宇佐宮に渡し、宇佐宮の一円領になった

ことから、田染荘が一円不輸領として成立したのは少し遅れるかもしれない。 

田染荘の鎮守は、荘園の形成とともに成立し、当初は一宮である元宮八幡宮

だけであったといわれる。しかし、田染村誌にある由来記によれば、すでに、

天平神護元年に国前郡大領栗長が宮田の地（現在の元宮の場所）に神殿を造営

し、八幡神と比売神を祀ったとある。南北朝時代の観応２年（ 1351）に二宮と

三宮が分祀された。その記録では、宇佐宮番長神主重輔と郷司民部左衛門尉景

家に託宣があり、間戸大明神に湍津姫命、稲積大明神に市杵嶋姫命が遷座した。

二宮は間戸大明神、三宮は稲積大明神と呼ばれていた。田染日向守宇佐言基（宣

基カ）は、延文５年（ 1360）に田染一宮の浮殿を移し、市場の地に御旅所を創

設した。そのとき、二宮、三宮の神輿も新造されたという。  

 

②田染三社体制の成立の意義  
田染荘の一宮、二宮、三宮の三社は、南北朝時代 14 世紀半ばに確立した。

同じような例として大分の丹生荘の一宮、二宮、三宮がある。一宮は応永元年

（ 1387）に大友親世によって阿蘇社が宮河内に勧請され、それにともなって荘

内の神社が再編され、古来からの鎮守丹生神社は二宮に編成された。田染でも

丹生でも、近代さらに現代まで継続してきた「三社体制」は南北朝期から室町

初頭にその形ができあがったといえる。この時期は荘園体制の再編の時期であ

る。守護である大友氏は、領国内の郷や荘園を大友支配の体制の中に組み込む

ため、政所（大友氏の代官）の配置を開始し、村落の体制も荘園体制から新し

い惣郷体制が出現した。  

 

③鎮守の源流と水源信仰は平安末期に出現  
しかし、いわゆる鎮守はこの時期突然登場したわけではない。水源としての

鎮守の登場はやはり平安期末期に想定される。田染荘と同じく宇佐宮の根本所

領である豊後国緒方荘は、緒方惟栄のときに、一宮、二宮、三宮の三社体制が

できたといわれる。それを裏付けるように、一宮の宮迫には東磨崖仏と西磨崖

仏があるが、これは平安時代末の緒方惟栄の時代の作で、宮迫の磨崖仏は一宮

の神が応現した姿として岩盤に彫り出されたと解釈できる。  
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同じように、田染の鍋山イゼには、三宮が

関係しているが、三宮は南北朝時代に新設さ

れたのではなく、稲積大明神と呼ばれる神社

があったところに湍津姫命が祭祀され、三宮

に編成されたと考えられる。鍋山イゼの上に

ある鍋山磨崖仏は稲積不動という。本来、三

宮すなわち稲積大明神と磨崖仏は本来一体

のものであったと考えられる。上野条里を潤

す鍋山イゼは、位置を変えられない場所に存

在している。このことから、水源としての稲

積大明神が磨崖仏の造立期に存在していた

可能性は高い。  
一宮である元宮に注目すると、元宮にも磨

崖仏が存在する。この磨崖仏は、平安時代の

ものではなく 14・15 世紀代のものとみられ

ている。時期からみると、田染の三社体制が

出現した時期に相当する。市場の御旅所も延

文５年（ 1360）の 10 月８日に浮殿を移動さ

せて成立したとある（『田染村誌』）。このこ

とから、現在の大イゼの取水

口、水路を意識した神社と浮

殿（御旅所）の配置は南北朝

期にできあがったとみてよい

だろう。  

 

しかし、大イゼから戸原台

⇒中村の元宮⇒中村・嶺崎の

水路は平安末期以前に遡ると

みられる。それは大門坊の磨

崖仏群の存在である。この磨

崖仏は元宮の磨崖仏群より一

段古く平安時代末にも遡る。

その場所は大イゼの取水口から 200ｍほど下った場所の山際にある。このあた

りには、大応寺や安養寺などの寺院が点在する。戸原台の集落は、古くは一宮

の神宮寺などが想定される場所である。大門坊はその中心部とみられ、原「一

宮」も大イゼと密接に関係していたことは間違いない。  

 

 
写真 1-1-8 鍋山の井堰のすぐ上の山に  

      ある磨崖仏。不動明王像。 

 
写真 1-1-9 元宮の境内横にある磨崖仏  
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間戸大明神である二宮は六

郷山寺院である間戸寺と関係

する神社とみられる。間戸寺

の痕跡は穴井戸観音や夕日岩

屋や朝日岩屋として残されて

いるが、その木彫仏は一木造

りが相当数残り、平安時代末

に遡る。ここには明確な磨崖

仏はないが、この神社も六郷

山寺院と一体になったものと

して、三宮と同じように 12 世

紀には遡ると考えられる。二

宮池の構築は平安末まではい

かないまでも、ここには小崎川の一方の源流として明確な水源意識があったと

思われる。  
このような水源意識が明瞭にみられるのが熊野磨崖仏である。熊野磨崖仏は

熊野川の源流に位置する。熊野権現が応現した姿として大日如来と不動明王の

磨崖仏の存在を理解できる。山の神としての熊野社は岩盤から仏の姿で湧出す

る。磨崖仏は岩の中に体を残しているように、顔の部分から胸の辺りまで明瞭

に彫り出されているが、次第にその姿は岩と一体になり、彫が消えてゆく。当

初、下部が崩れ欠損したとも考えたが、そのような形跡はない。はじめから掘

り出していないと考えられる。ここに磨崖仏の本質が見えてくる。権現が恵み

をもたらす仏として岩に現れたのが磨崖仏であり、熊野川の水源としてその下

流の里の水田の恵みをも

たらした。  
田染荘では、くらしを支

える水の源として鎮守が

存在した。磨崖仏や岩屋の

木彫仏などの存在からみ

ると、このような鎮守は平

安時代の末には明確に登

場している。それが南北朝

時代・室町初期の荘園の再

編、郷村の展開の中で、今

日のムラの景観の枠組み

がほぼできあがってきた

といえる。  

 
写真 1-1-10 大門坊の磨崖仏  

 
写真 1-1-11 熊野磨崖仏。  

左 :不動明王（ 8ｍ）、右 :大日如来（ 7ｍ）  
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Ⅲ  神領興行の舞台となった小崎の谷  

①神領興行法の舞台  

1274 年、81 年のモンゴル襲来は、元軍と日本の幕府軍の人と人の戦いであ

ると同時に神仏の戦いとしての位置づけがなされた。社寺は異国調伏の祈祷を

盛んに行った。特に、その中でも宇佐宮をはじめとする八幡系の神社がこの祈

祷の中心となった。モンゴル合戦の後、窮乏した御家人に対する救済策として

徳政令が発せられたが、神も同様に貢献したという意識から、神領の徳政令、

すなわち神領興行法が出された。  

 田染荘では、1313 年から数年にわたって、盛んに神領興行法を楯にとった旧

領返還相論が頻発する。訴人は宇佐宮の神官宇佐忠基と定基で、訴えられたの

は本郷の領主小田原氏とその関係者、そして吉丸名地頭代の安藤入道西願、糸

永名の地頭曽根崎氏である。まさに神官領主たちによる関東御家人に対する巻

き返しにほかならなかった。この訴訟によって忠基と定基は小崎の谷に屋敷を

確保し、以後その子孫が田染氏を称し、ここが宇佐宮の田染荘支配の拠点とな

った。   
 ②14 世紀初頭の小崎の谷の景観  

 『豊後国田染荘の調査』で、小崎地区は中世の景観を今に伝えると評価され

た。谷の入口中央の台薗とばれる集落は高山の尾根が盆地に出てきた先に位置

し、そのような地形から「尾崎」の名が付けられたと考えられる。1315 年の沙

弥妙覚（田染定基）の「田畠配分状」によれば、台薗には、「おさきのミとう

その」（尾崎の御堂園）と「おさき」を冠する屋敷や畠が７か所、「いつかのや

しき」（飯塚屋敷）と「いつか」を冠する屋敷が３か所、「ためのふやしき」（為

延屋敷）が２か所、計 12 か所の屋敷や園や畠が確認される。この時期にはか

なり集村的景観が形成されていたことを窺わせる。  

 

 

 

写真 1-1-12 田植えの終わった小崎  
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図 1-1-5 田染荘小崎谷の中世復元図（『クロニック日本史』より）   

この時期の水田開発についてみると、宇佐定基の所領は、イラストの上端の「ゆ

みきり」より谷の奥には存在せず、そこが水田開発の限界点と考えられる。現

在、小崎の水田へかんがいは小崎川などの井堰や池を中心としたものとなって

いる。しかし、荘園村落遺跡調査によれば、「あか迫」「あまひき」などの耕地

地名が見られ、赤迫にかかる「アマビキイゼ」や雨引の湧水の存在が推定でき、

愛宕池や空木池など大きな池はほとんどなく、水量の少ない小崎川や小さな池、

あるいは湧水に依存したいたことが考えられる。当時のかんがい能力、堰や水

路の能力から推定すると、長距離の水路はなく、谷の中でも水不足で畑成や荒

地になる部分がかなりの比重を占めていたといえる。    
③荘園のくらしと景観   荘園の耕地は「名」（みょう）と呼ばれる徴税単位に編成されていた。たと

えば、田染氏のもつ「名」に永正名の場合をみてみよう。田染氏はいわゆる名

主であったが、その下に下作職（げさくしき）をもち、「名」の名を名字とす

る永正氏がいて、年貢・公事といわれる「名」の税を名主田染氏の手を通して

宇佐宮に上納した。  
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 この永正名の耕地は、小崎の谷のいくつかの水系に末次・重安などの「名」

の水田とともに混在しており、同一水系にいくつもの「名」の水田が存在して

いた。神領興行法の出る前は、台薗の集落にはいくつか「名」の屋敷が存在し

でいたが、神領興行法の後は、田染氏が台薗の集落をまとめて支配し、御堂園

などの屋敷を中心に一族、作人、さらに下人・所従といった隷属民を動員して

経営が行われたと思われる。  

田染定基が神領興行法で得た耕地や屋敷は子息秀基（初名宣基）に伝えられ

るが、定基が武家に属したため闋所となり、それを相続した田部氏女やその養

子となった宇佐宮権検校香志田内重が重安・永正・小手則・末次・恒任名の相

伝を主張、相論が長く続いた。この相論は、一旦延文５年（ 1360）に香志田内

重から去状が出され、田染秀基が契約状を作成し終息する。この年、田染言基

（宣基）が一宮の浮殿を現御旅所の位置に移し、二宮・三宮の神輿が新造され

た。田染三社体制が成立してゆく背景には、神領興行法が引き金になり、荘園

の「名」の再編が進み、大友氏の政所体制を生み出す村落の変化があったとみ

られる。  

近世村の上に形成された近現代まで続く田染三社を基軸とした今日の景観

の骨格はこの段階に形つくられたと考えているが、まだ、この段階では、村に

相当するものは未完成であり、散在的な耕地を基本とする「名」が収取や経営

の主体となっていた。だだ、鎌倉時代末の雨引社の存在や愛宕池のある愛宕社

の造営伝承（応永年間）や空木池のある空木愛宕社の造営（宝徳年間、田染 325）

は、小さい単位の灌漑共同体の出現を窺わせる。しかし、海老沢氏は推定する

ように、今日へつながる愛宕池の築造は 16 世紀とみられ、中世的散在「名」

が再編され、「大曲名」などに象徴される近世村の前提となる「名」が出現す

る時期に大きな変化が起こったとみるのが妥当であろう。  

その意味で今日の景観の基本は近世の村を基本にかたちづくられているこ

とは疑いないことといえる。  
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表 1-2-1  

第２節 田染荘小崎の歴史概要 

１ 田染荘小崎の景観形成の歴史  
小崎地区の景観の骨格は、平安後期から中世にかけて、田染荘の歴史ととも

に形成された。現在の村落景観は比較的その荘園村落の景観をとどめているが、

近世から現代までの景観変化は大きなものがあると思われる。そこで、近世前

期から現在までの景観変化を、絵図・地籍図・地形図などにみえる地目の比較

や、現地調査の成果からたどる。   
（１）小崎地区の景観変遷 

Ⅰ  近世前期から明治中期までの景観とその変化  

近世前期から明治までの村落景観については、『豊後国田染荘の調査』にお

いて、出田和久氏により復元考察が行われているので、それを元に集落景観・

耕地景観・水利構造について完結にまとめる。   
①集落景観  

 村絵図（図 1-2-1、 1-2-2）には、小崎川の谷の入り口にあたる字上ノ原に

16 軒の家と延寿寺とお堂、高札場が描かれている。描かれた家数や高札場の存

在からこれが小崎村の中心集落であったことがわかる。他には 14 ヶ所に１～

６軒の家が描かれている。村絵図に描かれた家数は集落の規模を反映している

と考えられるので、この小崎村の近世前期の集落は大半が小村であり、字上ノ

原の集落のみが集村的であった。明治中期（図 1-2-3）との変化をみると、字

堂山、下ノ山、大平、上大平、犬ヶ迫の５つの小集落が姿を消し、現在と比べ

るとさらに愛宕池の奥の字弓切と小藤の入り口の字合畑の２つの集落が姿を

消している。これに対して新たに出現したのは字六郎園の集落だけであるが、

これは上ノ原の集落の外延的拡大の結果としてとらえることができる。近世前

期の小村が相当数姿を消し、一方上ノ原の中心集落が北隣の六郎園へと拡大す

るとともに、小崎川の河谷が幅を広げる所に位置する原の集落が大きく軒数を

増加させていることから、この２集落を核に集村化の進行がみてとれる。集落

の立地についてみると、上ノ原と原の両集落は台地上に位置し、その他はいわ

ゆる山付きであり、柳田國男のいう「片平」の地に立地しているといえ、伝統

的な集落立地のあり方を示している。  

 

 

 

 

 

 

 

水田  村絵図  地籍図  

行司田付近  4 町  5.9ha 

六郎園付近  1 町 6 反  2.6ha 

原付近  8 町 7 反  9.9ha 

大平付近  4 町  3.2ha 

小藤・空木付近  4 町 1 反  6.6ha 
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②耕地景観  

 村絵図をみると田は小藤、空木など最上流部にまで描かれており、近世前期

における開発の進行ぶりがうかがえる。村絵図と明治中期の田のひろがりには

谷間の水田が若干拡大された以外は基本的な差異は認められない。出田氏の行

った耕地面積の比較を表にすると右のようになる。大平付近で２割減尐してい

る他は増加しており、とくに小藤・空木、六郎園付近での増加が６割と大きい

が、これは天保７年（ 1836）の空木池修築完成による両地区の水利好転による

水田の増加があったためと考えられる。小崎村平均では２割強の増加となるが

田染地区全体では元禄２年から明治９年（ 1876）にかけて５割ほど増加したの

と比べると小さい。このような結果は山間にあるとはいえ比較的傾斜のゆるや

かな土地が広い小崎村では中下流部を中心に開発が中世からかなり進んでい

て、近世前期までに開発可能な土地の多くがすでに開発されていて、新たに開

発する余地が尐なかったことを示唆している。  

 畑は村絵図には 74 ヵ所も描かれている。そのほとんどが短冊形で、低い位

置にあると考えられるものに一部正方形に近く、大きめのものも見られるが、

田の場合ほど広さの描き分けは見られない。ただ、位置については、図中に谷

線や尾根線らしき線を入れて、それらに沿って畑を描いている場合も多く、あ

る程度の注意を払っている様子がうかがえる。北隣の横嶺村からの道沿いに描

かれた峯や赤迫付近の畑は明治中期の地籍図でも確認できる。また、等級や面

積が記され、集落や田や道に隣接して描かれた普通畑と思われるものを除いて

も 30 ヵ所以上のナギノないし切替畑が存在したようである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-2-1 元禄 2 年（ 1689）村絵図による村落景観復原図（『豊後国田染荘の調査』より） 
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③水利構造  

 村絵図では小崎川の小さな屈曲は省略されて描かれているが、道や集落との

位置関係から判断して近世前期以降の大きな流路変更はなかったようである。 
  

溜池についてみると、村絵図には愛

宕池の下流側の七ツ屋あたりにも溜

池が描かれているが、この池は明治

中期には姿を消している。現在この

池があったところは「キレキケ」と

呼ばれ、池の痕跡をとどめている。

村絵図にみえるこのキレイケから出

て小崎川に合流する水路は、現在で

は愛宕池からの水路とつながって今

なお機能している。また、現在空木

部落の上流に空木池（小崎池）があ

るが、この池は安永年中（ 1772～81）

に築堤の議があり、享和２年（1802）に仮堤防ができていたようであるが、大

修築を行ない、天保 7 年（1836）春に完成した。これにより、小崎村の水路事

情は好転し、干ばつのおそれもなくなったという。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-2-3 明治 21 年（ 1888）地籍図による近代初頭の景観（『豊後国田染荘の調査』）

 
図 1-2-2 元禄２年小崎村絵図  
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Ⅱ  明治中期から昭和 50 年代の景観変化  

 近代の景観変化については、明治の地籍図と、昭和 47 年測量の森林基本図

（図 1-2-4）、昭和 50 年測量の地形図を比較し、また、聞き取りによって得ら

れた景観をあわせて示す。  

①水田景観  

 平地の水田景観はほとんど変化が見られないが、山間部において若干の水田

増加がある。特に字大平、七ツ屋、小藤では、明治期に畑地であった最上部が

棚田として開墾され、水田が増加している。また、愛宕池上、字弓切の水田は、

40 年代までは記されているものの 50 年代に入ると植林地の記載となっている。 
 

②畑地  

 明治までナギノ・切替畑として利用されていた山肌の畑地は、40 年代までは

その記載があるが、50 年代には果樹園などの記載に変わっている。しかし、そ

の利用用途には大きな変化がある。昭和 30 年代までは養蚕のための桑畑であ

ったようである。特に字赤迫の上方は全て桑畑となっていて、現在の山林景観

とは全く異なった景観が広がっていた。養蚕は昭和 30 年代に衰退し、代わり

にタバコ栽培が始まり、桑畑はタバコ畑に変わった。タバコ栽培は長くは続か

ず、植林が進み、現在は椎茸栽培が行われている。   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-2-4 昭和 47 年森林基本図  
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Ⅲ・昭和 57 年から現在にいたる景観の変化  

田染荘域では昭和 56 年より圃場整備事業に対する総合調査事業として、大

分県風土記の丘歴史民俗資料館（現大分県立歴史博物館）の「国東半島荘園村

落遺跡詳細分布調査」が開始された。その成果として昭和 61 年に『豊後国田

染荘の調査』が刉行されている。小崎地区においても昭和 57 年に水利調査・

地名調査等が行われ、水利灌漑については地形図に詳細に記録されている（図

1-2-5、1-2-6）。今回の文化的景観の調査では、昭和 50 年に作成された地形図

に、昭和 57 年の調査と同様に現況の水利構造を記録した（図 1-2-7、1-2-8）。 

 

 

①水田面の変化  

大きな変化として、平成 10 年に嶺崎・中村地区で圃場整備が行われ、旧来

の水田景観は失われ、整然とした水田と直線に伸びた水路が整備された。翌 11

年に小崎地区にも圃場整備の手が伸びたが、豊後高田市と地域住民の理解によ

り、農水省の田園空間博物館構想事業を導入し、小崎地区の水田 20ha は圃場

整備されずに残されるに至った。しかしながら、農作業の効率向上のため、水

路の補強、畦道の拡張、狭地直しなどが行われている。また、東西に走る幹線

道路の設置は旧景観を損なうものであったが、これも文化財保護の運動により

できるだけ景観を壊さないよう配慮された。  

 

②水路・灌漑構造の変化  

 水路・灌漑構造については、田空事業の導入により水田面が残されたことに

よって、大きな変化は見られず、基本的には用排水兼用の水路を保ち、田の畔

を切って水を隣の田に流す田越し灌漑の構造が残っている。しかし、水路は溝

さらいなどの作業の効率化からコンクリートで補強され、水路を補修するため

の漆喰打ちはあまり行われなくなった。また、字原の水田で水利構造の改変が

なされている。特に幹線道路と拡張された畦道に沿って水路が改変され、それ

によって、水路から取水し、水路へ排水する自己完結の灌漑構造に変わってい

る。   
③休耕田の増加  

夕日観音から見渡せる部分、つまり田空事業が導入された部分においては、

休耕地はほとんどなく、水田景観を保っている。しかし、小崎川上流部の小藤・

空木の谷や、字大平の棚田では休耕・荒廃が進んでいる。小藤の谷では畠地へ

の利用が見られるものの、荒地となっている区画がおおい。近年、ホタル観賞

のための歩道が整備されたことにより景観も変化した。愛宕池裏手では植林と

椎茸栽培が行われている。大平の棚田はそのほとんどが休耕となっており、水

田区画は残っているが、植林が始まっている。基本的に愛宕池の水を利用しな

い水田においても同様のことが進行している。  
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図 1-2-5  
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図 1-2-6  
Ⅰ－ 23



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2-7  
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図 1-2-8  
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Ⅳ・圃場整備事業と村落共同体の変化  

 田染荘小崎地区では平成 11 年より、圃場整備が行われる予定であったが、

農水省の田園空間博物館構想を導入したことにより、寸前のところで中世以来

の伝統的村落の姿が残された。しかしながら、前年までに隣接する嶺崎・中村

の地区では圃場整備が行われ、地形に合わせた小区画の水田は、整然とした大

区画の水田へとその景観を変えた。田染荘域では早くから条里水田部で圃場整

備が行われはじめ、平地部ではそのほとんどにおいて伝統的村落の景観は失わ

れている。いまだ圃場整備が行われていない地区としては、熊野地区などの山

間の谷筋、真木地区の水田の一部などがあるが、そういった中で、小崎地区は、

中世以来の景観を伝えていることが立証され、文化財として守られた重要な景

観地区であるといえる。ここでは、小崎地区と圃場整備が行われた嶺崎地区を

比較し、圃場整備事業によって伝統的な村落景観が失われる事実と、それを構

成し守ってきた、村落共同体についても大きな変化をもたらしていることを明

らかにする。  

 

①圃場整備事業による灌漑システムと景観と環境の変化  

圃場整備とはそれまでの小区画水田を機械が入り易いよう、大区画に整備し、

区画ごとに取水口・排水口を取り付けるといった農業促進のための事業である。

それまでの伝統的な水利構造は、小崎地区で見られるような灌漑システムで、

基本的に水路は用排水兼用、田一枚一枚が連結し上の田から下の田へ水を落と

す田越し・田通しの灌漑であった。圃場整備が行われると、水路は用水路と排

水路に分離され、田越し・田通しの灌漑システムはなくなり、用水路から取水

された水は隣の田に落ちず、

そのまま排水路に落とされ

るという自己完結の灌漑構

造に変わる。排水路に落ち

た水は田に戻ることはなく

川へ流される。水路は清掃

に手間がかからないように

コンクリートで補強されて

いる。このような仕組みは

作業の機械化、効率化を促

進し、水田経営の向上をは

かるシステムである。  

 その結果、景観について

は、地形に合わせて形成された小区画の伝統的水田景観であったものが、圃場

整備を行なうと、整然とした大区画の水田景観に変化する。地表面の景観のみ

ではなく、水田一筆ごとにあったシコナ・小名などの地名もなくなり、字界も

区画整理された田にあわせて変わっている。畔道や耕地の中にあった野仏や墓

地などの文化財は道筋や造成地に移動され、その景観は大きく変わっていく。 

 
図 1-2-9  
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一方、環境についても、大きな変化が起きる推測される。それまでの田越し

灌漑水田、用排水兼用水田では、直接もしくは水路で連結された田を通るごと

に汚れが浄化される。それに対して、圃場整備後は、水の大量使用や用水路と

排水路が完全分離されたことにより、用水から取水された水は一つの水田で使

用された後、汚れたまま排水路に落とされる。排水路は常に汚れた水が流れ、

川の本流に戻され、川の汚染を起こすといったことが問題となっている。  

また、水路と水田面に高さの差がほとんどない旧来の水田では、魚やヤゴな

ど水生昆虫が水路を経て他の水田へ移動できる環境があったが、圃場整備後の

用水路は水田面よりかなり高く、排水路は水田面より１ m 以上下にある。ここ

では、水田間の生物の移動がむずかしく、水田で生きる生物にとって生きにく

い環境となるという想定である。水質汚染や水路・水田構造の変化が生物環境

の変化にどのように影響を与えたのかについては十分な調査が行われている

とはいえない。今回の調査において明らかにする重要な課題である。  

 

②圃場整備後の共同体の変化  
 圃場整備によって水利灌漑システムと水田景観は前記のように大きく変え

られるが、このような整備は伝統的景観を構成し、守ってきた村落共同体につ

いても変化をもたらしている。まず小崎地区における伝統的村落共同体の姿と

はどのようなものであろうか。  
 小崎地区では、田植え時期に溝さらい・あぜつくりなどの共同作業が行われ

る。田一枚一枚が連結している田越し・田通しの灌漑システムため、同時に水

をかける。田植え・稲刈りも共同で順番におこなった。それにあわせた雨乞い

などの祭りも共同行事であった。他の時期には草刈や共有林の整備をする。特

に溝さらい・あぜ作りなどは水の共同利用の意識からくる共同作業であり、田

越し・田通しの灌漑システムからはまさに、水を紐帯にした共同体が形成され

ている。また水源にある雨引社、愛宕池を象徴する愛宕社は水神として共同体

によって祀られ、田植え後の感謝としてノロヨコイが集落ごとに行われる。  
 一方、圃場整備が行われた嶺崎地区においても聞き取り調査をおこなった。

農作業の様子は、圃場整備が行われ、水田が大区画に整理されたことによって、

大型機械が導入され、また自己完結の灌漑システムになったことで、自分の都

合のよい時期に田植えが行えることから、完全に個人作業に移行している。水

路がコンクリートで補強されたことで、溝さらい・あぜつくりなどの共同作業

もほとんどなくなり、共同体としての繋がりはなくなりつつあるという。それ

を示すように、以前は村の祭りであった高良社の祭りや、風祭りはなくなった

ようである。  
 以上のように圃場整備が行われることによって、目に見える景観の変化のみ

ではなく、それを維持してきた共同体の繋がりそのものが失われることになる。

同時に高齢化・機械化なども影響し、効率化を求める現代農村へ変化していく。

そういったなかで、小崎地区は伝統的な景観が守られ、それにより水を紐帯と

した共同体が維持されていることからも文化的景観としての価値は高い。  
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（２）中世以来の伝統的な水田地割を踏襲する小崎地区の水田景観  

Ⅰ  潅漑構造の特質  

 小崎地区の水田は、小崎川の水系とその支流の原川水系の水系に井堰を設置

し潅漑を行っている。小さな谷であるが、数十メートルに一つの割に堰が設置

され、その数は表１にあるように異常に多いといえる。このことによって、一

つの井堰の潅漑面積が小さく、田圃の畦を切って引き通す、田越し潅漑の水田

が基本となり、長距離水路が発達していない水田構造を生み出した。このよう

な潅漑構造は田染盆地の周辺部の谷部では一般的形態であった。  
近世、河川の水量を安定的に補うため、この谷の奥に池が造られた。小崎川の

空木池、原川の愛宕池がそれに当たる。しかし、潅漑の基本構造は、基本的に

中世以来変化がなかったと考えられる。  
 国東でも昭和 50 年代後半から圃場整備が進み、このような灌漑体系や水田

地割が失われていった。田染でも中心部やその周辺部でこの事業が進められ、

景観が変化した部分も多いが、小崎の谷は、通常の整備を行わず、「田園博物

館構想」事業によって、伝統的な畦畔を維持し、水利潅漑のあり方を維持した。   
表 1-2-2 小崎地区の井堰一覧  

小崎川水系の井堰名  トウゲノシタ  上空木  ムコウノタ  

 タカイワ  ウツギ  ウツギシタハシ  

 オテ  マエダ  ウマノカワ  

 ゴウバタ  ヒラトコ  ヒラバ  

 タタラ  ハレ  フシンダ  

 ケンノキ  山ノ口  赤迫（アマビキ）  

 ヒジワラ  ナガンタ  シンゴロウ  

 オツボ  マブ  上ノ  

 フロノモト  廟ノ下   

原川水系の井堰名  ヤナガツボ  ババシタ  ハカノシタ  

 ナナツヤ  キレイケ  オヤマ①～⑤  

二の宮下池の井堰名  ゴクデン     

 

山ノ口イゼ  

 

赤迫（アマビキ）イゼ  
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ヒジワライゼ   

ナカンタイゼ   
シンゴロウイゼ   

オツボイゼ   
マブイゼ   

上ノイゼ   
フロノモトイゼ   

廟ノ下イゼ  
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ナナツヤイゼ   

キレイケイゼ   
オヤマイゼ１   

オヤマイゼ２   
オヤマイゼ３   

オヤマイゼ４     
Ⅱ  水田灌漑と地名・地割  
鎌倉時代から室町時代の「永弘文書」に見える田染荘の史料には、次のよう

な小崎地区の水田地名が見える。これらは、小崎の中世の水田の全貌を示すわ

けはないが、すでに述べたように、小河川から簡易な井堰によって、灌漑を行

っている形態からみて、古くからの灌漑形態を踏襲してきていると推定してい

る。  
しかし、河川の奥の池が造られた近世以降と今日の状況は大きく変化してい

ないと考えられるが、中世の段階では、水事情がやや異なっていたと思われる

部分がある。中世では、赤迫では、アマビキの天水がかりの面積が３段と今日
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の何倍も多いことが注目される。今日、赤迫の水田への水供給は、アマビキ井

堰を基本としているが、当時は、アマビキの水が豊富で天水がかりがまだ大き

なウエイトを占めていた推測される。  

次ぎに「山ノ口」の水田に注目してみよう。これは、山ノ口井堰から灌漑さ

れた水田であるが、小崎川が形成する谷が開ける起点にある井堰であり、小崎

の谷の右岸 1.5 ヘクタールの幹線水路の取水口となっている。左岸の起点井堰

であるアマビキ井堰と対をなしているが、中世では、山ノ口井堰より下流ある

ヒジワライゼやナガンタイゼのかかりの地籍字「原」は水田地名として見えな

い。これは、史料の制約から見えないことも考えられるが、当時、水源の池が

なく川の水量が十分に確保できず井堰が設置されていない可能性を推測させ

る。  

さらに、「おやま」３段の存在は、原川のオヤマイゼの存在を推測させる。

これも原川が小谷から小崎の谷に出る地点に設置された堰である。５箇所（現

在は１箇所は消滅）ほどにわけて全体をオヤマイゼという。水量の少なし川か

ら、簡易な井堰で１段以下の単位で灌漑したと推定される。  

表 1-2-3 小崎地区の水田地名  

山ノ口井堰がかり  末 次 名 の 内  山 口  

２反  

山ノ口  １段廿  山之口  １段 20 代  

アマビキ井堰がかり  末次名の内赤迫１段

20 代  

永正名の内赤迫１段  あかさこ  １反 10 

 永正名田地分赤迫３

反  

いヽつかのくわのう

まろの田  30 代  

飯塚貴船免  30 代  

アマビキ天水  雤引新田１段 20 代  あまひき  荒野草場

分  

あまひき  ３反 30 代  

フロノモト井堰がか

り  

尾崎九郎いやしき、

30 代  

  

オヤマ井堰がかり  重安名の内  おやま

３反  

  

天水  ゆみきりの口しんか

い１反  

  

ヤケヤマ池がかり  いけのうち６反  いけのうち一所５反   

以上の事実から、川の水量を調整補完する池が谷奥に造られていない中世の時

代は、小崎川や原川には十分な水量が確保されておらず、天水（湧き水）の依

存度が高く、井堰の規模は脆弱であったのでなかろうか。そのために、近世ほ

ど多くの井堰を設置することが困難であったことも想定される。このような前

提で『豊後國田染荘の調査』の海老澤衷氏の小崎の水田に関する考察文「谷池

による潅漑の統一過程」を以下に引用する。これによって、小崎における中世

から近世、さらに近代の変化を概括してみたい。  
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Ⅲ  池による潅漑の統一過程  

 近世に小崎村と呼ばれていた小崎地区は、明治８年より明治 22 年に至るま

で、横嶺村と合併し、嶺崎村と称していた。その後、７ヶ村が合併し、田染村

となるが、なお大字嶺崎として現在に至っている。行政的には、近世小崎村の

範囲が田染第２区と呼ばれ、地区選出の区長が置かれて、地方自治の末端を担

っている。灌漑状況から見ると、東側の水田の一部を除いて、現在では総て「小

崎池がかり」として把握されている。すなわち、近世村落の範囲がほぼそのま

ま灌漑の共同組織となっているのである。貯水量 45,000 トンの愛宕池を主水

源とするもので、灌漑面積は 26 町２反５畝（昭和 57 年作付）である。西叡山

（標高 571m）、華ヶ岳（ 593m）、烏帽子岳（ 494m）に囲まれ、田染盆地の中では

広い後背地を有する部類に属すといえよう。空木・小藤を水源として、小崎川

となり、これが小崎地区の幹線水路となる。表 2 に明らかなように元禄二年の

村明細書では、池掛りが 12 町５反歩、井堰掛りが 10 町２反５畝 24 歩、天水

が６町歩であったから、灌漑制度上は現在までに井堰掛りが消滅し、池掛りに

よって統一されたことになる。現在の水利慣行については前述しているので重

複を避けるが、元禄２年から現在に至る小崎池掛りの統一過程については、い

ま一度検討しておく必要があろう。なぜなら、田染地域内における水利体系の

変遷の一典型を示していると思われるからである。  

 この地が史料上にあらわれてくるのは、鎌倉時代の後期である。灌漑の状況

そのものを示す史料はないが、正和４年（ 1315）６月日沙弥妙覚配分状（『田

染荘史料』77 号）によれば、所領の水田名として「あかさこ」（現小字名）、「あ

まびき」（現神社名・井堰名）、「山口」（現井堰名・小字内地名）、「ゆみきり」

（小字名）、「いけのうち」（現小字名）、「おやま」（現井堰名）があり、屋敷な

らびに畠地として「おさきのミたう」（台薗の屋号）、「ミスミはたけ」（台薗の

姓）、「いいつか」（台薗の小字内地名）、「ためのぶ」（台薗の屋号）があり、荒

野として「たたらのはら」（現小字）がある（図 1-2-10）。               
図 1-2-10 小崎の小字  
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このうち「あまびき」は、小字赤迫の西辺で、現在雤引神社が存在し、湧水

のため前面の水田は湿田であり、灌漑制度上の「天水」である。周辺の水田（小

字赤迫）は近くの雤引井堰より取水しているが、雤引神社前の水田はその必要

もなく、「小崎池がかり」にも加入していない（図 1-2-11）。正和４年の沙弥妙

覚配分状では、永正名の「あまひき」が、「荒野くさはのふん」に記され、史

料に闕字があって明瞭でないが、周辺には荒野が存在したらしい。しかし、永

仁４年（1296）10 月日宇佐定基安堵申状（『田染荘史料』51 号）では「一永正

名雤引新田壹段貳拾代、自亀鶴之手定基買得之、当知行之、」とあり宇佐定基

（沙弥妙覚）の買得した水田であることがわかる。現状から判断して、小規模

な湧水灌漑による水田であり、周囲には若干の未開地が存在したと推定される。

また、室町時代の前期に作成されたと推定される田染荘永正・恒任名坪付注文

（永弘文書○ナ106＝○ク 74）によれば、永正名田地分として、「一所三反卅代  あ

まひき
むかしハ年 貢

田  今ハ神 田」

とあり、永正名

の田地が３反ほ

ど存在したこと

がわかる。  

 「あかさこ」

は、東に傾斜す

る沖積地で、雤

引井堰（赤迫井

堰ともいう）よ

り取水し、灌漑

面積は約４町歩

であり、乾田が大部分を占め、小崎の中でも最も安定した水田である（図

1-2-11）。永仁４年の宇佐定基安堵申状では「一赤迫参段田内壹段者、□
（白）

宇佐

氏女字初生子之手、定基買得之、当知行之、」・「一末次名内赤迫壹段弐拾代者、

自行信房之手、定基買得之、当知行之、」とあり、末次名内の１段 20 代として

含まれていない３段の水田の存在が知られる。また正和４年の沙弥妙覚配分状

では、「おとあいこセんのふん」として、「一所 たしふのしゃうなかまさミや

うのうち、あかさこ一反□」とあり、この段階で永正名の水田が最低１段は存

在していた。末次名の水田１段 20 代はその後、延文４年（ 1359）の田染荘末

次名土帳案（『田染荘史料』 184 号）でも、「
あ か さ こ

一  所    一反廿  分米七升」とあ

り、確認される。また永正名については、田染荘内永正・恒任名坪付注文（永

弘文書○ナ106＝○ク 74）に「一所三反
此内一 反 ハ た う め ん

尻 一 反 ハ 寺 免   あかさこ」とあり、室町時代初

期には３段ほど存在していた。永正・末次あわせて４段強の水田が存在してい

たことは確実である。田染氏に関係していない赤迫の水田も存在したものと思

われるが、現在の水田面積である４町には遠く及ばす、鎌倉時代から室町時代

にかけて開田されていったのは、現在の半分に満たない程度であったと推測さ

れる。あかさこの水田は間違いなく井堰灌漑であるが、井堰から遠い東側部分

 
図 1-2-11 あまびき・赤迫の灌漑  
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は、中世において十分潅漑されていなかったのであり、東側部分の水田が安定

するのは天保７年（1836）に空木池が完成し、用水の供給に余裕ができてから

のことであると思われる。既述のあまびきとあかさこおよび山口は近接してい

るにもかかわらず、灌漑体系が相違する点に留意する必要があろう。  

 「山口」は、現在堂山橋の下に位置する山ノ口井堰の灌漑する水田である。

その潅漑面積は 1.8 ヘクタールで、小崎川を挟み、赤迫に面している（図

1-2-12）。原の集落の崖

下に位置し、一部に湿田

があるほかは、総て乾田

である。正和４年の沙弥

妙覚配分状では「一所  

同庄すゑつきの山口二

反」とあり、末次名の水

田２反が存在したこと

がわかり、明応４年 10

月吉日の田染荘重安名

田畠坪付（『田染荘史料』

457 号）では、「□壹段

廿代  山ノ口」とあり、重安名之存在も認められる。また田染荘永正・恒任名

坪付注文では永正名田地分として「一所  一反廿  山之口」とあり、この地に

は、末次・重安・永正あわせて５反前後の水田が存在していた。現在の灌漑面

積が 1.8 ヘクタールにすぎないので、山口の開田はかなり進展していたものと

思われる。山ノ口井堰は谷の開口部に位置し、落差を得ることが容易なため、

水路を短くすることができ、井堰灌漑にはきわめて効率的な立地を有している。

中世の井堰灌漑の一典型と言えるであろう。  

 「ゆみきり」は現在の愛宕

池の奥にある谷水田である

（図 1-2-13）。日照時間が短

く、決して良田とは言えな

いところであるが、愛宕池

（当時は存在しなかったと

思われるが）の水源となる

湿潤なところであり、用水

が不足することはない。正

和 4 年の沙弥妙覚配分状に

は「一所  同ゆミきりの口

新かい一反」とあり、この

地が新開地であることを示している。鎌倉時代の末期において、田染定基の所

領は、これより奥の谷間には存在せず、ゆみきりの水田は当時の開発の限界点

にあったといえるのであろう。  

 
図 1-2-12 山口井堰の灌漑  

 
図 1-2-13 ゆみきりの水田  

Ⅰ－ 34



 「いけのうち」は、現在溝上水利組合

に属する水田であり、ヤケヤマ池（貯水

量 40,000t）から灌漑されている（図

1-2-14）。この池は元禄二年間戸村絵図

にも描かれており、谷池Ｂに分類される

ところのものである。したがって、その

成立は中世に遡ることも予想される。し

かし、その規模から見て、14 世紀以前に

遡らせるのは無理があろう。ただ、「い

けのうち」という名称から池との深い関

連が予想され、原ヤケヤマ池とも言うべ

き小規模な用水池が存在した可能性も

ある。ところで、いけのうちの水田の縁

辺部に宝珠院という寺が存在し、民家も

太平洋戦争前までは存在したという。寺

跡は現在でも遺構が残存している。元禄

二年の村絵図（小崎村）には、堂と二軒

の民家が描かれている。宝珠院の木造如

来像は、廃寺となった後、原の御堂に移

されたが、大永７年（ 1527）９月 24 日

の銘を有しており、池の内の集落は中

世・近世・近代の長い期間にわたって持

続していたことは事実であろう。したがって、灌漑体系も安定したものであっ

たと考えられるが、鎌倉時代よりヤケヤマ池そのものの灌漑とするには躊躇せ

ざるを得ない。宝珠院跡の下には廃池が現存しており、このような小池が集合

して池の内の水田を灌漑していたものと推定される。正和四年の沙弥妙覚配分

状には、「一所  同庄すゑつきミやウのうち、いけのうち六反卅
加新開

定  」とあり、

享徳 2 年（1453）５月３日の田染荘段銭請取状には「一所五
い け の う ち

反」とあり、日付

未詳の永弘某契約状には重安・末次両名のうちとして、「一所五
い け の う ち

反」とある。

したがって、いけのうちには鎌倉時代から室町時代にかけて、末次名の５反乃

至６反程度の水田が存在したことは確実である。またその灌漑は谷池 Bまたは、

小池によるものであると推測される。  

 

 

 

 

 

 
図 1-2-14 いけのうちの灌漑  
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図 1-2-15 おやまの灌漑  

 「おやま」は現在愛宕池より流れる水路（小

崎川の支流）が、キレイケ井堰を過ぎ、山際を

通過するところにある小井堰群の総称である

（図 1-2-15）。井堰数は五つで、灌漑の総面積

は 1.5 ヘクタールである。正和４年の沙弥妙覚

配分状には田地として「一所  同重安名おやま

三反」とある。この水路（自然の小河川である

が）は、キレイケの地に溜池が築造されてから

廃絶するまでの間は特に大きな役割を果たし

たであろう。しかし、それ以前から、灌漑を制

御しやすい小河川であるため、井堰が造られ、

小規模な開発が行われていたものである。  

 以上、正和４年（ 1315）に沙弥妙覚配分状に

見える「あまびき」・「あかさこ」・「山口」・「ゆ

みきり」・「いけのうち」・「おやま」の６箇所の

水田を見てきた。その結果、 14 世紀前半にお

ける重安名・末次名・永正名等の水田の灌漑は

湧水・井堰・溜池・谷水によるものと、様々で

あるが、一つの特徴はあかさこ・山口のように

谷の開口部に井堰を設け、小沖積地の水田を灌

漑するものである。その際、長い水路を設けず、

取水口から 10 メートル程度で、最初の水田に

水が掛り、あとは田越しで灌漑されるものである。ここで注目されるのは、山

口の場合、現在の水田面積でも 1.8 ヘクタールにすぎないところに末次・重安・

永正の三名がひしめていることである。また、あかさこの場合においても、永

正名・重安名の両者が存在している。名
ミョウ

が開発単位であるか、経営単位である

か、収取単位であるかは重要な問題であるが、田染荘の場合には数段歩の規模

で名の耕地が散在していたことは事実であり、また狭小な地域に数名が集中し

ていることがあることも事実である。名の成立事情を示す史料がないため、断

定はできないがここでは二つの可能性を提示しておこう。一つは鎌倉時代後期、

田染宇佐氏の一族が所有集積に乗り出す以前、それぞれの名は開発の単位であ

ったという想定である。その場合、名主たちは、小規模灌漑による開田の可能

なところを捜して歩き、見つけ出したときには、簡単な施設を設置して水田を

開いていくというものである。その際、一つの灌漑体系を独占的に、一人の名

主が支配するというのではなく、むしろ共同利用する場合の方が多かったこと

が、今回の調査結果から結論づけられる。このように、散在している場合でも、

名そのものが開発の単位であるということにかわりはないのである。次に想定

できることは、末次・永正等が在地の有力者によって買得・集積された耕地群

から成り立つ名の場合である。これは、まとまった灌漑体系のもとにある小地

域の水田が、複数の有力者に分割されて、譲渡・売買されたことを意味する。
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すなわち、一地域の開発自体は単独の有力農民によって行われたが、ほどなく

開発単位としてのまとまりは失われてしまったのである。鎌倉時代後期には、

田染定基がそれらをまた再集積したのであった。その際、名を一括獲得してい

るのではなく、耕地片を直接の対象としている点は注目される。これは、田染

定基が現地に生活の一拠点を設け、農民を直接的に把握しようとしていたこと

を意味しよう。  

 以上二つの場合を検討したが、どちらにしても、鎌倉時代後期には極小の地

域（多くは 1 町未満）に数名が集中し、そのようなところが小崎川の流域に散

在しているという状況が見られるのである。散在するこれらの極小の開発単位

は互いに孤立していて、連続性がなく、その間には広汎な荒野が展開している。

以上が小崎地区における鎌倉時代の灌漑状況であるが、領主あるいは地頭によ

る大規模開発が進められる以前の原初的な開発状況をよく示していると言え

よう。  

 この後、南北朝期を通じて、田染宇佐氏の系譜は宇佐宮内外の動乱にまきこ

まれ、所領の集積・充実化を図ることは困難であったものと思われる。小崎地

域における水田開発も現状維持か、あるいは小規模な開発にとどまっていたこ

とは確実である。このような状況に転機をもたらしたのは、室町期に入り、田

染地域を基盤として、権擬大宮司にまで昇進した宇佐栄忠の出現である。  

 栄忠は、南北朝期の宇佐宮及び田染荘の混乱を収拾した擬大宮司永弘重輔の

孫にあたる。重輔は、応永 17 年（ 1410）番長職および御炊殿社司職等の永弘

氏重代の職を子息の永弘光世に譲り（『田染荘史料』 234 号）、それとは別に田

染荘内永正名・恒任・金丸・光並・行成・須加牟田壹町等をやはり子息である

永弘栄重に譲与した（『田染荘史料』 226 号）。永弘栄重は田染氏を名乗り、応

永 24 年（1417）ごろから田染荘内で活動していることが確認できる。一方、

田染荘内の神領として大きな位置を占める重安・末次両名は、応永 29 年（1422）

に下宮御炊殿御菜米として寄進され（『田染荘史料』 261 号）、永弘光世の管轄

下に入る。正長元年（ 1428）、永弘光世は子息栄佐に番長職以下の所領および

所職を譲る（『田染荘史料』 279 号）。その所領構成を見ると、田染荘重安・末

次両名も含まれているが、最も詳しい既述があるのは豊前国下毛郡の本自見名

に関してであり、永弘氏の嫡流の問題関心がどこにあるかを如実に物語ってい

る。これに対して、田染栄重は田染荘内での活動を続け、子息栄忠は永享 10

年（ 1438）に宇佐宮の権擬神主となる。こうして永弘氏嫡流は栄佐、庶流田染

氏は栄忠の世代となるが、文安元年（ 1444）には栄佐が栄忠に田染荘内の６反

の土地を本物返しで売りわたしている。（『田染荘史料』308 号）。両者の田染荘

に対する姿勢の差を如実に示すものと言えよう。康正２年（ 1456）には、守護

の段銭賦課に対して、田染荘内の永弘方沙汰として三貫文が納められ、そのう

ちの一貫文を田染栄忠が納めている（『田染荘史料』 343 号）。田染荘の公田段

銭は応永 24 年（1417）には 46 貫文、文正元年（ 1466）には、 45 貫文であり、

永弘氏庶流の荘内における位置が知られる。このような状勢に変化が起きたの

は、長禄２年（1458）のことである。この年の５月、永弘栄佐が逐電する事件
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があり、その跡を田染栄忠が継承することとなったのである。ここに嫡庶の立

場が逆転し、田染栄忠は宇佐宮の番長職を手中に納め、田染荘重安・末次両名

等の番長職に附随する所領も支配することとなったのである。栄忠は栄佐の子

である氏輔の所領回復運動に悩みながらも、文明 15 年（ 1483）には権擬大宮

司に補任される。文明 19 年（1487）、栄忠は自らの保持した所領の公験を整理

し、目録を作成した（『田染荘史料』 445 号）。この目録は、重輔より栄忠を経

て相伝された永正・恒任・金丸・光並・行成の各名と須加牟田壹町の公験を中

心とするものである。このうち「一通正和弐年三月十二日須加牟田之御下知前

上総介平朝臣御判」とある正和二年三月十二日鎮西下知状については正文が現

存しており（『田染荘史料』59 号）、田染定基が小田原氏より須加牟田の田地の

返付をうけたものであることがわかる。このように鎌倉時代末期の権利関係を、

永弘重輔が継承し、さらに栄忠へと受け継がれていることがわかる。しかし、

この目録では長禄２年より前の重安・末次名に関する文書が存在せず、この年

両名が宇佐宮番長職とともに、栄忠に安堵されたにもかかわらず、その権利関

係を裏付ける公験は渡されていなかったことがわかる。栄忠はその生涯を通じ

て、永弘家に伝えられた田染荘関係の公験を総て手中に納めていたわけでは決

してなかったのである。庶流から身を起こしたものの限界であったと言えよう。

だが、田染荘を拠点として活動しながら、宇佐宮の要職を占めるようになった

ことも事実であり、これより後、田染氏一族は近世後期に至るまで宇佐宮神官

団に名を連ねることとなるのである。  

以上のような田染栄忠の事蹟からすると、長禄 2 年以前では、永正・恒任・金

丸・光並・行成の各名と、須加牟田の田地に対する支配が主なものであった。

このうち、小崎地区について考えてみると、雤引・あかさこ・山口の地に永正

名があり、水田の安定化を図る努力を重ねたであろう。既述のように、これら

の水田は井堰灌漑と湧水によるものなので栄忠による長禄２年までの所領支

配の中でも度々修復作業が行われたであろうことは想像に難くない。しかし、

より大規模な工事が行われるよう

になったのは長禄２年（ 1458）に、

宇佐宮番長職を継承し、重安・末

次の両名を手中に収めてからであ

る。あかさこには末次名が、山口

には末次・重安の両名の存在した

ことが明らかで、灌漑の単位を一

円的に支配する状況に近づいたも

のと思われる。また、おやまの地

には、重安名 3 反の水田が存在し

たが、ここは、現在のキレイケ井

堰の影響を強くうけるところであ

り 、 小 崎 の 居 館 に も 近 く （ 図

1-2-16）、統御の容易な小河川で、

 
図 1-2-16 宇佐氏居館の周辺  
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宇佐栄忠にとって最も開発の容易なところである。したがって、キレイケの地

に最初に築堤されたのは、おそらく宇佐栄忠の時代であろう。それは小崎の地

が原初的な灌漑から脱した第一歩として大きな意味があると言えよう。さらに、

時代が下ると、愛宕山の谷に第二の池が築かれる。築堤の下限は小崎村絵図に

あるように、元禄２年（ 1689）であるが、上限について明確にできない。しか

し、小崎上ノ原の地が本格的に城郭化したのが、16 世紀後半の田染鎮富の時代

であると考えられるので、愛宕池の築堤の時期もこの頃であると推定される。 

 以上、小崎地域を中心として、中世の状況を見てきた。谷間における小沖積

地が開発される過程を検討してきたが、元禄二年の村絵図がその到達点を示し

ていることは間違いない。中世において、重安・末次両名の田畠あわせて 18

町９段 10 代であり、屋敷 26 箇所、百姓 12 箇所とされている（『田染荘史料』

452 号）。百姓１箇所あたり、１町５段程度の耕地と屋敷２箇所を保有している

ことになる。田染荘内における宇佐宮領の有力な名の形態を如実に示している

と言えよう。重安・末次両名は現在の大字蕗・嶺崎・真中北部に展開したもの

であるが、村明細書ではこれらの村々の水田を合計すると 90 町を越える。小

崎村の明細書では、この村だけで、 28 町 7 反ほどであり、 16 世紀・ 17 世紀に

全面的な開田が進んだことがわかる。元禄２年の段階で、池掛りが 12 町５反

となり、井堰掛りの面積（ 10 町 2 段 174 歩）を上回り、枢要の位置を占めるに

至っている（図 1-2-17）。しかし、この頃には用水の不足が深刻化し、開発も

頭打ちとなったの

である。18 世紀に

入ると、空木の地

に用水池を築堤す

る動きが見られる

ようになる（「上野

庄屋渡辺家文書」

25 号）。安永年間

より築堤の申請が

出され、享和２年

（1802）「仮堤防」

が大雤によって決

壊したとあること

からすると、天明

年間の頃には空木

地区を灌漑する小規模な池はできあがっていたものであろう。そして天保７年

（ 1836）春に空木池が完成した。これにより峠の下井堰より上ノ原井堰に至る

約 30 箇所の小崎川の井堰が一つの水利体系に統合されることとなったのであ

る。この空木池は谷の最奥部に近いところに築堤されたため、貯水が難しく、

そのため池の端より等高線に平行に集水溝が伸びている。  

 

 
図 1-2-17 元禄２年の灌漑  
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 空木池と前後して、上ノ原の地下に

マブが開さくされ、マブイゼより引水

されて庄屋屋敷を通り、新たに水田が

開かれることとなった。この庄屋屋敷

には近代に入って水車が置かれたこ

とが知られている（図 1-2-18）。  

 小崎地区は、天保年間以降二つの池

掛りによって地域の灌漑が行われる

こととなったが、さらに、オテイゼの

完成によって、空木池の水が水路によ

って愛宕池に貯水されるようになり、

太平洋戦争後には、愛宕池より雤引井

堰に落ちる水路も完成し、ここに一つ

の池掛りとして統一されるに至った

のである。  

 以上のように、中世において散在す

る「点」として出発した小崎地域の開

発は、まず里池の築堤によって部分的

な安定を得て全面的な開田化への第

一歩を踏み出し、谷池Ｂ（愛宕池）の

築堤によって、沖積地の大部分を開田

できるようになる。さらに谷池 A（空

木池）の築堤によって全般的な安定を

得るが、このように、谷池による灌漑体

制の統一過程は単に灌漑制度の一元化

を意味するものではなく、谷の開口部に

展開する沖積地の全面的な水田化と軌

を一にするものなのである。  

 この章の冒頭で述べたように、古代の

条里制水田の系譜を引く桂川本流の用

水体系も 18 世紀にはほぼ限界に達して

いた模様であり、それを直接・間接に補

うべき谷池が、各支流の最奥部に造られ、

田染盆地全体を漏斗とする灌漑体制が、

明治維新以前に既にできあがっていた

のである。  

 
図 1-2-19 小崎池がかりの現況  

 
図 1-2-18 マブ井堰の灌漑  
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（３）中世からの景観を残す台薗の屋敷地割と文化財 
Ⅰ  台薗の屋敷地割  
田染小崎の字上野ノ原の集落は地元では台薗と呼ばれている。この小さな集

落には、浄土真宗寺院の延寿寺がある。延寿寺縁起書によれば、「此有宇佐宮

大臣田染氏者、住于大薗
于時左近

将監云々奉公武之命移本宮」と見え、宇佐有力神官である

田染氏が「大薗」（台薗）に屋敷を構え居住していたが、公武の命を承って、

本宮に移ったとある。この宇佐田染氏の屋敷の跡には、寛永 18 年（ 1641）に

真宗寺院光隆山延寿寺は建立されたのである。  

田染氏が居館を構えた時代を示す遺物として、延寿寺の境内には、宇佐（田

染）栄忠が応仁２年（ 1468）造立した石殿がある。石殿とは、室町時代以降、

国東半島に展開した独自の石造物で、入母屋造りの屋根の建物を模し、側面に

地蔵菩薩像や十王像などが彫られている。田染栄忠は、有力神官宇佐下宮番長

永弘家の庶流であるが、宇佐神宮の権擬大宮司という役職に就き、宇佐宮の重

職として活躍した。栄忠は、田染の大曲の薬師堂の観音像も造立し、像底には、

「文明十三年
辛  

 丑（1481）九月十□ 大檀那
乙  

 巳  栄忠」と見える。  

また、延寿寺の境内には、境内堂とよばれる御堂があり、平安時代に遡る風

化の激しい如来像、観音像などの一木の像が安置されている。もともと廟の前

の堂と二宮の近くの阿弥陀堂にあったものを移したものといわれている。廟と

は宇佐田染氏の廟といわれ、これも田染氏の歴史を今に伝えている文化遺産で

ある。  

一方、景観面に注目すると、延寿寺の北側の道沿いには、土塁跡と思われる

高まりが十数メートル残っている。また、南西の角には田染氏の屋敷明神とし

て祀られていたといれる稲荷社が鎮座し、その裏、寺院境内の南側の端には、

土塁状の遺構が残り、その一段下には、境内地の平坦面とは、2.5～5 メートル

の比高差のある帯郭状の空間が東・南・西に廻っている。『豊後國田染荘の調

査』では、これらを『豊後国志』にある田染重（鎮）富（戦国末の人物）の保

つ「小崎堡」（小崎城）の遺構の残存とみなしている。  

戦国時代の小崎城の遺構と思われるものは、延寿寺の北側を東西に貫き、廟

の下に降りる道沿いにある帯状の低い平坦面、その下の屋号東家の西北の角に

は土塁状遺構が残る。また、集落の北側の渡辺公明家の屋敷の北西にも一部土

塁状の高まりと堀状遺構が残存しており、これも中世末まで遡る遺構と判断さ

れる。『豊後國田染荘の調査』の段階、今回の現地調査のおいても、これらは、

鎌倉時代末、14 世紀初頭の神領興行法訴訟で宇佐屋敷遺構以来の屋敷地割りを

反映していると判断される。  

 鎌倉幕府は、14 世紀の初頭の正和年間に、文永弘安の役以来異国調伏の祈祷

で貢献した宇佐宮に対して、神領興行という神領への「徳政令」を出し、神官

らの旧領回復を行った。この法に基づく訴訟は田染荘の中でも起こり、宇佐宮

神官宇佐忠基・定基は、小崎の台薗の屋敷を含む末次・永正・重安・糸永など

の名の田地を回復、確保することになる。この宇佐忠基・定基（法名妙覚）の

子孫が田染栄忠や鎮富へ繋がる後期田染氏となる。  
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 正和４年（1315）６月の沙弥妙覚田畠等配分状をはじめとして鎌倉から室町

時代の史料には次ぎの表のような屋敷名が見える。  

表 1-2-4 鎌倉時代末～室町期の台薗の屋敷・畠表  

屋敷区分・畠  屋敷名・畠  面積  備考・屋敷所有者  出典  

尾崎屋敷グループ  おさきのみどうその  ５反  尾崎三郎右衞門入

道行信  

77 

 同いや三郎のその  ３反  尾崎弥三郎

久澄  

77 

 同日五郎のその  ２反  尾崎五郎  77 

 同北のいやしき  ２反   77 

 同九郎いやしき  ２反  田 30（代）あり  77 

 おさきのしん太郎入道ふる

やしき  

 おさきのはたけ   

飯塚屋敷グループ  いつかの屋敷  

飯塚屋敷  

３反  少宮司古園  77・  

報 90 

 同引入たうのその  ２反   77 

 同たくミその  ２反   77 

 いヽつかのろくろうかふる

やしき  

  77 

 飯塚三郎火木屋敷   引入たうのそのと

同じか  

51 

   いつかの三郎貫首のいやし

き  

  187 

永正名のうち  かどのいやしき  １反  台薗のうちカ  77 

為延屋敷グループ  為延屋敷二か所  ６反   77 

尾崎の畠  同（おさき）のへらの畠  ３反   77 

尾崎の畠  おさきのミすミはたけ   みねの五郎つくり  77 

飯塚の田  いヽつかのくわのうまろの

田  

30（代）  77 

飯塚の田  飯塚貴船免  30 代   報 90 

飯塚の畠  同（いつか）はやしの下畠  ２反   77 

飯塚の荒野・草場  いヽつかのくさば幷まつば

ら  

  ７７  

飯塚の芝原  飯塚芝原大畠一所    ５１  

かと居屋敷の畠  同ミなミのこはたけ  20  ７７   
小崎は、鎌倉時代、漢字では「尾崎」と表記された。これは、この台薗の集

落が高山の山麓に張り出した尾根の先端のあるところから生まれた地名と推

定される。表 1-2-4 にあるように、ここには、鎌倉時代末期、神領興行法が適
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用されるまでは、三グループの屋敷群が存在した。  
尾崎屋敷グループには、５軒の居屋敷と１軒の古屋敷が確認できる。尾崎は

尾根状台地の先端を示す地名であり、ミドウ、ミスミの地名・屋号をてがかり

にすると、台薗集落の中央をほぼ東西に走る市道より南を「尾崎」と呼んだこ

とが推定できる。現在も中央の市道を境に東手（ヒガシデ）、西手（ニシデ）

に区分され、「尾崎」は東手に当たる。この尾崎の中心の御堂園の場所に田染

氏の屋敷が据えられたと考えられる。  
また、飯塚屋敷グループは、小崎の公民館の一角にある飯塚の古墓の名から

みると、上記の道より北の公民館までの一帯の数件の屋敷が飯塚屋敷の跡と推

定される。為延屋敷二カ所は、飯塚の東の屋号「タネノブ」の屋敷に推定され

る。この二つが今日の西手に当たる。飯塚と為延の境は、渡部公明家とタネノ

ブの河野英樹家の境の里道と推定される。  
小崎の台薗には、現在、屋敷跡を含む１０数軒の家があるが、今日の屋敷区

画は、この鎌倉時代の屋敷地割を踏襲していると見られる。  
「永弘文書」によれがば、「尾崎」には、屋敷５軒と畠として使用されてい

る古屋敷とミすミ畠とへらの畠と呼ばれる畠があった。屋敷５軒の中心は延寿

寺の区画であり、屋敷区画の北西の角に石殿を含む中世後半の石造物が残って

いた。ここは奥まで入れると５反ほどの面積がある。寺以外の屋敷区画は３軒

ほどあり、基本的に屋敷ごとに屋敷荒神があり、五輪塔などの石造物が残る。

また、ミスミの屋号が残る北と南を市道、里道で囲まれた区画には、現在５軒

の家があり、「ナカヤ」「ナカン屋敷」と呼ばれる河野一三氏宅は屋敷荒神と中

世の石造物が見られ、中世段階で、畠だけではなく屋敷の存在を示唆する遺物

が若干残っている。  
小崎公民館の横には、「イイヅカ」と呼ばれる石祠・五輪塔群（長野観音寺

跡を所有する田染家が所有）がある。この石造物十数基には、天文６年や弘治

２年の年紀をもつ石殿がある。ここが飯塚屋敷区画の北西の角に当たると思わ

れる。すでに述べたように、屋号タネノブ河野英樹家との境には、隣の六郎園

へ向かう里道があるが、これが屋敷の東境となっていたと推定される。この区

画内には、公民館の下の屋敷跡区画の北西の端や公民館の裏の東に位置する渡

辺公明家にも屋敷の北西の角に屋敷荒神として祀られてきた石殿や中世の石

造物が見られる。これは、この屋敷地割が中世から踏襲されていることを示す

ものであろう。また、飯塚屋敷のグループの中にある屋号カドヤシキ（阿部武

則家）は、永正名のうちの「かどのいやしき一反」に相当するともいわれてい

る。  
タネノブの屋号は為延屋敷の後身と思われ、屋敷の北に石祠・五輪塔群、北

西角に五輪塔などの残欠が見られる。この屋敷の裏の一段高い畠には種信明神

と呼ばれる屋敷荒神が祀られていたが、現在は河野光秀家に移されている。こ

れは「たねのぶ」一統の屋敷神であった。このタネノブの東隣が庄屋屋敷（安

東家）である。  
台薗の地図に示したように、現在残る集落の主要な道は、尾崎屋敷、尾崎ミ
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スミ畠のあった区画、飯塚屋敷、為延（タネノブ）を区画するように存在して

いる。この中世鎌倉時代以来の屋敷区画の中には、少なくとも中世後期まで遡

る屋敷荒神的な石造物、墓がいくつも確認される。この事実から、小崎の台薗

の屋敷地割は中世、それも鎌倉時代からの地割を踏襲し、今日に至っていると

みてよいだろう。  
小崎台薗の集落は鎌倉時代の集落を起点として、室町時代には、田染氏の舘

を中心に屋敷区画が整備され、その痕跡として屋敷の土塁状遺構が残されてい

る。さらに、近世に入ると、田染氏の舘の跡には、浄土真宗延寿寺が建立され、

集落の東の入口には、庄屋安東家の屋敷が造られ、集落の中央には高札場が設

置された。現在の景観は、直接的には、この近世の景観をベースとしている。

しかし、集落全体として、中世鎌倉時代までの遡る地割、石造物など伝統的な

集落景観を残す事例は極めて珍しい。                     

 

 

図 1-2-22 元禄２年小崎村絵図の台薗の部分        図 1-2-23 台薗の空撮写真                                    
図 1-2-24 小崎台薗の地割と石造物図   
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延寿寺の文化財  

 

 

図 1-2-25-1 小崎延寿寺境内堂                

 

 

 

 

図 1-2-25-2 延寿寺の石殿実測図  

 

 

図 1-2-25-3 石殿の軸部各尊像実測図  

 

 

延寿寺には、明確に中世以前の様子を今日に伝える文化財として境内堂の木彫物と田染栄

忠すなわち「宇佐栄忠」の名が刻まれた「応仁貮歳」の石殿がある。  
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図 1-2-26 台薗集落の中世に遡る屋敷神・石祠・石造物群  

        ①            ②             ③  

延寿寺西北の土塁状遺構   延寿寺石殿（応仁２年）   田染舘の屋敷明神  

の角にある中世石造物    元は北西角の石造物群の   稲荷大明神 (延寿寺南西  

中             角 ) 

 

 

 

 

 

 

 ④             ⑤            ⑥  

ミドロの石塔残欠土塁状   中ヤシキの石祠と五輪塔   イイズカの石祠・五輪塔  

遺構            等             群        
 ⑦            ⑧             ⑨  

公民館下の石造物      渡辺公明家の北西角の    カドの屋敷の屋敷神  

             石祠・五輪塔群   

 

 

 

 

 

 

⑩             ⑪            ⑫  

 渡辺公明家の東角の道脇   屋号タネノブ (河野英樹 )  種信大明神の石祠  

 の石祠・五輪塔群      家の石祠・五輪塔群     元はタネノブ家の上の  

畠に  
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Ａ地点  延寿寺の土塁状遺構と市道  

 
タネノブと飯塚の境界の里道  

 
Ｂ地点  市道、左カド屋敷    

渡辺公明家北の土塁状遺構と堀状遺構と

里道  

 
Ｂ地点  中屋敷とヒガシの間の里道  

 
延寿寺の南西角に残る土塁状遺構  

 

図 1-2-27 集落の屋敷区画となっている道や土塁状遺構    
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  番号 所在 長さ 幅 高さ 

① 延寿寺北東 15.8m 2.5m 1.27m 

② 延寿寺北 27m 4m 1.7m 

③ 延寿寺西 18.6m 3m 0.3m 

④ 延寿寺南東 17.5m 3m 0.3m 

⑤ 延寿寺南 31.5m 4.5m 0.84m 

⑥ 冨田澄彦家北 17m 2m 0.9m 

⑦ 渡辺公明家北 31m 2.8m 1.7m  

図 1-2-29 台薗集落土塁状遺構位置図 
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Ⅱ  明治 21 年の字図と地割  

 耕地がどのような形をしているのか、屋敷がどのような形の土地に建てられ

ているのか。耕地や屋敷の地割は、景観のベースを形成するものといえる。な

かでも、水田などの耕地の形状すなわち地割は、景観を構成する要素として軽

視できない所があろう。小崎地区の場合、耕地などの地割を歴史的に追究する

時、基本的に明治時代作成の地籍図類が最古の視覚資料となる。  

 そこで、明治時代作成の地籍図をみてみることにしよう。明治時代には４種

類の地籍図が作成された。このうち、現在目にする機会が多いものが、明治

17(1884)年の地押調査の制定を契機に作成された地押調査更正地図とよばれ

るものである。この図は法務局などに所蔵され、旧土地台帳付属字図（以下で

は、旧字図と呼ぶ）とも称されている。小崎地区を含む大字嶺崎の旧字図は、

明治 21(1888)年 12 月に作成されている。明治時代作成の地籍図は、原則とし

て一筆ごとに測量し、これを小字ごとにまとめ、さらに一村でまとめて作成し

たという。そのため、一筆図、字限図、全村図の三種の絵図がつくられたとさ

れるが、旧字図の場合は、法務局などに所蔵されているものは字限図のみであ

る。  

 そこで、小崎地区の地割に関して旧字図をみると、留意される点として水田

に「丁二」などと注記される点が挙げられる。  

 一例を挙げてみたい。字下ノ山は延寿寺などがある台薗の集落と小崎川をは

さんだ南に位置し、保存計画区域の中でも中心というべき水田が広がる小字で

ある。このうち、「マドタ」のシコナが残る同字の 2500 番地には「丁四」の

注記がある（図 1-2-28）。そこで、国東半島荘園村落遺跡詳細分布調査におい

て作成された現況地形図をみると４枚の水田からなり、特に最も西側に位置す

る水田とこれに隣接する水田は 60 ㎝の高低差がある（図 1-2-29）。  

    

  図 1-2-28 旧字図の「マドタ」一帯         図 1-2-29 「マドタ」の現況地形図  

（田染荘調査附図より）  

  つまり、旧字図の注記「丁四」は、１つの地番に含まれる耕地の枚数を示
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すものと推測される。このようにみると、旧字図は確かに明治時代の地割を知

ることができる視覚資料であるが、現地の状況を直接反映したものでないこと

が確認できる。  

 

（２）明治時代の資料と地割  

 さて、小崎地区をはじめとする旧田染村域に関しては、多くの明治時代以後

の行政資料が所在する。これらは旧田染村役場が所管したものであり、後に豊

後高田市田染出張所に伝わったものである（以下、出張所資料と呼ぶ）。  

 その中で、注目される記録が２件ある。１つは、「新旧字番対照表」と記さ

れた簿冊である。この記録は、上段に新しい地番と小字名、その下段に古い地

番と小字名を記したもので、旧田染村全域の分が伝わる。ここに記された新し

い小字名と地番は旧字図と同一であることから、この記録は旧字図作成時にま

とめられたことがわかる（写真 1-2-1）。  

 
写真 1-2-1 「新旧字地番対照表」  

 もう１つは、「地引絵図」あるいは「地引縮絵入簿」と題された簿冊である

（以下では、「地引絵図」と標記を統一する）。標題は統一されていないが、

内容はまず一筆ごとの測量図をのせ、その裏に地番や面積・所有者などを記し、

水田に関しては一筆に配水する溜池名や井堰名が記される場合がある。ただ

し、この「地引絵図」に記された地番は、「新旧字番対照表」でいう旧地番で

あり、さらに朱字で「元～番」という記載もある。あるいは、村名が嶺崎村や

平野村というように、明治 21(1888)年の田染村成立以前の村名が記されること

から、「地引絵図」は旧字図編纂時もしくはそれ以前に作成されたもので、さ

らにいえば旧田染村域では明治時代に都合２回地番が付け替えられたことも

わかる。  

 そこで、前でみた字下ノ山 2500 番地を「地引絵図」などで確認してみたい。

同地は、もともと字下山で明治 21 年以前の地番は 1811 番地であること、さら

に元は 237 番地であったこと、面積は１反５畝余、空木池と愛宕下池、小山弐

番堰から配水される地であること、そして４枚の田からなることが確認でき

る。「地引絵図」には、その４枚の水田の実測図が載せられている（写真 1-2-2）。    
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写真 1-2-2 「地引絵図」にみる「マドタ」       写真 1-2-3 「地引絵図」にみる「マドタ」  

（実測図）  

 前に示した実測図の精度は、前掲の図２と異なることはいうまでもない。し

かし、こうした明治時代の記録から、字下山 2500 番地は明治時代前半から現

況と同様に４枚の水田が所在したこと、旧字図の注記は１つの地番に含まれる

耕地の枚数を示すことが改めてわかる。さらにいえば、同地は明治時代前半か

ら昭和 56 年の調査時と同様に「オヤマ井堰」の潅漑範囲であったことが確認

できるのである。  

 ここでは、１つの事例をみたわけだが、現存する「地引絵図」などの諸資料

をみた時、小崎地区における現在の耕地の地割は、基本的に明治時代前半まで

遡ることができるのである。  

 このようにみてくると、耕地などの地割に関しては、旧字図が重要な視覚資

料ではあるが、それは実態を反映したものではないことがわかる。つまり、明

治時代作成の地籍図や土地台帳における一筆として１つの地番が与えられて

いても、それが実際に水田一枚とは限らない。旧字図などに記された耕地の形

状は、実態をそのまま示すものではないのである。それでも、旧字図は地割の

概要を示すという点においては、重要な視覚資料であることは間違いない。  

 むしろ、小崎地区をはじめとする旧田染村域の場合、「地引絵図」などの他

の行政資料によって、明治時代の詳細な地割や潅漑体系などを知ることができ

る点で貴重な地域といえる。ただ、こうした「地引絵図」も小崎地区全域に関

して伝わっておらず、特に拠点集落である字上ノ原に関わる「地引絵図」が、

現在の所確認できない点が残念である。  
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Ⅲ 田染荘小崎地区の文化財  田染荘は平安末期以来、宇佐宮本御荘十八箇所中の一つとして存続した。荘園の成立と
ともに田染一宮八幡社が勧請されたといわれ、以後二宮・三宮が分祀され、荘鎮守として

三社は信仰されてきた。また、六郷山の仏教文化が展開し、富貴寺や、真木大堂、熊野磨

崖仏など、その代表格である文化財が遺されている。  小崎地区は、田染三社の中で、間戸の二宮八幡社を鎮守として信仰している。神社はそ
の他に、台薗(下組)の鎮守雨引社、原(中組)の鎮守愛宕社、奥組の鎮守奥愛宕社、小藤の三

島社が集落の鎮守として存在する。朝日岩屋・夕日岩屋を代表とする六郷山の岩屋が岩肌

に露顕し、村のお堂、寺院、寺跡などの仏教施設も多く遺り、今なお地区の住民によって

大切に管理されている。それらがいつから存在したのか定かでないものも多いが、朝日岩

屋・夕日岩屋は建武４年(1337)六郷山本中末寺次第幷四至等注文案にその名が見えるので、

少なくともそれ以前から信仰されていたことがわかる。また、寺院やお堂には中世紀年銘

をもつ石造物や平安仏と思われる木彫仏がいくつかあり、歴史の古さを物語っている。以

下、神社・寺・寺跡・堂・堂跡・岩屋・墓地のカテゴリに分け、由緒由来・石造物などの

文化財といった内容を一覧に示す。また、元禄 2 年(1689)の小崎の様子を描いた「小崎村

絵図」に記載されている寺社堂もあるのであわせて記載する。 

表 1-2-5 

  名称 所在地 内容・文化財 絵図 No. 

神
社 二宮八幡社 間戸 田染三所八幡社の一つで、小崎・横峰・間戸の鎮守。

祭神は湍津姫命。 

○ 1 

雨引社 赤迫 台薗地区の鎮守。祭神は天水分神、国水分神。天保

14年（1843）銘石鳥居がある。 

○ 2 

愛宕社 多々良 原・七ツヤ地区の鎮守。祭神は愛宕大権現。元文 5年

（1740）銘手水鉢あり。 

○ 3 

奥愛宕社 空木 小藤・空木・枡淵・堂山地区の鎮守。祭神は愛宕大権

現。 

○ 4 

三島社 小藤 小藤地区の鎮守。祭神は三島大明神。村絵図では

「山神」と記載。 

○ 5 

寺
・
寺
跡 観音寺跡 長野 田染氏の菩提寺で文献には宝陀寺（臨済宗、杵築市

大田）の末とみえる。寺跡には天正 9年（1581）「宗方」

銘宝塔、天正 11年（1583）「息雲」銘墓碑、天正 14年

（1586）「妙□」銘墓碑、その他五輪塔５基が残る。 

○ 6 

宝珠院跡 池の内 宝陀寺末で開山は宝陀寺開山悟庵智徹の弟子であ

る隠渓和尚と伝わる。寺跡には石仏龕や五輪塔が残

る。 

○ 7 
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延寿寺 上ノ原 浄土真宗本願寺派の寺院で、境内は田染氏居館跡と 

される。応仁 2年（1468）銘石殿・宝篋印塔 2基・五輪

塔 4基・庚申塔 3基が残る。 

○ 8 

間戸寺跡 間戸 六郷山本山末寺西蓮山間戸寺の跡。寺跡に石造二

重塔がある。 

 9 

間戸の金比羅 竹ノ下 小崎の下組が祀っている神。小高い丘陵地に祀られ

石祠の前から小崎地区の良好な景観を見下ろせる。

安政 2年（1855）銘金比羅石祠 

 35 

堂
・
堂
跡 弁財天 峯 弁財天像、五輪塔 2基がある。 ○ 10 

阿弥陀堂跡 池の内 通称阿弥陀の平という場所にあったが、現在堂跡は

不明。付近の崖に仏龕が残る。 

○ 11 

延寿寺境内堂 上ノ原 延寿寺の境内にあるお堂。阿弥陀堂や廟の前から移

されたという木造如来坐像・聖観音立像などが安置さ

れる。 

 12 

原のお堂 原 原地区のお堂で、大永 7年（1527）銘のある木造釈迦

如来坐像を中心に、木造観音坐像・石造弘法大師

像・不動明王像・阿弥陀如来像・薬師如来像が安置さ

れる。 

 13 

堂山堂 堂山 堂山地区のお堂で、石造阿弥陀如来坐像を安置す

る。付近に国東塔・五輪塔がある。 

 14 

奥の堂さま 米山 米山地区にある稲荷社をいう。稲荷石祠、鳥居は近

世のもの。他に石造釈迦如来像・地蔵坐像がそれぞ

れ石祠に安置されている。 

 15 

鶏亀地蔵堂 空木 奥愛宕社参道入口にあり、本尊は鶏亀地蔵。由緒に

は「愛宕山鶏亀地蔵」とあり、また、宝徳□年奥愛宕社

棟木銘に「愛宕勝軍地蔵堂一宇」とあるので、奥愛宕

社の本地仏として祀られている。 

○ 16 

護摩堂跡 大堂 ゴマンドウと呼ばれる堂跡。五輪塔１３基・道祖神・六

地蔵石殿・石仏等が残る。 

 17 

岩
屋 夕日岩屋 竹ノ内 夕日観音と呼ばれる、六郷山の岩屋の一つ。石造地

蔵菩薩坐像 2体・石造観音立像・木造尊名不詳仏立

像等が安置されている。 

 18 

朝日岩屋 旭 朝日観音と呼ばれる、六郷山の岩屋の一つ。洞穴前

に堂宇があり、石造観音立像・木造観音立像・尊名不
 19 
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詳仏像数体等が安置されている。 

ロッコさま 惣ヵ迫 惣ヵ迫にある岩屋。尊名不詳仏像 3体が安置される。  20 

岩屋 タガイ タガイにある岩屋。「リョウさんが岩」と呼ばれ、仏像と

思われる木片がある。 

 21 

茅場堂 空木 空木にある岩屋で、岩屋内に堂宇がある。石造薬師

如来坐像・地蔵坐像・弘法大師像・焼仏等が安置され

ている。 

 22 

墓
地 廟の前 上ノ原 田染神主家の廟跡という。五輪塔数基、近世墓が残る。 ○ 23 

イイヅカ（河野家墓地） 上ノ原 五輪塔数基と、「春翁」という銘と人物像を彫刻した石

造物がある。他には天文 9年（1540）銘石殿、弘治 2

年（1556）銘石殿がある。 

 24 

空木渡辺・河野家墓 空木 空木の渡辺・河野両家の墓地。  25 

小藤河野家墓地 小藤 小藤の河野家の墓地。  26 

枡淵河野家墓地 枡淵 枡淵の河野家の墓地。  27 

枡淵後藤家墓地 枡淵 枡淵の後藤家の墓地  28 

愛宕加藤家墓地 多々良 代々山伏の家である加藤家の墓地。積石や行者の位

階を持つ墓石がある。 

 29 

七ツヤ入会墓地 七ツヤ 中組（原）の共同墓地。  30 

赤迫入会墓地 赤迫 下組（台薗）の共同墓地。  31 

上ノ原入会墓地 上ノ原 下組（台薗）の共同墓地。  32 

上ノ原冨田家墓地 上ノ原 上ノ原の冨田家の墓地  33 

池の内墓地 池の内 池の内にある墓地。  34 

（下線部は景観要素として特に重要な中世石造物） 
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図 1-2-30 田染荘小崎文化財分布図 
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Ⅲ 田染荘小崎地区の遺跡 

田染地区は宇佐神宮の荘園として知られて、池部横嶺条里遺跡、上野条里遺跡などの他

に、縄文時代から近世にかけて多くの遺跡が分布している。  小崎地区においては縄文時代の遺跡として野地台遺跡、上野平遺跡、赤迫遺跡、西ケ平
遺跡、中世では小崎城跡、長野観音寺跡、朝日・夕日岩屋、中世・近世にかけて原遺跡が

周知されている。   

 

原遺跡  原遺跡は平成 13年から実施された田園空間整備事業のコア施設建設にともない、平成１

４年に 1,300㎡にわたり発掘調査が行われた。  発掘調査により、掘立柱建物２基、溝３条、土壙、柱穴を確認した。出土遺物は少なか
ったもの、出土した瓦質土器火鉢・浅鉢から遺跡の時代は１６世紀前半と考えられる。  この調査で小崎地区の開発史を垣間見ることが出来る。発掘当時の原遺跡、原遺跡周辺
は水田化されおり、元禄二年（１６８９年）に作成された「豊後国田染組村々絵図」にも

水田として記載がなされている。しかし今回の調査により原遺跡は１６世紀頃まで集落と

し存続し、その後１７世紀には水田化されたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2-31 
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第３節 田染小崎の景観を支える自然 

 

１ 田染荘の文化的景観の背景となる地形・地質 

 

（１） はじめに 

 田染荘は，国東半島中央部から流下し豊後高田で周防灘に注ぐ桂川の中流部に広がる

盆地を中心とする地域である。その支流小崎川は西叡山と華岳の山地を流域にもち，東

流の後，小崎集落から北流し岩脇すぎで桂川に合流する。この小崎川の中流部に文化景

観保存の田染荘小崎地区が位置する。ここではこの地区が地形・地質的に置かれている

位置，すなわち田染荘の文化的景観の背景となる地形・地質について述べる。 

 

（２） 田染盆地の概観と地形・地質 

 桂川中流部の田染荘中央部の田染盆地は，上流は田染耶馬の峡谷部から北西－南東方

向に長軸をもち，岩脇から清滝にいたる狭窄部までの，長さおよそ 4.5km，幅 1.5km 程

度の細長い盆地で，

勾配は 100 分の 0.7

の平坦な地形が広が

る。地形的には氾濫

原（自然堤防帯）に

位置し，河川の曲流

（蛇行）で特徴づけ

られる。 

 地質的には，田染

盆地一帯は領家帯の

変成岩類とそれに貫

入する花崗岩類を基

盤とし，その上位に

のる宇佐層の分布地

域である。宇佐層は

新第三紀中新世に耶

馬溪・宇佐地域から

国東半島にかけて活

動した火山活動の噴

出物で，大部分が凝

灰角礫岩であるが，

部分的には西叡山や

華岳などで溶岩が分

布する（図 1-3-1）。

図 1-3-1 田染地域の地質 

（松本ほか，1984；松本・成重，1985を加筆修正） 
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田染盆地内には

新第三紀鮮新世

から第四紀更新

世にかけての湖

沼性堆積物であ

る俣水層が分布

し，東方ではそ

の上位に第四紀

更新世の両子火

山凝灰角礫岩が

分布する。すな

わち，この地域

では新第三紀末

から第四紀にか

けての時期に現

在よりも広い地

域が盆地になり，

そこが湖水化し，

その中に湖成堆

積物が堆積した

ことがわかる

（写真 1-3-1）。

その後，両子火

山の活動による

凝灰角礫岩の堆

積があったが，

基本的には侵食

域に置かれ，桂

川水系の諸河川

が少しずつ開析

し，盆地を広げ

てきた。およそ

9 万年前に阿蘇カルデラ最後の活動があり，その時の火砕流である阿蘇４火砕流が田染

盆地にも流入し，おそらく盆地全域を埋積し，海抜高度 100m付近に平坦な火砕流台地が

形成された（写真 1-3-2）。その台地はその後の河川による侵食で開析されるが，なお田

染横嶺，間戸，田染上野などに平坦な台地として残されている。その後の侵食の過程で，

古い河道が河岸段丘として形成されるが，そのほとんどが側方侵食で消失し，沖積面と

しての平野面が広くみられる。 

写真 1-3-2 間戸における阿蘇４火砕流堆積物 

写真 1-3-1 小崎における俣水層 
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 田染盆地とその周辺の地形を図 1-3-2に示した。山地は主に宇佐層の凝灰角礫岩が分

布する地域で，そこでは特に耶馬の地形がみられる。奥愛宕社背後の崖地形や朝日岩屋，

夕日岩屋などはこの耶馬の地形からなる景観である。これらは田染荘小崎地区の景観に

おいて，背後の地形として重要な要素をなしている。阿蘇４火砕流からなる台地は北部

の田染横嶺，中部の間戸，田染上野に分布し，平坦な火砕流台地を展開する。これは海

図
1
-
3
-
2
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抜 100m 程度の高度に広がることから，阿蘇４火砕流の流入により盆地全体がほぼ海抜

100mの高度まで埋積されたこと，それを桂川水系の諸河川が侵食して現在の盆地が形成

されたことを示している。 

 田染盆地の沖積面に特徴的な地形は，桂川とその支流にみられる旧流路の河道跡であ

図
1
-
3
-
3
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る。桂川右岸は割合直線的な河道跡が一般的であるが，左岸地域は複雑な河川の曲流の

跡がよく残っている。これは桂川本流の攻撃斜面にあたることから，側方侵食により平

野を拡大している様子を示している。しかしながら，それらの大部分は水田の整備事業

により消滅した。小崎川流域はとくに河道の変遷が著しく，曲流の跡が多い。小崎川が

桂川に合流するため複雑に流路を変更したことを示している。 

 

（３） 田染荘小崎地区低地の地形と水田 

田染盆地の沖積面は地形的には 100分の 0.7という緩やかな勾配の平野をなすが，そ

の上流域を構成する支流の１つである田染荘小崎地区の小崎川は 100分の 2.7の勾配で

傾く，全体として緩やかな小崎川扇状地を形成している（図 1-3-3）。この扇状地の地形

が棚田をなす小崎地区の地形的な特徴である。小崎川扇状地を形成する堆積物は，階段

状の水田を保護するための畦の擁壁に使われている最大径 30～50cm程度の亜円礫～亜

角礫である（写真 1-3-3）。この扇状地礫層としての礫を取り除き水田化する作業が，荘

園としての最初の仕事であったと思われる。小崎川扇状地は傾斜が緩やかで，扇状地面

にみられる河道跡は直線的な河道ではなく，かなり曲流を示す河道として残されている。

図３には旧河道により形成された比較的比高の大きな崖を示している。比高が最も大き

い崖は小崎地区北東部の 2.4mであるが，それ以外は数 10cm～1m程度の崖で，小崎川が

頻繁に流路を変えながら扇状地を形成したことを示している（写真 1-3-4）。旧河道の跡

は水田の平面形態に影響し，まさに扇状地面上の河道変遷が水田の微妙な高低差や分布 

写真 1-3-3 扇状地礫による畦の擁壁 
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形態をつくり，その結果として地形を利用し，

地形に逆らわない棚田が作られたといえる。ま

た，それは水田の用水の流れに影響し，高い水

田から低い水田に順に送られる形態，すなわち

田越し・田通しの灌漑システムをなしている（写

真 1-3-5）。大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資

料館（1987）の調査による田染荘の水系と用水

ネットワークの研究では，水田１枚毎の標高が

記されており，水田への用水の動きが示されて

いる。田染荘小崎地区の水田にはこのような水

田形成時からの地形利用と水田の関係が残され

ている。荘園時代の人々が自然に逆らわず，自

然を利用して稲作を行っていたこと，そして自

然を無理なく，無駄なく利用し，生活を営んで

きたことが理解される。このような微地形利用

の形は，圃場整備が行われると全くなくなって

しまう。田染荘小崎地区の景観は，かつては日

本のいたるところで見られたものである。それ

が現在も受け継がれていることが，私たちの心

の安らぎの景観としての意義をもつものと考え

られる。 

 

写真 1-3-4 河道変遷による旧河道の崖 

夕日岩屋などの宇佐層凝灰角礫岩からなる耶馬の景観を背景に 

写真 1-3-5 旧河道の崖と用水の流れ 
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２ 小崎川の水系と水質  
（１）小崎川水系の概要と調査方針  

 小崎川は大分県の二級河川・桂川の支流で、豊後高田市華岳（ 502m）に源を

発し、「田染荘」そのもの荘園景観を残す田染小崎、田染横嶺を流下し、岩脇

で桂川に合流する。流域面積は約 8．5 平方キロメートル ,流路延長は約 2， 6

キロメートルで、主な支流は図１に示しているように上流から大山川、小藤川、

原川がある。  

 景観保存の観点からいえば、この小崎川そのものが田染荘の重要な景観要素

であるが、報告者は次の二つの観点から調査結果を報告する。  

①  田染荘の水田水涵養源としての小崎川の流況を明らかにして景観保存のた
めの基礎資料を提供する。流況とは年間を通しての河川流量の状況をいう。 

②  田染荘の景観は田園景観、植生景観が直接的な景観要素であるが、それら

の景観を構成するバックグラウンドとしての小崎川水系の河川水、湧水の

化学成分組成を明らかにして、景観保存のための基礎資料とする。  

調査は図 1-3-4

に示した調査地点

で 2008 年 10 月 21

日～ 2009年 7月 13

日の間、合計 9 回

実施した。調査項

目は電気伝導度、

気温、水温、流量

を必須項目として

毎回実施した。ま

た水質の化学成分

測 定 の 試 料 は

2008 年 12 月 25 日

と 2009 年７月 13

日に採取（採水）

した。  

 

 

図 1-3-4 小崎川調査地点  

 

図中は①大山川、②小崎川源流、③小崎川合流前、④小藤川、⑤小藤川合流後、

⑥山ノ口橋、⑦原川合流前、⑧原川、⑨二宮橋で合流する川、⑩二宮橋、⑪新

泉橋である。   
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（２）流況からみた小崎川の特徴  
 河川水の流量変化を流況と呼ぶ。河川流況は横軸に日、縦軸に流量（ m3/秒）

を与え、年間 365 日の日平均流量を棒グラフ状に表した年間流況図をもとにし

て、上位 95 番目の流量を豊水流量、それぞれ 185 番目を平水流量、275 番目を

低水流量、そして 355 番目を渇水流量と呼ぶ。従って流況を把握するためには

年間を通した流量データが必要となる。基本的に河川流況を知ることが出来る

河川は一級河川に限られる。そこで今回、小崎川に最も近接している一級河川

である山国川の流況図を参照して小崎川の流況を推定した。その根拠としたの

は図 1-3-5 に示した小崎川新泉橋と山国川下唐原の水位の関係である。この図

は、概ね同一観測日の小崎川と山国川の水位変化に正の相関関係をうかがわせ

ている。そこで、小崎川と山国川において、同一日の流況は同様として、小崎

川の流況を推定し、推定値を表２に示した。小崎川の観測は、山国川の低水流

量から渇水流量の流況時に多く行われ、平水流量、豊水流量時の観測値は尐な

かった。従って、小崎川の平水流量、渇水流量の推定値は妥当であると思われ

るが、平水、豊水流量は過大見積りの可能性がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-5 小崎川新泉橋と山国川下唐原の水位  

 

表 1-3-1 小崎川新泉橋の流況推定値（ℓ/sec）  

 

 

 

 

表 1-3-1 は小崎川新泉橋と山国川下唐原の流況別比流量である。比流量とは単位流

域面積当りの流量のことで、ここでは流域面積１平方キロメートル当りの流量である。

また、表 3-1-2 は降水量を加味した比流量で、比流量を年平均降水量（小崎川流域１

４８０ mm、山国川流域２１００ mm）でわり、１０４を乗じて示した。     豊水流量  平水流量  低水流量  渇水流量  

620 250 50 11 
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表 1-3-2 小崎川、山国川の流況別比流量 (ℓ/sec・ km2)        
表 1-3-3 小崎川、山国川の（比流量 /年平均降水量）×104  (ℓ/sec・ km2・ mm) 

        
 流況が低水流量と渇水流量の場合の小崎川と山国川の比流量を比較すれ

ば、低水、渇水共に小崎川の流量が山国川より尐し小さい。これは先に述べた

ように小崎川流域の降水量が小さいことによるものである。そこで降水量を加

味した表 1-3-3 の値を見ると低水流量では小崎川が山国川を上回り、渇水流量

では両者がほぼ等しくなっている。これらの事象は小崎川流域の保水能力が高

く、降水量に比して河川流量が大きいことを示している。  

 

（３）主要成分の水質からみた小崎川の特徴  

天然水の主要化学成分は、陽イオン成分としてナトリウム（ Na）、カリウム

(K)、カルシウム」(Ca)、マグネシウム (Mg)、陰イオンとして塩化物イオン (Cl
－ )、硫酸イオン (SO4

2－ )、炭酸水素イオン (HCO3
－ )があり、さらに電気的にはほ

ぼ中立のケイ酸（ SiO2）がある。  

図 1-3-6 は調査地点別に主要成分濃度を棒グラフで示したものである。この図

には日本河川平均値を参考のために記している。この日本平均と各調査地点の

化学成分量を比較すると、上流域の大山川の成分合計量は日本平均を下回って

いるが、流下に伴って上昇し、小藤川合流前ではほぼ日本平均と並んでいる。

さらに成分濃度が高い小藤川を合流し小崎川の主要化学成分量は 100(mg/l)と、

日本平均を上回り、流下とともに化学成分濃度が高くなる傾向を示している。 

また、それぞれの地点で化学成分組成比を見ると、日本平均に比べて HCO3
－  

と SiO2の比率が高いことが分かる。この 2 成分は岩石の化学的風化に起因する

成分で、この流域は地下水が発達していることを示唆する。  

 豊水  平水  低水  渇水  

小崎川新泉

橋 
88.5 35.7 7.1 1.6 

山国川下唐

原 
19.9 11.6 8.1 2.5 

 豊水  平水  低水  渇水  

小崎川新泉

橋 
597 241 48 11 

山国川下唐

原 
95 55 39 12 
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図 1-3-6 小崎川の各調査地点と日本河川平均の主要化学成分  

 

（４）まとめ  
以下に調査結果を列記する。  

・小崎川の比流量は降水量のわりに高い値を示し、流域の保水能力が高い

ことが明らかになった。  

・化学成分量は、約 70～140(mg/ℓ)の範囲にあり、下流域ほど成分濃度が

高くなる傾向を示した。その中で、小藤川と原川のいずれも右岸に流入

する河川の化学成分量が高い値を示した。   

・ 化学成分組成比は、HCO3,SiO2などの岩石起源の成分の比率が高いことが

わかった。このことは、流水中に地下水が相当量含まれることを示して

おり、流域の保水能力の高さを証明するものである。   

（５）結論  
田染荘の景観は降水量が比較的尐ないにも関わらず、保水力に優れた地質・

植生環境によって維持されていることが、水系と水質の調査で判明した。      
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３．植生と植物   
（１）はじめに  
田染荘の文化的景観の基盤となる植生について調査し、代表的な植物群落を

選び、植生図を作成した。また、植生の構成要素である植物相も調査し、鎮守

の森などに見られる巨樹・巨木も調査対象とした。植生の解説にあたっては、

本調査の目的の主体とされる文化的景観の基盤となる植生としての関連性も

考慮した。  
なお、地元の河野繁利氏と平野正喜氏には、現地案内の際神域や観音堂、石

祠の由来などで植生と関連する多くの教示をいただき謝意を表する。   
（２）  植生の概要  
 田染荘は、宇佐層の凝灰角礫岩が侵食を免れて立つ岩柱の連なる岩峰群に囲

まれた盆地状の里山地域である。植生は、国東半島一帯の岩角地風衝地に特有

の植生とされるイブキシモツケ－イワヒバ群落の低木林をはじめ、丘陵地には

潜在植生の常緑広葉樹林のコジイ群落、スダジイ群落の原植生を残しながら、

かつての燃料文明を支えてきた足跡を残して生き続けているアラカシやタブ

ノキ群落をはじめとする広葉樹林が広がり、山麓部は生業の支えに供してきた

スギ・ヒノキ植林やクヌギ植栽地などで維持されている里山景観の地域である。

また、低地に広がる田園は、由緒ある荘園が維持された文化的な景観を代表す

る一帯であり、農耕作物の栽培はもちろん水田・畑地雑草群落の一面ものぞか

れる地域である。  
なお、植生の構成要素である植物相については、現地調査で 102 科 367 種の

維管束植物を記録したが、本報告書では文化的景観の基盤となる植生を主眼と

しているため、確認種一覧の掲載は割愛した。   
（３）  田染荘地域の代表的な植物群落  
 地域内の植生調査によって明らかになった代表的な植物群落について解説

を加える。  
Ⅰ  自然林  
（岩上植生）  
①山岳信仰を育んできた岩角地風衝地植生のイブキシモツケ－イワヒバ群落  

田染荘の周辺の山地のうち、岩柱の連なる岩峰群には、イブキシモツケ－

イワヒバ群落で代表される特徴的な岩角地風衝地低木林の植生が点在して

いる。宇佐層の凝灰角礫岩の乾燥した岩壁や露出した不規則な面の岩上に、

低木状で根を張るイブキシモツケや湿潤時は葉を広げ、乾燥時は葉を巻いて

岩肌に着生状態で生育しているイワヒバがその代表である。その他代表的な

岩角地は、朝日・夕日岩屋をはじめ菊山岩峰群、烏帽子岳の貝吹岩と稚児落

し岩や嶺崎岩峰群一帯に主に分布し、華岳や真木の岩角地にも点在した分布
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が見られる。これらの岩角地で、凝灰角礫岩の部分的に浸食されて生じた岩

洞には、観音堂がまつられ石祠が置かれ、信仰の対象とされている。その周

りに生育するこの植生も山岳信仰の背景の一役を担っている景観とみなす

ことができる。   
（落葉広葉樹林）  
②山腹の斜面一帯に秋の季節感をもたらすコナラ群落  

田染荘周辺の山腹斜面にコナラを優占種とするコナラ群落が分布を広げ

ている。林内には、ネムノキ、イヌシデ、ネジキ、コバノガマズミなどの生

育が見られる。山腹斜面に広く分布するコナラ群落の中には、亜高木層以下

にアラカシ、ヒサカキ、コヤブランなどを伴う常落混交林の状態のものもあ

り、下層の常緑樹とともに自然再生へ歩みだした植生と見ることができる。

秋の黄（紅）葉期に尾根沿いや山腹一面に鮮やかな黄褐色の植生景観を見せ

てくれる。   
（常緑針葉樹林）  
③尾根や岩角地にわずかに残るアカマツ群落  

山地の尾根や岩角地にはアカマツ群落が点在している。陽地で乾燥性の岩

場に立つアカマツは、亜高木以下の状態で烏帽子岳の貝吹岩や西叡山の山頂

近くで確認した。かつてはもう少し広範囲に分布していたと思われるが、昭

和 50 年代のマツクイムシ被害で分布域はせまくなっている。  

 

（常緑広葉樹林）  
④神域に残るコジイ群落やスダジイ群落  

田染荘の低地や山麓に祭られている神社の境内林には、鎮守の森で代表さ

れる常緑広葉樹林の極盛相とされるコジイ群落やスダジイ群落が大切に残

されている。  
高木層は巨樹のコジイやスダジイを優占種とし、亜高木層以下ではヤブツ

バキ、ヤブニッケイ、ヒサカキ、ヤブコウジなどの構成種がほぼまとまって

いる極盛相の森林である。田染三社と呼ばれる元宮（一宮）八幡社、二宮八

幡社、三宮八幡社のいずれもこんもりとした樹林で、愛宕社社叢や空木奥愛

宕社社叢などでも、同様に大切に残されている。また地域内の社寺にも自生

種のコジイやスダジイをはじめタブノキ、カゴノキ、サカキ、ヤブツバキな

どの巨樹が往時の面影を残して立っている。   
⑤燃料文明に貢献した経過をたどるアラカシ群落やタブノキ群落  

田染荘の山地の崖地や丘陵地の斜面には、高木・亜高木層にアラカシやタ

ブノキなどを優占種とする森林が多く見られる。いずれの林内も過去に何度

も伐採され、その都度再生している樹林である。  
かつては燃料用に伐採がくり返され、再生の歴史をたどる森林の代表的な

Ⅰ－ 70



植生である。山麓に広がるこの森林は、人里近くに多く見られ、丘陵地の上

部では林道沿いで見かけられる。岩脇寺裏山の崖地、落水林道沿い、真中中

継塔の丘陵地鞍部、奥愛宕社参道入口付近などで見かける樹林は、過去の経

緯をたどる一例でもある。  
Ⅱ  人工林  
⑥経済林を支えるスギ・ヒノキ植林地  

丘陵地上部の林道沿いや谷斜面をはじめ山麓の適地には、スギ・ヒノキの

植林地が各所に広がっている。潜在植生のシイ・カシ・タブ類の常緑広葉樹

林を伐採して植林された樹林であり、スギやヒノキが高木層の優占種となっ

ている。経済林として広範に植林された経緯の植生である。   
⑦緑地の再生をめざす伐採跡地群落  

スギ・ヒノキ植林地やクヌギ植栽地が、用材林として伐採された跡に伐採

跡地群落が現れる。アラカシやタブノキ群落などの伐採されたままの個所も

同じ植生になる。低木状態のヌルデやアカメガシワ、カラスザンショウなど

の先駆植物が優占種となるやぶ状の植生になる。緑地再生をめざすための植

栽樹種の選定が課題になる。   
⑧地域の産業を支えるクヌギ植栽地  

田染荘の民家近くの山麓一帯には、クヌギ植栽地が点々と見られる。シイ

タケ栽培用の原木として利用されるクヌギは、地域の産業を支える大切な用

材林の役目を担っている。かつての雑木林や棚田跡地に植栽され、周期的に

くり返される伐採を経て再生林として活用されており、手入れも適切に行わ

れている。人里近くの里山の景観を印象づける植生景観と言えよう。   
⑨雑木林や植林地に侵入し広がるマダケ・メダケ群落  

山麓から山腹にかけての雑木林やスギ・ヒノキ植林地に侵入したマダケ・

メダケ群落は、田染荘の地域にも広がりを見せている。スギ・ヒノキ植林地

の維持などをめぐり、話題の絶えない群落である。   
Ⅲ  人類文化植生  
⑩⑪田園景観の一役を担う水田・畑地雑草群落  

休閑期の田染荘の田園には、春先のスズメノテッポウ群落やスズメノカタ

ビラ群落などがあり、耕された土塊の隙間から草丈をのぞかせている。また、

畦畔部分にはナズナ－オランダミミナグサ群落などがあり、水田の一部には

アブラナも一面に植栽され、春の菜の花畑作りの準備も整えられている。稲

の刈取後の秋の田園にはコナギ－チョウジタデ群落やハマスゲ－スズメノ

トウガラシ群落なども見られ、切株の隙間を緑で埋めている。休閑期の水

田・畑地雑草群落も、田染荘の田園景観の一役を担う植生景観である。   
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群落番号 群落区分

岩上植生 1 イブキシモツケ－イワヒバ群落

落葉広葉樹林 2 コナラ群落

常緑針葉樹林 3 アカマツ群落

4 コジイ(またはスダジイ)群落

5 アラカシ(またはタブノキ)群落

6 スギ・ヒノキ植林

7 伐採跡地群落

8 クヌギ植林　(または広葉樹植栽)

9 竹林　(マダケ・メダケなど)

水田畑地雑草群落 10･11 水田雑草群落､畑地雑草群落・果樹園

住宅地等 12 住宅地等

13 ツルヨシ群落・他河川植生

基本分類

自然林

常緑広葉樹林

人工林等の山林植生

人類文化地

 
⑫盆地にたたずむ緑に囲まれた住宅地  

田染荘に点在する住宅地には、まわりを庭園樹で囲まれた住宅が多く、中

には神社や寺院の境内に見るように地域内に自生の樹木もそのままの状態

で取りこまれており、住宅地の多くが緑の多い住宅地と見ることができるが、

巨樹、巨木に相当するものは少ない。豊かな田園風景と木立に囲まれた住宅

地のとり合わせは、里地の景観をよりいっそうひき立てていると言える。   
Ⅳ  河川植生  

⑬水辺に映える河川の植生（ツルヨシ群落など）  

盆地内の派川を含む小崎川水系の水辺に発達する河川植生は、流水域では

ツルヨシを優占種とするツルヨシ群落が大部分を占めている。春の川面に緑

の芽立ち、夏から秋にかけて河道をおおうほどに繁茂するツルヨシの群落も

魚の餌場や憩いの場を提供し、野鳥を呼びこむ役目もあると言われる。流れ

の緩やかな水域には、マコモやヒメガマ、ミゾソバなどのまとまった水生植

物群落が点在し、静かな水面には浮葉植物のエビモが広がる水面の景観もの

ぞかれる。  
 

（４）  植生図  

植生図は、現地踏査を行い調査範囲内の植物群落について相観および優占種

によって群落の区分を行い、平面図に記入して群落の分布状況を確認する方法

によって作成した。  

作成に当たっては、予め植生調査によって植物群落を 13区分として選定し、

下記に示した凡例を用いて色分けし、植生図（ 1：25,000）を作成した。  

なお、眺望が望めない範囲では、あらかじめ航空写真などを用いて平面図に

群落の境界線を記入しておき、後日現地踏査で確認・補足を行った。  

 

表 1-3-4 植物群落の凡例            
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植生図によると、対象地域内ではスギ・ヒノキ植林が最も広い面積を占め、

広く植栽活動が行われていたことがわかる。林業推進のために広く人工植栽さ

れたものであろうが、いにしえの文化と結びつくものではない。  

次に再生林のアラカシ群落、タブノキ群落の面積が広く存在している。これ

は、田染荘が常緑広葉樹林域の里山で、里地集落の薪炭材供給林として維持さ

れてきたものであろう。群落としては、荘園景観に馴染むものであり、今後も

伐採等を行うことなく、引き続き現状維持を図り、植生遷移の進行を期待して

守り育てたい群落である。特に荘園上部にあって、水田用水の供給源となって

いるアラカシ群落、タブノキ群落は重要である。  

自然植生としては、田染荘を取り囲む岩峰群の頂上部には厳しい環境に適応

できるイブキシモツケ－イワヒバ群落がみられるが面積的には小面積に限ら

れる。  

荘園と最も深いつながりを持っていると考えられるのは極盛相林のスダジ

イ群落、コジイ群落で、小面積ではあるが荘園水系の上部に鎮守の森として残

り、荘園形態の維持に大きな役割を果たしてきたと思われる。現状は愛宕社奥

の院、愛宕社、雨引社、二宮八幡宮、元宮 (一宮 )八幡宮、朝日・夕日岩屋の山

腹など限られた部分に残存するのみであるが、荘園景観のシンボル的群落で、

荘園の自然を論ずる上で欠くことのできない貴重な群落である。  

図 1-3-7 田染荘   植生図  

Ⅰ－ 73



（５） 景観を構成する特徴的な植物と分布上貴重な植物 

 

Ⅰ 分布上貴重な植物  ［ＲＤＢ＝レッドデータブックの略］ 

① イワヒバ Selaginella tamariscina Spring   (イワヒバ科) 

 岩壁の壁面に生育する常緑のシダ植物。厳しい生育環境に耐え、乾燥すると葉をまい

て蒸散作用を抑え、イブキシモツケと結びついて岩壁特有の群落を形成する。 

② サイコクイワギボウシ Hosta longipes  Matumura var. caduca N.Fujita （ユリ科）  

岸壁の岩間に生育する多年草。葉は革質で厚く暗緑色。花期は８～９月。 

25～30 センチメートルの花茎に４センチメートルほどの淡紫色で筒状の花を多数つけ、

岩場の景観を特徴づける。 

③ ヒオウギ  Belamcanda chinennsis DC.  (アヤメ科) 

日当りの良い、乾燥した岩場に生育する多年草。葉は粉白色を帯び、２列に互生する。

花期は８～９月。花弁は朱黄色で赤紫色の斑点がある。花色が鮮やかで目立ち、観賞用

に用いることもある。種子は球形で光沢のある黒色をしている。万葉人はこれを「ぬば

玉」と称し、黒、夜、闇などの枕詞にした。 

④ ウチョウラン Ponerorchis graminifolia Reichb.fil （ラン科） 

低山地の岩場に生育する小型のランで、田染地区の背後の岩場に稀に産する。 

愛好家による乱獲の影響で個体数が減少している。[ＲＤＢ：環境省・Ⅱ,おおいた・

ⅠＡ] 

⑤ ツメレンゲ Orostachys erubescens Ohwi  var. japonicus Ohwi（ベンケイソウ科） 

乾そうした岩場に生育する多年草の多肉植物で、田染荘背後地の岩場に多くみられる。

葉は肉厚で幅４～７ミリメートル、先は針状にとがる。秋に６～15 センチメートルの茎

を伸ばし穂状の白花をつける。花をつけた株は、種子を残して枯れる。[ＲＤＢ：環境省・

準,おおいた・準] 

⑥ イブキシモツケ Spiraea nerosa Franch. et Savat.    （バラ科） 

日当たりのよい岩壁や尾根に生育する落葉小低木。初夏の頃、散房花序をつける。花

序の径は約 2.5センチメートル、花数は 20～30。花冠は白色で、イワヒバ、キハギなど

とともに岩場に特有な群落をつくる。 

⑦ ブゼンノギク Heteropappus hispidus ssp. koidzumianus Kitamura (キク科) 

主として大分県北部を中心とした耶馬渓溶岩上の乾燥地に生育し、1927 年、山崎利秋

が耶馬渓で採集したものが基準標本となっている。ここでは田染地区背後の岩場に見ら

れる。花期は 10～11月で、淡紫色の舌状花をつける。[ＲＤＢ：おおいた・準] 

 

Ⅱ 景観構成上貴重な植物（巨樹・巨木等） 

 ① カヤ Torreya nucifera Sieb.et Zucc.（イチイ科） 

常緑針葉高木で山地の谷間に自生する。田染地区では元宮社殿の周囲に 6本植えられ、

最も大きなものは胸高幹囲 235センチメートル、高さ約 15ｍで、背後のスダジイ林とと

もに境内の厳かな雰囲気を醸し出している。種子から採取される油脂は良質で燈火用、

塗料用、食用に利用され、材も美しく用途は多い。 

② アカマツ Pinus densiflora Sieb.et Zucc.（マツ科） 

田染地区背後地の岩峰上に自生している。以前は広範に分布していたと思われるが、

昭和 50年代後半の松くい虫被害にあい随分少なくなっている。 

地域の特色である岩峰景観を特徴づける植物である。 
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③ ツルヨシ Phragmitis japonica Steud.（イネ科） 

河川流路内に群生して農村の自然景観を特徴づけている。ツルヨシが繁茂することに

よって、水流辺の水生昆虫をはじめとする小動物の生態系が形づくられ、良好な自然環

境の維持が可能になっている。 
 ④ スダジイ Castanopsis sieboldii Hatusima ex Yamazaki（ブナ科）    低地、里山の自然林を代表する常緑広葉高木。神社、仏閣の境内に生育し神域をつく

り、鎮守の森の多くはスダジイの森である。太い幹から伸びた枝は大きく曲がりくねっ

て八方に延び、自然のたくましさと力強さを感じさせる。かつて、この実はコジイとと

もに村人の食用にも利用された。 
 ⑤ コジイ Castanopsis cusupidata Schottky (ブナ科)    里山の自然林を代表する常緑広葉高木。スダジイよりもやや内陸に生育している。田

園地帯に見られるコジイ林はふるさとの原風景を構成する要素となっている。 
 ⑥ コナラ Quercus serrata Thunb.（ブナ科）    日当りのよい、山の斜面に生育する落葉広葉高木。材が比較的硬く、かつては薪炭材

やなば木として活用されたが、現在、利用はなくなっている。秋に葉が褐色になり季節

感を漂わせる。 
⑦ アキニレ Ulmus parvifolia Jacq.（ニレ科）   乾燥した岩場や、渓畔の岸辺にみられる落葉広葉高木。貧栄養地でも生育可能で、小
崎川河畔に生育している。芽ぶきの新緑と秋の紅葉は季節景観を生み出している。 
⑧ ケヤキ  Zelkova serrata Makino（ニレ科）   落葉広葉高木。湿潤な谷間に自生し、樹形の良さや成長の早いことなどから街路樹や
公園緑化木として用いられ景観構成樹木となっている。 
⑨ クスノキ  Cinnamomum camphora Presl（クスノキ科）   人里近くに生育する常緑広葉高木。神社の境内や街路に植栽されていることが多い。
成長が早く巨樹として成長したものは御神木となっていることがある。 
⑩ タブノキ  Persea thunbergii  Kosterm.（クスノキ科）   里山の樹林にみられる常緑広葉高木。再生力が旺盛でシイ林やカシ林の伐採跡に萌芽
更新して樹林をつくる。自然状態で樹形が整い、里山の景観構成の一翼を担っている。 

 ⑪ ゲンゲ  Astragalus sinicus L.（マメ科）    ４～５月の休閑水田の景観を構成する。もともと根粒菌を目的に水田の緑肥植物とし
て持ち込まれたが、開花期の鮮やかな赤色も農村の風物詩として定着していた。しかし、

近年は、化成肥料の普及や機械化によって田植えの時期が早まり、ゲンゲの咲き誇る光

景が少なくなってきている。            
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（６） 景観構成要素としての植物群落と植物 
Ⅰ 鎮守の森  
[主な樹木の樹木名の後のＳ＝胸高幹囲、Ｃ＝胸高直径で単位はセンチメートル] 

( )は株立樹木 

 

① 奥愛宕社の森の景観を構成する主な植物 
      優占種     樹高        植被率 

高木層 ：カゴノキ    22～25メートル     90パーセント 

亜高木層：ヤブツバキ   ６～７メートル     40パーセント 

低木層 ：アオキ     ２～2.5メートル       70パーセント 

草本層 ：クリハラン  0.2～0.3メートル     10パーセント 

主な樹木 ケヤキＳ340、ウラジロガシＳ225、 

カゴノキＳ245,200,190,175、175,135 

タブノキＳ170,80、クスノキＳ120,123 

サカキＳ150、ヤブツバキ 90,60、モチノキＳ（90，40） 

クロキＳ60、クマノミズキＳ95 

 

② 愛宕社の森の景観を構成する主な植物 
      優占種     樹高        植被率 
高木層 ：コジイ       25メートル       90パーセント 

亜高木層：ヤブツバキ     ８メートル      40パーセント 

低木層 ：コジイ      2.5メートル          70パーセント 

草本層 ：ジャノヒゲ  0.1～0.2メートル           20パーセント 

    主な樹木：コジイＣ29,55,35,36,24,33,(24，20) 

(35,20,15) 

モチノキＣ（45,39,25,25）（40,30） 

タブノキＣ20、サカキＣ11,25、アラカシＣ30 

サカキＣ25,10 

 

③ 雨引社の森の景観を構成する主な植物 
      優占種     樹高        植被率 
高木層 ：コジイ     15メートル         70パーセント 

亜高木層：アラカシ     ８メートル         70パーセント 

低木層 ：ヒサカキ     １メートル       30パーセント 

草本層 ：コヤブラン   0.2メートル          5パーセント 

主な樹木：コジイ、アラカシ、シリブカガシ、ヤブツバキ、ナナミノキ、サカキ、

ネズミモチ、ヒサカキ、シロダモ、アオキ、タラヨウシャシャンボ 
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④ 二宮八幡宮の森の景観を構成する主な植物 

      優占種     樹高        植被率 
高木層 ：コジイ     15～17メートル      90パーセント 

亜高木層：ヤブツバキ   ７～８メートル      50パーセント 

低木層 ：アオキ     １～1.5メートル      60パーセント 

草本層 ：コヤブラン  0.2～0.3メートル        30パーセント 

    主な樹木：コジイＳ250,114,320,83、 ケヤキＳ167、 

タブノキＳ160,190,15  イヌシデＳ83、 

         イロハカエデＳ108,85,140,188,107,129,173，140，130、125，118、 

アラカシＳ150、カゴノキＳ118,155、 

ヤブツバキＳ85,98,123,72,128、 

クスノキＳ309,307、イチョウＳ200、 

イヌマキＳ158、モチノキＳ103 

 

⑤元宮(一宮)八幡宮の森の景観を構成する主な植物 

           優占種      樹高       植被率 

高木層 ：スダジイ     18～20メートル       90パーセント 

亜高木層：ヤブツバキ    ６～８メートル      70パーセント 

低木層 ：ヒサカキ    1.0～1.5メートル      60パーセント 

草本層 ：ナガバジャノヒゲ  0.2～0.3メートル  20パーセント 

 主な樹木：スダジイＣ70，45，55，50，40シラカシ、 

タブノキ、ヤブツバキＣ23，25、モチノキ、クロキ、ヤブニッケイ、 

モッコク、イヌマキ、カゴノキ、サカキ、ネズミモチ、アオキ 

Ⅱ 群落 

① イブキシモツケ＝イワヒバ群落 

 イブキシモツケ、マルバアオダモ、イワヒバ、キハギ、カワラヨモギ、イタチガヤ

などが優占種となる岩峰、岸壁の群落 

② コナラ群落 

 コナラ、ノグルミ、カマツカ、ネジキ、ネムノキ、コバノガマズミなどの落葉広葉

樹が優占種となる山腹斜面の群落。 

③ アラカシ・タブノキ群落 

 アラカシ、クロキ、ヤブニッケイ、シロダモ、アオキ、ナガバジャノヒゲ、テイカ

カズラなどの常緑樹が優占種となる里山の再生林。 

④ コジイ群落、スダジイ群落 

 コジイまたはスダジイを林冠とし、ヤブツバキ、ヒサカキ、ヤブコウジ、ベニシダ

などが優占種となる低地の極盛相森林である。由緒ある神社仏閣の境内に神域として

古くより守られた自然度の高い群落。 

⑤ ツルヨシ群落 

 河川の渓流辺にみられ、ツルヨシが単一で群生していることが多いが、小魚をはじ

め水生動物の生息域を確保し河川域の生態系を維持している。 

⑥ 休閑水田植物群落 

 ゲンゲ、スズメノテッポウ、カズノコグサ、セドガヤ、ノミノフスマ、コオニタビ

ラコなどが生育し、水田の季節景観を呈示する群落。 
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Ⅲ 木立ち等 
⑦ 歳神宮の木立ち 

 神社の境内にあるタブノキ、ムクノキ、カゴノキ、モッコク、イヌマキの木立であ

る。それぞれの胸高幹囲（センチメートル）はムクノキ 290、タブノキ 270、240、210、

カゴノキ 160，130、モッコク 140、イヌマキ 190で緑陰をつくっている。 

⑧ 川岸のアキニレ 
 小崎川の河岸に生育して川岸の景観をつくる。落葉樹で芽ぶきと紅葉の時期は季節

景観をみせる。 

⑨ 延寿寺のタブノキ 
 本堂南側に生育し、胸高幹囲 100センチメートルほどのタブノキが５本株立ちして

いて、全体の幹回りは 460センチメートルに達する。小崎集落の中では目立つ。 
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写真 1-3-6 田染荘の岩峰群と田園風景       写真 1-3-7 西叡山から見た田染荘の里山景観              

写真Ⅰ－3－8  嶺崎岩峰群のイブキシモツケ           写真 1-3-9 元宮(一宮)の社叢のスダジイ群落 

－イワヒバ群落                  
写真 1-3-10 真中地区のコジイ群落           写真 1-3-11  二宮の社叢のコジイ群落   
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写真 1-3-12 烏帽子岳山麓のアラカシ群落             写真 1-3-13 植栽されたクヌギ林                                                                  
写真 1-3-14 水田・畑地雑草群落             写真 1-3-15 桂川のツルヨシ群落               

  写真 1-3-16 岩峰に生育するイブキシモツケ           写真 1-3-17 風衝地の岩上に生育するブゼンノギク 
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図 1-3-8　景観構成植生要素位置図
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４．動物 

 

（１）はじめに 
Ⅰ 目的 
 田染荘は小規模な盆地の中の農村集落である。冬季の早朝は小崎川から薄もやが立ち

上り，盆地全体が霧に包まれる日が多い。まだ，鳥たちも眠りの中にある頃、薄暗い静

寂にコジュケイの鳴き声がこだまする。聞き慣れた鳴き声なのだけれども、もうすぐ霧

が晴れることを告げる神々しい声に聞こえる。そして、霧が晴れてくるととたんに小鳥

たちのざわめきがはじまる。レイチェル・カーソンの「SILENT SPRING」がフッと脳裏を

よぎる。聞き慣れた鳥たちの声ではあるが、田染荘の人々は、このさえずりをたぶん気

にとめることはないだろう。はるか昔からあたりまえの音として聴きながら、農作業に

励んできたのである。 

 田染荘には小規模な河川、湧水、農業用水路、水田、溜め池などの水環境。クヌギ植

林、スギ植林、竹林、神社と小規模なアラカシ林やシイ林などの植生環境。そして、岩

窟のある岩峰や人家域である集落など、まさに多種多様な環境要素がコンパクトに、そ

してモザイク状に存在している。動物たちはこうした自然環境をバックグランドに営々

として命を伝えて来たのである。暴風雤の日もあっただろうし、人々の活動との間に軋

轢が生じた日もあっただろう。そして、おそらく動物たちは、種間または種内で日々繰

り広げられてきた喰う喰われるという摂理の中で生きてきたのである。 

 この章では、田染荘の文化的景観を形成し、また、支えてきた動物たちと人々の生活

（暮らし）に焦点を当て書き進めたいと思う。 

 

Ⅱ 調査手法 
 動物類は各種群の生息特性に応じて現地調査を主体としたが、項目が多岐にわたるた

めそれぞれ以下の方々の協力や情報提供を得た。 

 森田祐介（哺乳・両・爬虫類）／堀田 実(トンボ類) ／中村 茂（鳥類）／桑原佳子

（植物）以上 NPO法人おおいた生物多様性保全センター。堀 英樹（底生生物・両生類）

自然公園指導員。佐藤さくら（トンボ類）／飯沼賢治（ホウネンエビ）以上別府大学歴

史文化総合研究センター。豊後高田市教育委員会の方々。そして、急な聞き取りに快く

応じて下さった地元田染荘の方々にこの場を借りて深く感謝いたします。 

 

Ⅲ 調査期日 
 平成 19年９月から平成 20年８月までの間は国東半島自然公園の自然環境学術調査が

行われていたため、田染荘を含むほぼ国東半島全域の自然環境の把握に努め、平成 20

年９月から平成 21年 7月の間はほぼ毎月１回の頻度で田染荘地域を中心に現地調査を実

施した。 
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（２）田染荘の動物景観を形成する動物たち 
Ⅰ 歴史的背景とその構造 
 田染荘に稲作農業が導入されたころ周辺の自然環境に何が起こったのだろうか。想像

の域を出ないが、水田をつくるために平地部分にもし森林があったとしたら、おそらく

水田造成のため森林は消失したであろう。また、集落の形成は建材や燃料としての木材

を必要としたため周辺の丘陵部の森林も伐採されたのではないだろうか。しかし、国東

地域には中国やヨーロッパのように森林の再生を脅かす家畜は存在せず、現在、森林植

生の脅威になりつつあるシカも、当時は重要な動物性タンパク源であり、人家域にはそ

れほど出てきていなかったのではないかと考えられる。森林の利用と気温、雤量などが

関係して森は徐々に以前の森林とは異なったアカマツや、コナラ、クリなどの落葉広葉

樹が混入したいわゆる雑木林へと変化し、スギ植林以前の森が成立したのではないかと

思われる。森は、水田の重要な肥料として落葉が、燃料として落枝や炭焼き用に灌木が、

時には住居のために森林が利用されてきた。しかしこれらは急激な改変を伴うことなく

自然環境の変動は尐なかったのではないかと考えられる。こうした状況は、化学肥料が

普及する 1950～1960年代まで営々とその自然が継続されるのである。 

 化学肥料、拡大造林、燃料革命、農薬、減反政策など、戦後水田をめぐるこれらの問

題は、日本中の水田を含む農村環境を激変させることになる。田染荘も例外ではなかっ

たことは想像に難くない。 

 どのような問題が起こったのだろうか。尐し整理しておきたいと思う。 

①農薬 
 水田はもちろん河川域の生物たちは決定的なダメージを受けた。特に、使用された農  

薬は魚毒性が強く、魚類は決定的な影響を受けた。その他、水田や河川の魚や底生動物

類を餌としていたであろうカワセミやセキレイ類、カエル類そして、このカエルを餌と

するヘビ類へと連鎖した。 

②減反 
 関係なさそうだが、減反政策による廃田は山の奥、水源に近い方から実施されてきた。  

これまで一時的ではあるが開放水面が確保されていた谷部から水面が消えることで多  

くの水生動物たちの生息の場が減尐。そして、実は水温の低下が起こったのである。山

の奥の方から順に水田を巡ることにより水温は上昇していた。推測の域を出ないが、水

系の生き物たちはこうした環境に適応していたのであり、この水温の変動が藻類、プラ

ンクトンから水生昆虫へ、そして魚類や両生類などへと影響を及ぼしたのではなかろう

かと推察される。聞き取りによると、「昔と比べると魚が小さくなった」という声が聞

かれた。 

③燃料革命・肥料 
落ち葉も樹もいらない。つまり、森に人が入らなくなった。自然のままにしておくこ

とは良いのではないか。と思われるかも知れない。が、この影響は多大である。なぜか？

自然と人々の付き合い方が変わるということは、それ自体が環境変化を引き起こしてし

まう結果となった。つまり、自然界の生き物たちは人々が森が落ち葉を利用して堆肥を

つくることや焚き付け用の木の枝切りや薪炭利用としての樹木の伐採などを当然のこと

として受け止めながら生きてきたのである。こうした農業と共に生存してきた森を「里
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山」と呼ばれる。現在ＲＤＢ（絶滅危惧種）に記載されている動植物種の 1/3がこの「里

山」の生き物たちなのである。 

生物多様性を脅かす危機の代表的な要因に挙げられ、開発や森林伐採などと肩を並べ

る事項となっている。 

 身近な生き物たちは、田染荘の人々の日常的な生活に寄り添って命をつないできたの

である。それが、ここ 40～50年の間に、上記に挙げたような要因で、自然環境は激変し

たのである。ホタルが消え、メダカの姿が見えなくなったのである。 

 しかし、今私たちは田染荘で群舞するゲンジボタルを鑑賞することができる。農薬の

使用は働く農家の方々自身の身を蝕むことに気づいた人々は、水田や河川のいきものに

多大な影響を与える農薬の使用を止めた。水源に近いと言うこともあって、田染荘にホ

タルが帰ってくるのは早かった。2009.6.12 の大分合同新聞夕刊の「ホタルうおっちん

ぐ」のコーナーには「豊後高田市小崎の田染荘一帯 無数 8 日乱舞中」と紹介されて

いる。 

 

Ⅱ 普通種群の重要性 
 田染荘には４月上旬に南からツバメが渡ってくる。ツバメは水田稲作農業の導入と同

時に日本へ飛来した鳥だと言われている。人が住んでいる家の軒先や牛小屋などの人工

構造物に巣をつくる。もともとは自然の岩壁や洞窟に巣を作っていたと思われるが、そ

うした場所で巣が確認された例は日本にはない。つまり、人々が住居に住み、水田耕作

をしているというのが条件なのである。水田は巣材である泥と枯れ草、餌である昆虫類

を提供してくれる。もう一種類水田景観にぴったりした鳥がいる。スズメである。ツバ

メが虫を食べる益鳥なのに対して、スズメは稲穂を食べる害鳥として認識されている。

このスズメ、人が暮らしていない山奥には生息しないという特徴を持っている。いずれ

も私たちの暮らしと永い付き合いをしてきた生き物たちである。前項で尐しふれたＲＤ

Ｂ種の多くが里山に生育・生息しているという事実は、生物多様性という観点からみて

も重要なことである。 

 田染荘のような農耕地や周辺の里山は、人々の生活の影響を受けながら自然環境が成

立している。したがって、天然記念物や貴重種といった特別な動植物は生育・生息して

いないのは当然と言えば当然のことである。しかしながら、人々の生活の影響が安定し

ているか、変化しても緩やかな場合は、動植物に対しては安定した生存の場として機能

することになる。 

 事実、田染荘でも一時期農薬などが使われていたが、その影響を農家の方自身が感じ、

使用を辞めたらしい。先にも述べたとおり、いわゆる拡大造林や減反などの影響はある

ものの、大分県内の同様の農耕地帯と比較しても影響はほぼ平均的と考えて良いのでは

ないだろうか。 

 一方、田染荘の地理的特徴として盆地の低地部に水田が開かれているため、周辺の樹

林部に極端な変動がない限り、水環境も含めて安定しやすいのではないかと思われる。

そのためか、田染荘の水田域には、ホウネンエビやゲンジホタル、カエル類やオオイタ

サンショウウオなど多くのアンブレラースペーシス（優れた水田を示す環境指標種）が

生息している。オオイタサンショウウオ（大分県ＲＤＢで希尐種）を除き大分県内では
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普通種レベルの生物種である。 

 普通種は、私たちが日常的に生活する環境に生育・生息している生物である。これら

の生物が多様であることは、我々の生活環境そのものが生物多様性を内包していること

を意味し、今後ともこうした視点で環境を捉えることが重要になると考えられる。 

 田染荘を一つの農村生態系として概観すると、水田耕作という自然への人為的作用は

一種の攪乱と見なすことができる。ここで、問題になってくるのは攪乱の程度と攪乱に

よる影響の回復である。 

 攪乱の程度は、攪乱の周期や強度が一定のレベル内にとどまっていることが重要とな

ってくるが、現在、多くの生物たちが保全されている現状から見て、自然の再生力が損

なわれない限界が保持されてきた結果だといえよう。永い水田耕作という歴史の中で、

土地の持つ多様さやポテンシャルを保持しながら利用してきた結果である。 

 影響の回復は、周囲に種を供給できる場があれば回復する。田染荘の農村生態系の特

徴は構成要素である各種の環境ユニットが多様で、しかもパッチ状に複雑に混在してい

るという点である。したがって、生物たちには常にどこかに生存可能な環境が用意され

ているということになる。また、移動能力に乏しい生物たちは、攪乱の周期や強度に合

わせた生態を身につけており、ある種のものは乾燥に耐性を持ち、あるものは流下移動

で対応してきたのである。 

 以上のことから田染荘の農村生態系の成立には、数世紀にわたる水田耕作という攪乱

と多様な環境ユニット（特に水系）の存在が重要なインパクトとして影響していたとい

うことに他ならない。 

 

Ⅲ 農耕文化と生物の多様性  
 水田環境は一年をとおしてめまぐるしく変化する。田染荘の水田の水環境に注目する

と、 

 ・冬季：乾燥した田圃、じくじくした田圃、その中間の田圃がモザイク状に存在。 

 ・初夏：水が張られ過湿状態の田圃。 

 ・秋季：水が無くなりしめった状態の田圃。この後冬季の田圃になる。 

 このほか放棄水田は、年中乾いたところや逆に湿った状態が継続する場所もある。こ

れに小河川（流水と堰の溜まり）、水路、溜池などが加わり、とにかく田染荘にはあら

ゆる水環境が存在することになる。これが時間的、空間的にしかも動的に存在する。こ

れだけ複雑で多種多様な水環境が提供されると、多くの水生生物が生息できる可能性と

いうポテンシャルが準備されることになる。 

 最近の研究では、溜池に生息するゲンゴロウやミズカマキリ、タイコウチなどの水生

昆虫は、初夏の頃に溜池からいなくなり、遠い場合は 1～1．5km 離れた水田に移動し、

そこで繁殖活動をしていることがわかった（日比・山本 1997）。つまり、各水環境要

素は有機的に関連し合っているのであって、その複雑さこそが生物の多様性を担保して

いるのではないかと考えられる。 

 周辺の里山に注目すると、マツ林、クヌギ林、シイ・カシ林などの他スギ・ヒノキ･

植林など大分県内では普通の植生が広がっている。これらの樹林の木々は、これまで、

落葉は堆肥の材料として、また立木は薪炭などに利用されてきた。現在はクヌギなどは
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シイタケの原木に利用されていたりしている。いずれにしろ、農耕文化を支えてきた木々

である。 そして、ノウサギなどでは確かに里山林に生息しているが、夜間から早朝に

掛けては水田の畦や溜池の土手で採餌行動を行っているである。 

 こうした農耕活動に即した環境下には農耕文化が支えてきた多様性のある動植物が生

育・生息しているのである。 

 この他、田染荘で注目すべきは小規模ではあるが谷部にムクノキ・エノキ林が存在す

ることである。このムクノキ・エノキ林はスギ・ヒノキの植林が進んだ国東地域にあっ

ては動物類にとっては重要で、鳥類と中型哺乳類に秋季豊かな餌を与えている。特に、

田染荘の北西部にある西叡山（571m）の山頂付近の冬季の中型哺乳動物の糞分析結果

（n=543：足立ら 2008未発表）では、植物類は 21種類が確認されている。 

【餌／動・植物比率】植物食：動物食＝65%：29%（その他 6%） 

  【ベスト 4】エノキ、ムクノキ、ムベ、カキノキ。 

 この 4種類で全体の約 76%を占めている。 

 栽培種のカキノキと林縁種のムベを除くと、ムクノキ、エノキの 2 種がクローズアッ

プしてくる。つまり、田染荘では小規模な谷部を自然のまま保全してきた結果ではない

だろうか。谷部は大切な水を守る部分である。谷部を守った農耕文化が、結果として動

物類を保全してきたのである。中型哺乳類のうち食肉目の動物はイタチ、チョウセンイ

タチ、テン、アナグマなどが確認されている。 

 農耕活動それ自体やそれと共に存立した農耕文化は、生物を保全することを目的にし

ていたわけではないが、結果として生物の多様性を保全してきたのである。この観点は

農耕文化の今日的評価として注目されるべきだと考える。 

 

（３）田染荘の動物たち 
Ⅰ 農耕文化に寄り添ってきた動物たち 
①ゲンジボタル 
 田染荘では、何と言ってもゲンジボタルを挙げないわけにはいかないだろう。 

2009.6.8 18:00 田染荘の小崎集落が見える道路脇に車を置き、桝渕集落の方へ川沿い

を歩く。まだ、ホタルが飛び交うまでには時間がある。どのあたりに多いか予想しなが

ら歩くが、堰の上には先客が早くもビデオカメラをスタンバイさせている。ヤブカと戦

いながら暗くなるのを待つ。19:30を過ぎた頃から 1匹、2匹とゲンジボタル飛び始めた。

20:00 いよいよ群舞がはじまる。周辺のホタルが集まってきている。点滅する数が増え

たようだ。21:00 次第に呼吸をするように点滅がシンクロしはじめた。まさに幻想的な

眺めである。 
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 写真 1-3-18 【ゲンジボタル】 

 

 田染荘のホタルに関しては、先に新聞記事を紹介したが、無数というのは行き過ぎだ

が、目視できる個体数だけでも数千個体。点滅しない個体を試算するとそれでも一万個

体を越えそうな勢いであることは確かである。交尾を終えたゲンジボタルのメスは川岸

のコケなどにまとめて産卵卵する。幼虫は川でカワニナを補食するがかなりの大食漢で

ある。ここで、カワニナに触れておくと、カワニナは流れのある河川に生息し、低質は

泥ではなく岩石を好み、その表面にへばりつく藻類（ミズゴケ）を餌としている。田染

荘の桝渕の河川にはカワニナがたくさん生息している。産卵場所である水際のコケ。餌

であるカワニナ。サナギになるための土手の砂などが揃っていることがゲンジボタルの

生息を安定させている。 

 昭和 30～40年代のホタル激減原因は、ホタルの餌となるカワニナが農薬のために減っ

たとされていたが、それ以上に河川の護岸工事が大きな原因になっていることがわかっ

た。桝渕の河川部は一部コンクリートで護岸されているが、部分的に止まっている。将

来にわたってゲンジボタルの里として、幻想的な姿を見せて欲しい。 

 

②カエル類 VSヘビ類 

 食物連鎖の代表的な喰う喰われる関係の両者である。この関係は、カエル類がイニシ

アティブを握っており、カエル類が減ってしまうとヘビ類は多大な影響を受け、逆にカ

エル類が安定して多いとヘビ類も多くなる。したがって、これらの関係をみるとおおよ

その水田環境の安定度も推測できることになる。 

 水環境の多様性は前項で述べたが、カエル類はこの「水」がなくては生きてはいけな

い動物の一種である。田染荘で確認されているカエル類は 

 アマガエル  ヤマアカガエル  トノサマガエル  ツチガエル  

 ヌマガエル  シュレーゲルアオガエル ウシガエル（一ツ岡溜池） 

などである。大分県下の農耕地と比較するとトノサマガエル（大分県 RDB）が含まれて

いることからやや保全状況は良い状況ではないだろうか。これを裏付けるのは、ヘビ類

の安定性（個体数の多さ）である。田染荘で確認されているヘビ類は 

 アオダイショウ  シマヘビ  ジムグリ  ヤマカガシ  ニホンマムシ 
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などである。目撃例が多いのはアオダイショウ、シマヘビ、ヤマカガシの 3 種で、他は

尐ない。 

表 1-3-5 ヘビ類の主な食物嗜好性 

 種  名         主な食べ物 

  カエル類   ネズミ類   鳥  類   昆虫類  その他 

 ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ       ◎      ◎   

 シマヘビ      ◎        ◎  

 ジムグリ       ◎    

 ヤマカガシ      ◎      ×     魚類 

 ﾆﾎﾝﾏﾑｼ      ○      ◎    トカゲ類 

  

 表 1-3-5 から、シマヘビとヤマカガシがカエル類と関係が深いことがうかがわれる。

中でもヤマカガシは水環境を好み、池沼や水田などの水中に入りカエル類を捕食する。

しかし、一般に日光をきらい、山地の森林内に生息するとされている。つまり、水田と

周辺の森林環境の両方の環境を必要としており、田染荘の自然環境はこれを提供してい

る。 

 また、カエル類は子供たちの格好の遊び相手でもあったが、最近はあまり見かけなく

なった。しかし、カエルは卵からオタマジャクシ、そして、しっぽが消え、手足が生え

てきて親のカエルのなる。この一連の劇的変化は子供たちに自然の不思議を感じさせる

身近な生き物であることに変わりはない。 

 さらに、カエル類は水田の最も身近な生き物として、無意識のうちに農作業の指標種

となっているのではないかと考えられる。つまり、普段取り立てて意識する生き物では

ないが、自然環境の変化をいち早く表出している可能性が高いのである。カエル類の卵

は水中にむき出し状態で産卵されるので、直接自然界の様々な影響をうける状態にある。

たとえば、水質（農薬など）、日光（紫外線）などを始め、渇水、動物類からの採餌圧

など多くの影響を受ける。そしてこれらが、個体数の変動として現れることになる。普

段なにげない生き物との関係は「何となく変？！」を感じさせてくれたのではないか。

いつもの時期にオタマジャクシが顔を見せ、また、いつものように鳴き始める。こうし

た付き合いがこれまで長い時間を掛けて成立してきたのではないかと考えられる。 

 

③オオイタサンショウウオ 

 生きた化石と呼ばれるオオイタサンショウウオは、四国の一部から大分市、大野町、

竹田市久住を経て熊本県の産山村に至る中央構造線に沿った地域に生息するサンショウ

ウオの一種である。この内、国東半島は本種の生息分布域の北限域に位置し、ブチサン

ショウウオの生息域と一部重なる地域である。オオイタサンショウウオは止水性のサン

ショウウオで、普段は森林内に生息し、冬から早春にかけて水田、溜池、水路（溜マス

を含む）などに移動して産卵する。幼生（オタアマジャクシ）はそのまま産卵された場

所で成長し、手足が成長する初夏再び周辺の森林へと移動する。 

 このオオイタサンショウウオは、生息分布域が限定されていること。生息の場所が人
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間の生産活動の場に近いこともあり、開発による直接的影響で個体群の縮小や消滅が危

惧されている生物である。したがって、環境省でも大分県でもＲＤＢ種として記載され

ている。 

 田染荘周辺では、樹林内の湧水湿地、人

家近くの小規模な溜め池、水田側溝の溜マ

ス、水田水路の堰、休耕田の水溜まりなど

に産卵している。恐らくは、田染荘で水田

農耕が始まったころからの永い付き合い

だと思うが、農家の方々はさして気に留め

ている様子はない。先にも触れたが、農村

地域での生物の保全は、積極的に何かを施

すという形態ではなく、農耕活動のいわば

オマケ的な様相を構造的に内包している。 

 水利用、周辺の里山利用など日常的で経 

年的に安定した自然への作用が、オオイタ 

サンショウウオとの共存を可能にしている 

のではないかと考えられる。 

 

④クサガメ 

 同名の昆虫がいるが、こちらは亀のクサガメである。国東半島県立自然公園の自然環

境学術調査報告書（大分県 2009）（以下：国自環報告書）によると、国東地域では最

も普通に見られるカメで、溜池、河川、水路、水田などに生息しているとのことである。 

 淡水性のカメではあるが、上記の水環境の他、湿地部にも生息し、河口部の塩分濃度

がかなり高い水域にも生息している。産卵は田圃の畦道や池の堰堤などが利用される。

また、名前のとおり臭いので食用にされることはなく、共生してきたのだと思われる。 

 田染荘では、農家の方にも馴染みの生き物で、田の草取りの時などに出会うと蹴飛ば

すとのことであったが、こうした付き合い方の中に「共生」といって肩肘張るものでは

ない、日常的な付き合い方の手本があるような気がする。 

 

⑤コウモリ 

 穴井戸観音の洞窟には、キクガシラコウモ

リ・大分県：準絶滅危惧種とコキクガシラコ

ウモリ大分県・準絶滅危惧種の２種類が生息

している。コキクガシラコウモリは尐なくほ

とんどがキクガシラコウモリで、冬季約２５

０個体の越冬個体が確認された。 

 

 日が暮れると洞窟から飛び出し、ガ、ハエ、

ハチなどを採餌する。ツバメと同様農家にと

っては益獣なのである。また、その糞は肥料 

写真 1-3-19（オオイタサンショウウオ写真） 

写真 1-3-20（キクガシラコウモリ写真） 
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としての利用価値が高く、高値で売買されている地域もある。しかし、穴井戸観音近く

でクヌギの伐採をされていた地元の方は、居ることは知っていても、あまり関係ない様

子で、存在自体あまり気にしていないという状況である。しかしながら、穴井戸観音の

洞窟の中では、お参りに入るときだけ低照度の明かりが点くようになっていたり、「コ

ウモリ」の看板があり注意を喚起していたり、コウモリに対してそれなりの配慮が施さ

れており、さりげなく保全されている。 

 

⑥鳥類 

 野性の動物類の中で最も景観に影響を与えている種群は鳥類ではなかろうか。飛ぶ姿

は普段見かけるし、鳴き声やさえずりも良く聞かれている。しかし、これらはあまりに

も日常的すぎてほとんど気にされている様子はない。後出のカラスやスズメなど害を及

ぼす鳥類でさえ田染荘ではあまり気に掛けられていないのである。 

 以下、いくつかの種群にスポットを当ててみる。 

 

・田染荘の地域景観を形成している鳥類（優占する鳥たち） 

 田染荘で優占しているのは、冬季はツグミ、カワラヒワ、ホオジロが多く、春季から

はツグミがいなくなり、カワラヒワとホオジロの個体数が目立って優占する状態が継続

する。 カワラヒワは、平地から低山のいろいろな林で見られるが、スギ林やマツ林な

どやや針葉樹を好む傾向がある。餌は、川原や農耕地などの草の上や地上で草の実を食

べる。 

 一方、ホオジロは、平地から山地の明るい林のへり、ススキ草原、低木のある河原に

生息し、地表に落ちているイネ科植物などの小さな実を巧みに拾って食べる。 

 これら優占する 2 種の生息環境と採餌植物から、田染荘の自然環境を再現すると、水

田や草地の中を低木の茂る小さな川が流れ、周辺の里山にはクヌギなどの他、スギやマ

ツの植林が混在する環境を想定することができる。この景観は相観的にも田染荘の現況

の景観に合致しており、生息する動物が景観が提供するいろいろな環境の中で無理の無

い状態で生息していることを意味していると考えられる。 

 

・田染荘の地域景観を形成している鳥類（サギ類） 

 写真を掲載するので参照して欲しい。 

 

 イネの故郷である東南アジアの水田農耕風

景に似ていないだろうか。サギ類の餌は、魚

類の他、カエル、トカゲ、昆虫類などである。

河川に生息する魚はすばしっこいのでそう簡

単には採れない。しかし、水田の小動物類は

見つけて追いかければ難なく採れる。そこで、

水田が耕起され、水が入る時期になってくる

と、サギ類は頻繁に水田に姿を見せるように

なる。 
写真 1-3-21（水田のサギの写真） 
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 田染荘では、ダイサギ、アオサギ、ゴイサギなどが普通である。耕耘機の後をついて

まわる程ではないが、いつも数匹のサギが田染荘の水田域では見かけられる。 

 

・田染荘の地域景観を形成している鳥類（生態系の上位種） 
 猛禽類などがこれにあたる。確認された種と主な餌を整理すると 

 ・ミサゴ／魚類 

 ・サシバ／ヘビ、トカゲ、カエル、昆虫、ネズミ、小鳥類 

 ・チョウゲンボウ／ネズミ、昆虫、鳥類 

 ・フクロウ／ネズミ、小鳥類、昆虫 

 ・トビ／屍肉のほか。ネズミ、ヘビ、カエル、ミミズ、小鳥類 

 これらは、生態系の上位に位置し、餌類の種群に対して採餌圧をかける。この構造（機

能）が生態系を健全に保つ働きをしており、この意味から注目される種群といえる。 

 田染荘では、屍肉を主に食べるトビを除くとサシバが最も良く景観されている。サシ

バは夏鳥で、5～9月まで滞在し子育てを行う。したがって、サシバが餌とするヘビ、ト

カゲ、カエル、昆虫、ネズミ、小鳥類などがこの時期、水田域で狙われ採餌されること

になる。そして、このことが田染荘の生態系を安定に保つのに役立っているものと考え

られる。なお、地域の方への聞き取りでは、猛禽類に関してはトビ以外は、ほとんど気

にかけてはいなかった。 

 田染荘における「農耕文化に寄り添ってきた動物たち」を概観すると、希尐種や貴重

種と呼ばれるような種群も存在するが、これらを含めて多くの生き物たちは、水田農耕

という攪乱を含む一種の人為的環境に歴史的に適応してきた生き物たちである。この関

係は水田農耕が始まって以来の永い時間（歴史）に支えられている。近年、この関係は

エネルギー革命と化学効果によって激変するが、この時期、人々は身近な農耕文化に寄

り添ってきた多くの動物たちが急に姿を消すことによって、はじめて彼らを認識するこ

とになった。それ程、彼らは無意識のうちに存在していたのである。現在、その反省の

上に立って彼らへの新たな「共生」という視線が注がれるようになり、その結果として

田染荘の水田生態系が存在している。 

 

Ⅱ 親しまれてきた動物たち 
 これは主として子供たちの世界に属することであるが、田染荘では「ホタル」に関し

ては大人も含まれる。なお、ホタルに関しては、前項で取り上げているのでここでは割

愛する。 

 

①ホウネンエビ 
 豊作であった天保年間に、金魚屋が売りに来たことからこの名前があると言われてい

るが、名前からして水田農耕には縁起の良い生き物である。世界でも東アジアの温暖地

方にだけ生息し、日本では中部以西に生息する。古い稲作地帯の生き物である。生態も

水田環境に適応しており、周期的に乾燥と冠水を繰り返す池沼を好み、冬季は乾燥に強

い卵の状態で過ごし、早春または田植え後の水田に発生する。水田でいちじるしい発生

が見られた年は豊作になるという言い伝えがある。あながち迷信と否定もできず、発生
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時の水温や気温が関係している可能性もあり、気候を指標する現象なのかも知れない。

薄い緑色の身体は透明で、赤い脚を上にして泳ぐ。子供の頃、なぜ、逆に泳ぐのか不思

議でならず、座り込んでみていた。 

 このホウネンエビの不思議はもう１つあり、どこにでもいるわけではないということ

である。いる水田もあれば、いない水田もあり、同一地域の中でも分布が偏在している

のである。たぶん、我々の見た目では判断できない水環境などが関係しているのではな

いかと思われる。 

 水田農耕のメルクマールであるホウネンエビ。隣人として大切にしていきたい生き物

の１つである。 

 

②川魚 
 地域の方に聞き取りをしていると、特に男性の方は、子供のころは川に大きな魚がい

たことを昨日のことのように話してくれる。ウナギ、ドジョウ、ドンコ、アカバチ（ア

カザ）、カワムツ、ヨシノボリなど。もちろんその日の夕飯の一品になった魚たちもい

る。「近頃は小さくなったし、数も尐ない」と寂しがられる。子供のころ大きな建物だ

と思っていた小学校が、大人になってみると小さく感じる現象と似たことが起こってい

ると思うが、川魚は昭和 30年代頃から農薬による水質の悪化、減反による水温の低下、

一部の護岸による産卵の場や生息の場の消失、それらの複合的な影響などいろいろなマ

イナスの影響を受けてきた。確かに、田染荘の河川内のカワムツの魚影は大きくても

10cm程度である。このカワムツは昆虫を好んで食べることから、流下昆虫や落下昆虫が

多い、河畔林のある中・上流域を指標する魚類である。田染荘の水田域上流部はこうし

た環境が現存しており、生息環境は相観上良好だと考えられる。 

 「川の魚は変わってしまった。」と寂しがられる方々は、もしかすると最近川で遊ん

でないのではないかと思う。一時期、河川の魚たちが激減したのは事実であるが、その

後、しだいに回復しつつある過程ではないかと思う。同一の水系に生息するゲンジボタ

ルの回復がそれを物語っている。 

 

Ⅲ 憎まれたてきた動物たち 
 田染荘の農耕活動に限って考えると、憎まれる動物たちは大きく２つのグループに分

けられる。一つは、稲作を妨害する動物たちで、たとえば、水田を荒らすイノシシ、稲

穂の実を食べるスズメ、葉をたべるバッタ類やガ類の幼虫、汁液を吸うアブラムシやウ

ンカ、ヨコバイなどの仲間である。もう一つのグループは、生活上で危害を直接身体に

受ける種群で、マムシ、ハチ類、カ、ブユ、チスイビルなどである。 

 １つめのグループは害獣・害鳥・害虫などであり、米の収量に影響する大問題である。 

 ２つめのグループは痛い、かゆいといった不快さをもたらすが、マムシなどは場合に

よっては大事になる。 

 

①マムシ 
 一般に大分地方では「ひらくち」や「マヘビ」と呼ばれるヘビで、主な食べ物は表―

１のとおりである。ネズミ類を捕食することから有益動物とされているが、そうした認
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識は田染荘では確認できていない。 

 あるとき学生たちと捕まえたマムシの処分方法を話し合ったことがある。いろいろな

意見がでたが、農家出身の学生は迷わず「殺す」を選択した。実際には、その場に逃が

すが選択されたが、後日、前出の農家出身の学生から、親に話したら「マムシは殺すも

のだと言っておけ」と言われたそうである。これは、ドブネズミのときと全く同様の反

応であった。 

 強壮剤として粉末にしたり、焼酎に漬けたりと利用されるが、多くの個体は発見しだ

い殺されるのが常である。 

 それでも、マムシが全滅したと聞いたことはない。人との接触を契機に影響を受ける

程度は自然界の中では天敵に会ったようなことであり、自然減数の範囲内の影響で生態

系のバランスを壊す程度ではないと思われる。 

 

②カラス スズメ ヒヨドリなど 
 これらは作物に害を与えるため、駆除対象となる有害鳥獣である。しかし、田染荘の

水田域でおこなった複数回のルートセンサスではハシブトカラス、ハシボソガラス、ス

ズメ、ヒヨドリのいずれの種も個体数はそれ程多くはなかった。唯一、2009 年 2 月 15

日のラインセンサスで 38個体のスズメをカウントしているのみである。 カラスは雑食

性で個体数が増えると食害などで問題を起こすこともあるが、田染荘では個体数も多く

なく、1回 2時間程度のルートセンサスで、10 個体前後しか確認できていない。このカ

ラスは、生態的にも上位に位置しているが、尐数の場合にはさほどの影響を与えること

はない。しかし、例えばクスサンなどの害虫が大量発生した場合には、天敵として速や

かに機能し害虫を駆除してくれるのである。スズメも、初夏の時期には昆虫食で、田圃

の虫を食べる。ヒヨドリは、果実農家にとっては頭の痛い鳥であるが、田染荘ではそれ

もなさそうである。 

 田染荘では、これら害鳥と呼ばれるグループに関しては、さほど影響を受けている様

子はなく、景観上気になる要素とはなり得ていない。 

 

③イノシシ 
 田染荘の周辺に限らず国東地域では里山の樹林部を歩くと、随所にイノシシのあせり

跡や通過痕、糞などが散見される。しかし、この状態はごくごく最近のことであるらし

い。地域の方からの聞き取りによると、「国東半島地域にはもともとイノシシは生息し

ていなかった」ということである。それが、10年ぐらい前から話を聞いたり、姿を見か

けるようになり、ここ 5～6年位の間にいっきに増えたという話を複数聞いた。西叡山西

側の空木や小藤地区に関しては、国の減反政策の影響が出始めた昭和 40年代にイノシシ

の侵入が確認されている。尐しづつ増え、次第に加速度的に増えたのではないかと思わ

れる。 

 イノシシは廃田や休耕田が広がると、そこを生息域として分布域を次第に広げること

が知られており、国東地域でも生息適地が急激に出現したことに反応した結果ではない

かと考えられる。この状態は今後とも継続するものと考えられ、田染荘はもとより国東

地域全体の里山に普通に生息するいきものとして存在するであろう。 
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 稲作に対する具体的な被害としては、イネに対する直接的食害の他、稲穂が実った頃

に田圃に侵入しイネを倒すという被害がある。また、畑では作物が掘り起こされる被害

が発生する。 

 しかしながら、田染荘の水田域にはイノシシの侵入が顕著には見られない。ひとつに

は、田染荘の水田域が、開放環境でイノシシとしては身を隠す場所がないこと。もうひ

とつは、田圃で作業をする農家の方が存在することなどを理由に、侵入しずらい状況に

あるものと考えられる。 

 イノシシが闊歩する景観は「のどか」なものではなく、村落の「崩壊」を意味する景

観であろう。 

 

Ⅳ 食べられてきた動物たち 
 なんといっても筆頭はシカ（キュシュウジカ）である。国東地域には、聞き取りで得

られた情報から、シカは明治期以前から生息しており、千灯岳ふもとの赤根集落の阿弥

陀寺の境内には「禽獣供養塔」が、真玉川沿い黒土の椿堂には「満鹿禽獣供養之塔」が

ある。椿堂の塔は 1，000頭を超すシカを手にかけたのを期に猟師さんが建てたとのこと

であった。年間 20頭捕っても、おおよそ 50年かかる計算になる。それ程シカは高密度

で生息していたのであろう。永い期間ある種を継続的に狩猟対象にすると、資源の枯渇

が起こる。ここからは推測になるが… 

 古代の貝塚などの遺跡に見られる哺乳類の骨は、現在のシカやイノシシなどの大型獣

からタヌキやテンなどの中型獣まで幅広く見られ、たとえば、縄文遺跡として有名な福

井県の鳥浜貝塚では、シカ、カモシカ、イノシシで全体の 90%以上になると報告されて

いる。もちろん肉だけではなく、革も利用されていたようである。さて、どうすればシ

カという資源を使い続けられるか。鳥浜貝塚では、シカの幼獣の骨が見つかっていない。

つまり、親だけを捕獲し、個体群の消滅を防いでいたのである。たぶん、経験的に国東

でも永い間同様な狩猟が行われてきたのではなかろうかと推測している。 

 供養塔は有害鳥獣駆除のようなシステム下では建てられることはなく、農作物の被害

防止に加え、栄養源としての重要な意味があったからこそ。また、仏教的土壌からくる

慈しみや感謝、畏敬の念から建立されたものと考えられる。 

 動物との共存の考え方。自然保護の原点がここにあるのではないかと考えられる。 

 田染荘で野外調査をしていると、シカの鳴き声（ラッティングコール）が身近で聞け

る。前出のイノシシ同様水田域に進出してくることは希ではあるが、2009 年 2 月 19 日

小崎集落の西側でロードキル個体のシカ（♂）を確認している。 

 また、将来に渡って、過疎化、山林管理の放棄、営農形態の省力化などが進めば、そ

のうち農作物被害をもたらす害獣として認識されることになりはしないか。確かに、子

鹿は可愛いものだが、ある一定の距離を保つことがシカと人間の間に確立されていない

と、里山の景観は急変する危険性がある。イノシシと違い植物に対するインパクトは絶

大で、植生景観に変化を及ぼし兼ねないのがシカである。現在多くの自然公園などで心

配されているシカ害の危険性をはらんいるが、田染荘の水田農耕形態が将来とも保証さ

れることになれば、この問題はかなり軽減されることになる。 

 この他、ノウサギや鳥類、魚類などが対象となったようであるが、特に田染荘に限っ

Ⅰ－ 94



た事例は見つかっていない。強いて述べれば、聞き取りから、大きなウナギが小崎川の

かなり上流まで登っていたらしく、田圃の作業を止めて、ウナギ取りに夢中になったこ

となどを楽しそうに思い出していただいた。 

 

Ⅴ 身近な存在なのにあまり気づかれていない動物たち 

 この種群では、水環境の指標種であるトンボ類と、採餌情報から地域の環境状態が垣

間見られる中型哺乳類（テンやイタチ）に焦点を当てる。 

 

① 水環境の指標種…トンボ類 

田染荘で確認されているトンボ類の記録として「大分県のトンボ」(九州トンボ談話会

2007)の既存資料と佐藤さくら(別府大学歴史文化総合研究センター)氏のデータ（2009

年 5月～10月）とともに解析する。 

 生息が確認されたトンボ類は 48種類であった。トンボは 3月～11月にかけて見られ、

種類によって発生する時期が異なる。代表的なものをあげると、3～6月にかけてシオヤ

トンボ、サナエトンボが見られ、夏はシオカラトンボ、オオシオカラトンボ、ハラビロ

トンボが多く、秋は赤とんぼとして親しまれているアカネトンボがいる。またカワトン

ボ、イトトンボ、ヤンマ科のトンボ等多くの種類がいる。確認されたトンボを表にて生

息域などを含め整理した。 

確認されたトンボ類を表 1-3-6に生息環境区分などを含めて整理した。 

 

表 1-3-6 田染荘で確認された主なトンボ類  

  種 名 確認場所 
水流/ 

止水 

水田・

水路 

植物の

繁茂 
備 考 

1 ハグロトンボ 小崎川 流 ○     

2 ミヤマカワトンボ 小崎川 流   ○   

3 アサヒナカワトンボ 小崎川 流   ○   

4 モノサシトンボ 
雨引社湧水の小川、

菖蒲園 
流・止   ○   

5 オオアオイトトンボ 菖蒲園 止       

6 ホソミイトトンボ 
一ツ岡溜池、下宮溜

池 
止 ○ ○   

7 キイトトンボ 菖蒲園 止   ○   

8 ベニイトトンボ 
雨引社湧水の小川、

小崎川 
流・止   ○ 絶滅危惧種Ⅱ類 (環境省) 

9 クロイトトンボ 

雨引社湧水の小川、

小崎川、一ツ岡溜池 

下宮溜池、愛宕溜池 

流・止 ○ ○   

10 アオモンイトトンボ 
雨引社湧水の小川、

小崎川、一ツ岡溜池 
流・止 ○ ○   
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下宮溜池、愛宕溜池 

11 セスジイトトンボ 小崎川 流・止   ○ ※2009年度は確認できず 

12 ギンヤンマ 
一ツ岡溜池、下宮溜

池、小崎川 
流・止 ○ ○   

13 クロスジギンヤンマ 雨引社湧水の小川 流・止   ○   

14 カトリヤンマ 
雨引社湧水の小川、

菖蒲園、愛宕溜池 
流・止   ○   

15 コシボソヤンマ 小崎川 流   ○   

16 ミルンヤンマ 雨引社湧水の小川 流       

17 ヤブヤンマ 小崎棚田 流・止   ○   

18 ネアカヨシヤンマ 中尾溜池周辺 止   ○ 
準絶滅危惧 (環境省) 

絶滅危惧Ⅱ類 (大分県) 

19 マンタンヤンマ 小崎川 流・止   ○ ※2009年度は確認できず 

20 トラフトンボ 中尾溜池 止   ○   

21 オオヤマトンボ 
一ツ岡溜池、下宮溜

池 
止   ○   

22 コヤマトンボ 小崎川 流   ○   

23 ヤマサナエ 小崎川 流       

24 タベサナエ 
小崎棚田、一ツ岡溜

池、下宮溜池、菖蒲園 
止       

25 フタスジサナエ 
一ツ岡溜池、下宮溜

池、 
止   ○ 準絶滅危惧 (環境省) 

26 オジロサナエ 雨引社湧水の小川 流       

27 コオニヤンマ 

雨引社湧水の小川、

一ツ岡溜池、下宮溜

池 

流・止       

28 
タイワンウチワヤン

マ 

一ツ岡溜池、下宮溜

池 
止   ○   

29 オニヤマン 
菖蒲園、雨引社湧水

の小川、小崎川 
流・止 ○     

30 ハラビロトンボ 
菖蒲園、一ツ岡溜池、

雨引社湧水の小川 
流・止   ○   

31 シオヤトンボ 
一ツ岡溜池、雨引社

湧水の小川 
流・止       

32 シオカラトンボ 

雨引社湧水の小川、

小崎川、一ツ岡溜池 

下宮溜池、菖蒲園、愛

宕溜池 

流・止 ○ ○   

Ⅰ－ 96



33 オオシオカラトンボ 
菖蒲園、雨引社湧水

の小川、小崎川、 
流・止 ○ ○   

  
一ツ岡溜池、下宮溜

池、 
    

34 ショウジョウトンボ 
雨引社湧水の小川、

宮下溜池 
流・止 ○ ○   

35 コシアキトンボ 

雨引社湧水の小川、

一ッ岡溜池、宮下溜

池、 

愛宕溜池 

流・止   ○   

36 チョウトンボ 宮下溜池 止   ○   

37 ミヤマアカネ 

雨引社湧水の小川、

小崎棚田、小崎川、菖

蒲園 

流・止       

38 ナツアカネ 
菖蒲園、小崎棚田、一

ッ岡溜池 
止       

39 アキアカネ 小崎川、一ツ岡溜池 止       

40 リスアカネ 
一ツ岡溜池、菖蒲園、

愛宕溜池、小崎川 
流・止       

41 マユタテアカネ 
雨引社湧水の小川、

一ッ岡溜池、菖蒲園 
流・止       

42 ヒメアカネ 菖蒲園 止       

43 ノシメトンボ 小崎棚田 止       

44 コノシメトンボ 小崎棚田 止       

45 ネキトンボ 

小崎棚田、雨引社湧

水の小川、菖蒲園、一

ッ岡溜池 

流・止       

46 キトンボ 一ッ岡溜池 止       

47 ウスバキトンボ 
菖蒲園、小崎棚田、宮

下溜池、 
流・止 ○     

48 ハネビロトンボ 愛宕溜池 止      

 表 1-3-6 から、流水環境である河川や止水環境である池沼、水田など多くの

水環境を指標するトンボ類が確認されている。つまり、田染荘には水田を中心

に多様な水環境が存在していることを裏付けているのである。整理すると、  

 河川／上流域、中流域、堰の溜まり    

  溜池／浅い、深い、抽水植物有り、無し。  周囲に樹林有り、無し。  

 水路／流れのバリエーションあり、抽水植物有り、無し。  

 その他、水田、放棄水田の水たまりなど  

 水質／雤水系、湧水系、排水系など  
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 とにかく、止水・流水ともに多様である。田染荘のトンボ類の幼虫の生息環

境は、止水系と流水系で 23:12 となっており、やや止水系に偏る傾向がある。

このことは、水田（ 41.4%）や溜池（ 65 .5%）の水環境が基本的に大きく作用

していることを示しており、相観的な水田の広がりや溜池の存在に相応してい

る。また、幼虫が水上や水中に植物の繁茂を必要とするトンボが 72.4%と多く、

特に溜池の植物はトンボ類にとって重要なファクターとなっている。しかし、

田染荘の大きな池は用水池としてたっぷり水をためており、水草は尐ない。こ

れを補っているのが雤引社からの一部湧水を含む流れで、新たに掘削した水路

は堰で止水化している。生育している植物はガマ、ミゾソバ、セリ、クレソン、

エビモ、ツルヨシ、クサヨシ、イ、マコモなどで、ここがトンボ類の重要な発

生源になっているのではないかと予想している。しかしながら、全体としてト

ンボ類が 48 種に止まっているのは①各水環境の規模が小さいこと、特に抽水

植物の生育する池、②河川では出水の影響をまともに受けるであろうこと、③

溜池に関してだけはやや多様性に欠けることなどを理由にしているのではない

だろうか。  

 佐藤さくら氏の観察によると、雤引社付近での確認が多数を占めている。一

つには前出の発生地に近いということもあるが、トンボの中には発生後成熟す

るまでの間、一時期樹林域に入る習性がある。小崎川や水田域で発生したトン

ボは雤引社付近の樹林環境を目指し集まっているのではないかと考えられ、水

環境と共にこうした周辺の樹林域も大切な環境ユニットの一つとなっている。  

 水田耕作とトンボは古来から仲良しで、水田の害虫を食べてくれる益虫とし

て大切にされてきた。というより、田染荘では無意識のうちに共存してきたと

いう様子である。稲穂が伸びるまでトンボたちは水田の上を気持ちよさそうに

スイスイと飛び回っている。  

 

 

 

②身近にいるのに気づかれない中型哺乳類（イタチの仲間）  
 田染荘には 4 種類のイタチ科の動物が生息している。土中に適応したアナグ

マ。水系から樹林帯（下層）のグランド平面に適応したホンドイタチとチョウ

センイタチ。そして、樹木を含む 3 次元にまで適応したテンの 4 種である。  

 景観の中にイタチの仲間たちの姿を想像することは難しい。しかし、彼らは

生態系のやや上部に位置し、生態系全体の多様性や豊かさを示してくれる存在

である。  

 調査方法を簡単に紹介すると、田染荘の水田域を歩き、糞をサンプリングす

る。これを持ち帰り、糞内容物の分析を行うというやり方である。まず、糞の

落とし主を特定し図 1-3-9 に示した。 
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図 1-3-9 田染荘の水田域でサンプリングした中型哺乳類の糞の数（ n = 2 9 7）  

 

 全体で 297 個の糞をサンプリングした。テン 206（69.4%）、ホンドイタチ

78（ 26.3%）、アナグマ９（ 3.0%）、チョウセンイタチ２ （ 0.7%）、キツネ

２（0.7%）であった。  

 意外だったのは、チョウセンイタチが極めて尐ないということである。田染

荘は河川で豊後高田市などの住宅域とつながっており、チョウセンイタチが結

構侵入しているのではないかと予想されたが、極めて尐ないという結果が得ら

れた。チョウセンイタチがもともと侵入してこなかったか。一旦侵入したが、

後退したかのどちらかであろうが、データがないので見当が付かない。しかし、

山間部の久住などの山奥にまで侵入したチョウセンイタチであるから、一旦侵

入した後に後退したと考えるべきなのだろう。いずれにしても、田染荘の水田

域には、テン：ホンドイタチ：アナグマ≒20：８：１の割合で糞をしているこ

とが判明した。  

 さて、では次に何を食べているかを分析した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3-10 中型哺乳類の採餌動物の内容（n=297） 
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※注：図 1-3-10は、糞の中の出現頻度を表しているので、ネズミばっかりの一かたまり

の糞も昆虫の脚 1本が含まれる場合も［１］とカウントされている。 

 

 中型哺乳類が昆虫類、哺乳類、両生・爬虫類、鳥類それぞれの天敵として機

能していることがうかがえる。例えば、哺乳類の中身を見てみると  

   ・ネズミ類 21（33.3%） 

   ・ノウサギ 25（25.4%） 

   ・モグラ類６（ 9.5%） 

   ・シカ・イノシシ 20（31.7%）となっている。  

 ネズミ類は低密度で生息しているうちは、作物被害などが目立たないばかり

か、昆虫類のコントロールや里山の樹木の種子運搬・発芽補助の機能など生態

系の一員としての働きを果たしている。しかし、いったん個体数を増やすと農

業被害は甚大となる場合もある。田染荘では、猛禽類などと共に中型哺乳類は

ネズミ類の天敵として機能していることが分かる。  

 また、両生・爬虫類に注目すると、北部九州の各地点（ 20 地点）の同様なデ

ータ（足立・荒井・桑原。2007／荒井・足立・桑原他。2008）と比較検討した

結果。これまで最も高い数値を示した佐賀県の H 地点の 12.0%より高い。16.5%

を示した。このことは、田染荘が水田、河川などの水環境をバックグランドに

量的にも安定した多様な両生・爬虫類を供給していることを示唆しているもの

と考えられる。さらに、同様に鳥類の比率 8.4%も高い方にランクされている。

小規模ではあるが河畔林や周辺の里山が鳥たちに良好な生息環境を提供してい

ることを意味していると考えられる。  

 以上のことから、田染荘の中型哺乳類の種構成に注目すると、①外来種であるチョウ

センイタチが尐ないという特徴が。採餌動物類の解析から、②哺乳類、両生・爬虫類な

どの種群に関して天敵として機能しているということがわかった。 

 ①に関しては、チョウセンイタチは各地で生息分布域が広がる傾向を見せていること

から、現況では未だ不安定な状況にあると思われる。しかしながら、一般的に同一ニッ

チを持つ在来種がしっかりしている地域では外来種は侵入しにくいということがあり、

前出のように仮にいったん侵入した後、後退したと仮定しても、田染荘の中型哺乳類層

が相対的に安定しているとことの証ではないかと思われる。 

 ②に関しては、具体的に相関上には見えてこないが、食物連鎖上の天敵として田染荘

の落ち着いた動物景観を底辺で支えるという機能を果たしていると評価できる。 

 このように、中型哺乳類は普段目にすることのない地味な存在ではあるが、生態系の

中では消費者として重要な役割を果たしており、生態系自体を安定させ総合的な相関上

の調和を提供していると考えられる。こうした意味から、田染荘の中型哺乳類たちも重

要な役割を果たしているものと考えられる。 

 

（４）まとめ 
 田染荘の文化的景観なかでも動物景観を支えているのは、水田農耕という永い歴史的

な時間の積み重ねと、農耕作業という一種の自然環境への緩やかな攪乱で、これらを背
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景に、多様性のある動・植物の普通種群が安定して生息しているということであろう。

このことは、取り立てて特殊でも、特別でもないと思われがちだが、決してそう簡単に

実現できることではない。 

 現在、絶滅危惧種として生育、生息が危ぶまれている生物種の多くは、水田農耕地帯

とその周辺の里山地域に集中していると指摘されている。その理由の一つは自然への攪

乱＝働きかけが不足していることである。 

 水田地帯の動・植物は、農耕または里山管理などの人為影響を背景に、長い歴史の中

で、進化したり、適応したりを繰り返しながら、共に種分化や共進化を進めてきたので

はなかろうか。そして、これらが共生することで田染荘の生態系を形成し、これを継続

してきたのである。 

 僅か 50年前であれば、日本中の水田耕作地域のどこにでも存在したであろう景観も、

限界集落が発生する時代となっては現存すること自体が難しい状況である。しかしなが

ら、田染荘にはかろうじてこれらを支えてきた人々が居る。 

 田染荘は、総合的、大局的には水田景観が消えない限り、こうした環境の中で生育、

生息している生き物たちも存在するであろう。逆に、こうした生き物たちが水田景観を

支えているとも言える。大変なことではあるが、水田農耕作業に効率や利便性を重点と

して置かず、歴史的で伝統的な付き合い方を手本に水田景観を保全するという立場さえ

保持できれば、田染荘の文化的景観の保全も可能となるものと考えられる。 
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５．気象 

（１）調査の概要 

 小崎地区ならびに周辺地域における気温にみられる気候的および局所的な特徴を知る

ことを目的として，観測調査を行った。 

 小崎地区は，山に囲まれた土地で，比較的緩い傾斜を伴う。周辺の地図を図 1-3-11に

示す。山あいを南東から北西に桂川が流れる。その支流である小崎川は，華岳を源に北

東に流れ，桂川に合流する。図中赤字で示す「雨引」（神社）から「小崎」にかけての傾

斜地に棚田があり，荘園時代からの景観が維持されている。桂川に沿い，盆地状の地域

がみられる：沓掛，真木，横嶺，小田原がそれに該当する。その西側には西叡山（標高

571 m）と華岳（同 593m）がある。 

 このような山あいの土地においては，地形の影響を受けた特徴的な気象がみられる。

そのひとつとして，「斜面温暖帯」があげられる。この現象は，山の中腹が谷筋の低地よ

りも高温となるもので，通常の「高い土地で気温が低い状態」と逆である。斜面温暖帯

は晴天日の夜間にみられる現象で，低温で重い空気が斜面を下って谷筋に集まることに

よって発生する（川西，1994）。 

 この観測調査は，小崎地区の気象を知ることが目的だが，そのためには周辺地域を含

めた一帯における全体像を把握して斜面温暖帯などの現象に対応することが重要である。

そこで，調査対象地域を図 3-11に示す範囲に広げた。調査方法は，詳細な時間変化のデ

ータが得られる定点観測と，地理的に広範で密なデータが得られる移動観測の，2 つを

併用する。 

 第一に，小崎地区を中心に 4 ヶ所の測点（図 1-3-11）に温湿度記録計を設置し，気温

と湿度の定点観測を行った。5 分ごとのデータが自動的に記録されている。小崎，雨引

社（以下雨引とよぶ），華岳中腹（同華岳）の 3点は，小崎地区の谷の地形に関連する気

温の特徴を知るために選定した。田染小学校（同田染小）は，気候の特徴を知るのに最

も適した設置条件のため選定した。観測は 2008年 5月 14日から 12月 26日の期間に行

った。 

 第二に，自動車に熱電対温度計を取り付

けて走行しながら行う移動観測を，小崎地

区並びに周辺地域において行った。その走

行経路は図 1-3-11のとおりである。この観

測は，気温の地理的分布を知ることを目的

とした。晴天日の日中と夜間に計 6回実施

した。 

 結果として以下のことがわかった。(1) 

田染地区の日々の気温は豊後高田アメダス

のものに近いが，その値は豊後高田よりも

約 1℃低い。(2) 晴天日の夜間に，華岳およ

び西叡山の中腹が小崎よりも高温になる斜

面温暖帯が出現する。斜面温暖帯は，5～12

89 m

305 m

109 m

98 m

図 1-3-11：調査の対象地域。赤字は定点観測の測点と

標高を、青線は移動観測の走行経路を、水色線は河川

を、それぞれ表す。 
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月の中では 10～12月に頻繁にみられる。 

（２）田染地区の気温 
 気温の気候的特徴を検討する。田染小の測点は百葉箱の中にあり，気候的特徴をみる

のに最も適した条件なので，この点の記録をもとに検討を行う。 

 田染小と豊後高田（呉崎のアメダス観測点）および大分（大分地方気象台）の比較を

表 1-3-7 に示す。田染小の気温は，どの月においても豊後高田のものよりも 1℃前後低

い。大分と比較すると，日最高気温が 1～2℃低く，日最低気温が 2～4℃低い。豊後高田

や大分と比較すると，田染小は少し低温で，その差は日最高気温よりも日最低気温で大

きい傾向がある。このことは，内陸地域の一般的特徴と整合する。 

 各測点の日々の気温がどれだけ一致するのかを知るため，相関解析を行い，気温の連

動性を検討する。日最高気温と日最低気温の相関解析の結果を表 1-3-8に示す。田染小

の気温は，大分よりも豊後高田のものとより強く連動している。また，田染小と小崎の

日最低気温はその平均値が非常に近く（小崎が 0.2℃高い），かつ連動性も大きい（非連

動成分が 5.4 %）。したがって，両測点の気温はほぼ同じと見なすことができる。以上よ

り，田染地区の気温は豊後高田アメダスのものとよく連動し，その値は豊後高田よりも

約 1℃低いことがわかった。 

 

  気温   気温差  

  田染小 豊後高田 大分 (田)－(高) (田)－(分) 

* 5月 日最高 23.8 24.6 24.9 0.8 1.1 

 日最低 12.6 14.1 15.9 1.5 3.3 

6月 日最高 24.4 25.1 25.1 0.7 0.7 

 日最低 17.4 18.2 19.0 0.8 1.6 

7月 日最高 31.6 33.1 33.3 1.6 1.7 

 日最低 22.5 23.5 24.5 1.0 2.1 

8月 日最高 30.1 31.4 32.1 1.3 2.0 

 日最低 22.4 23.2 24.3 0.8 2.0 

9月 日最高 27.0 27.9 28.2 0.9 1.3 

 日最低 19.8 20.8 21.6 1.1 1.9 

10月 日最高 22.5 23.5 23.7 0.9 1.2 

 日最低 13.0 14.6 15.7 1.6 2.8 

11月 日最高 15.8 16.5 17.3 0.7 1.5 

 日最低 5.7 7.1 9.3 1.4 3.6 

* 12月 日最高 12.6 13.1 14.1 0.5 1.5 

 日最低 1.7 3.4 4.3 1.7 2.6 

全期間 日最高 23.8 24.7 25.1 0.9 1.4 

 日最低 14.8 16.0 17.2 1.2 2.4 

 

表 1-3-7：各地における日最高気温・日最低気温の月平均値とその差。ただし，5月は 15～31日の

17日間の平均，12月は 1～25日の 25日間の平均。 
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（３）田染地区周辺の気温分布  移動観測は，晴天日を選び，5

月 14日，6月 4日，7月 30日の

日中と，5月 22日，10月 21日，

11 月 13 日の夜間の，計 6 回行

った。結果の例を図 1-3-12に示

す。まず，桂川・小崎川に沿う

5 地区（小崎，横嶺，真木，小

田原，沓掛）に注目する。基本

的に各地の気温差は 1℃以内だ

が，夜間においては小田原が他

地域よりも 1～2℃高温である。

小崎においては，日中の 2回には横嶺よりも 1℃高温で，日中の 1 回と夜間の 3 回には

横嶺と同温である。  西叡山中腹は，標高 320 mまでの範囲を観測している。横嶺との標高差は約 230 mあ

り，標準的な状態（100 m高地で 0.65℃低温）では 1.5℃低温となる。観測の結果は，日

中では横嶺よりも 2～3℃低温，夜間では同温～4℃高温である。日中には大き目の気温

差がみられるが，夜間には逆に高地が高温となっている。特に 11月 13日には気温差が

4℃に達し，途中の標高 220 m 付近では 5℃の差（気温が 12℃台）が観測されている。

このように，顕著な斜面温暖帯の存在が確認される。  低地の 3点における定点観測の気温は，基本的によく一致するが，少々の気温差がみ

られる。小崎と田染小の気温については，前述の他に次の特徴がみられる。両測点の気

温差は，時間帯にあまりよらずほぼ±1℃以内に収まる。例外的に，7～8 月に田染小が

約 1℃低温，12月に約 1℃高温である。  雨引については，小崎との気温差を見ると，5～6月に雨引が約 1℃低温，7～8月に約

 相関係数 非連動成分 

田染小と豊後高田 
日最高  0.992 12.6 % 

日最低  0.994 10.6 % 

田染小と大分 
日最高  0.982 19.0 % 

日最低  0.985 17.0 % 

田染小と小崎 日最低  0.9985  5.4 % 

 

表 1-3-8：各測点の日最高・日最低気温の相関解析結果。相関係数は

連動の強さを表し，1が最高である。非連動成分は，変動を連動成分

と非連動成分に分けたときの後者の占める割合を表す。 

77

11
7

9

7

2008 11 13

20:15 ~ 21:10

b

3233

30
32

31

31

2008 7 30

14:20 ~ 15:05

a

図 1-3-12：移動観測に基づく各地域の気温。数字は何℃台かを表す。赤丸は定点観測の測点を，青線は

移動観測の走行経路を，水色線は河川を，それぞれ表す。 
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2℃低温，9月に約 1℃低温，11～12月には気温差がない（10月は欠測）。雨引神社裏の

斜面の森から涼しい風が来るのを体感したが，それが気温を下げていると考えられる。 

 

（４）斜面温暖帯の出現 
 斜面温暖帯の出現状況を，小崎と華岳の定点観測データを用いて検討する。出現回数

を表 3 に示す。ここでは両測点それぞれの日最低気温に注目し，華岳のものが 3℃以上

高い日を出現とみなす。斜面温暖帯は 10～12月に多く出現し，10月と 11月はほぼ 3日

に 1 回，12 月は 2 日に 1 回の頻度となっている。両測点の日最低気温の差は，11 月と

12月に大きく，6℃を超える日がある。 

 斜面温暖帯出現の際の，気温の時間変化を図 1-3-13に示す。小崎では午後から夜間に

かけての冷え込みが顕著で，朝方まで降温が続く。華岳では降温が小さく，気温の日較

差が小さい。気温の逆転は 17:30 ごろに起こり，その後 3 時間ほどで気温差が 3℃を超

える。移動観測を行った 11月 13日を見ると，17:25に気温の逆転がみられ，観測の時刻

には 3℃強の気温差がみられる。その後気温差は拡大し，14日の 6～7時には約 8℃とな

る。このことは，西叡山中腹と低地との気温差も移動観測の後に拡大したことを示唆す

る。 

 

 

 

 

11/12 11/13 11/14

0

30

20

10

-10

図 1-3-13：温暖帯出現時の気温の時間変化。 

* 5月 3回 

6月 1回 

* 7月 0回 

* 8月 0回 

9月 1回 

10月 12回 

11月 10回 

* 12月 14回 

全期間 41回 

 

表 1-3-9：斜面温暖帯の出現回数。ただし，*

印の月の対象期間は以下のとおり。5月は 15～

31 日の 17 日間，7 月は 1～29 日の 29 日間，8

月は 23～31日の 9日間，12月は 1～25日の 25

日間。 
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第４節 景観をつくりだした人々のくらし 

１ 建造物 

（１）調査の目的  

 本調査は、田染荘小崎地区の民家を文化的景観を構成する要素として調査し、

その価値を明らかにすることを目的として、豊後高田市教育委員会の依頼で、熊

本大学工学部建築学科の日本建築史研究室で実施したものである。  

 

（２）調査の方法  

 調査は、2008 年から 2009 年にかけて実施された。まず、2008 年 9 月 16 日

に地区全体の民家の概要を把握するための予備調査を行った。67 軒の民家の規

模・形式・屋根・建設年代・付属建築等を外観の観察によって、いくつかのラン

クに分け、景観構成要素としての重要度を見極めた。  

 その上で、翌 10 月に詳細調査を要すべきと判断した三角信彦家、阿部武則家、

渡辺高美家、渡辺圭司家の４軒について、詳細な調査を実施した .調査内容は、

家の来歴等や建立年代などの聞き取り調査、屋敷の配置図、住宅や付属建築の平

面図・断面図の採取、復元平面図作成のための痕跡調査、写真撮影、建立年代に

関わる史料調査などである。 

 その後、各図面を作成し、調査結果を整理・分析し、報告書としてまとめた。 

 

（３）調査員と報告書の執筆  

 調査員は次の通りである。  

 熊本大学大学院自然科学研究科教授   伊東 龍一  

 同             前期課程 沢田 高志  

 同             同    幾島 健 

 また、報告書は、伊東を中心に上記の調査員がまとめ、熊本大学の次の学生が

これを補佐した。  

 熊本大学大学院自然科学研究科前期課程 相澤佑二 

 同                  山崎洋平 

 同   工学部建築学科４年      藤井 慎  

 

（４）田染荘小崎地区の民家の概要  

Ⅰ屋敷構え  

 小崎地区の民家として、今回は延寿寺を囲む集落から２軒、その西にある愛宕

神社の東麓の集落から１軒の民家を詳細調査した。いずれも江戸時代以降におい

ては、田や畑、あるいは山林を所有する農家であった。その結果はほぼ共通して

おり、それをもってこの地区の江戸期以来の屋敷構えと行ってよいと思われる。

それは概ね次のようである。 

 敷地の北側に主屋を配し、南側は大きな庭、あるいは畑などとする。敷地の入
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り口近くには馬屋が設けられた。他に付属屋としては蔵を設ける場合もある。屋

敷の周囲には、柿や松などの木が植えられている。  
また、昭和に入ると煙草の人工乾燥が必要になり、煙草の乾燥小屋も建てられ

た。新たに必要になった施設だということで、新たに求めた敷地に建つこと、し

たがって主屋からやや離れた場所になることもあった。  
Ⅱ主屋  

主屋は東西に棟を通し南面する。現在は  
トタンを被せられたり、小屋組も変えられ  
て瓦葺になっているものもあるが、本来は  
茅葺・寄棟造の平屋であった。建立年代で  
最も古いのは三角伸彦家で、江戸時代に遡  
ることは間違いない。また、新しいものは  
昭和になって建てられたとみられる渡辺高  
美家住宅である。このことから、周辺には  
大正期や昭和期の瓦葺民家も存在すること  
も事実であるが、茅葺の民家が一貫して建てられていたことが分かる。一方、大

きな土間に加えて、表にザシキおよびヒロマを裏手にナンドおよびナイショの４

室を配する平面は共通しており、主屋の平面も江戸期以来踏襲されてきたという

こともできよう。一方、構造的には、江戸期のものが土間境にも一間毎に柱を立

て、土間には椎材の柱を用いるのに対し、新しいものは、柱を省略して背の高い

差物を多用し、柱には杉材を、とくに大黒柱には欅材を用いるという変化が見ら

れる。  
Ⅲ付属屋  

馬屋は、納屋と呼称されることもあり、  
ここには馬１頭のほか、堆肥等を収納した。  

阿部武則家の馬屋は、江戸時代に遡る可  
能性がある古いもので、元茅葺であった。  
現在は屋根とともに壁はトタンで覆われて  
いるが、内側には粘土と石を混ぜて造る「  
ネルビ」と呼ばれる耐久性のある壁が残さ  
れている。屋敷の入り口付近に建つ馬屋の  
「ネルビ」の壁がかつては屋敷構えを重厚  
なものに見せていたはずである。  

この他、大きな家には、収穫した米を米  
俵として収納する蔵もあった。  
 煙草の乾燥小屋は、それほど古いもので  
は、いずれも昭和に入ってから建設された  
ものである。しかしながら、かつての村の  
重要な産業を支えた遺構でも有り塔のよう  
に聳え、その裾に下屋を廻らす外観は景観要素として重要である。         

渡辺高美家の茅葺の主屋  

阿部武則家の馬屋  

渡辺圭司家の馬屋  
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（５） 調査民家個別解説 

 

Ⅰ 阿部武則家 

①配置 

主屋は切妻造平入である。敷地の北側に位置し、東側には蔵。蔵の南には馬屋

がある。敷地の西側には、いくつかの祠が残されている。敷地の南側は庭と畑で

南端にはハナモモが、敷地全体には柿、松を中心に植えられている。 

 

②平面 

玄関をドマに設けている。平面の表側には、ザシキ、ヒロマ、オク側にナンド、

ナイショの四面取りで、表側には縁側が付く。 

 

③構造 

 主屋は和小屋瓦葺きであるが、梁上に合掌尻の痕跡があり、当初は合掌を組む

茅葺であったことが明らかである。大黒柱には欅材を使用し、それ以外の柱には

杉材が使用されている。 

 馬屋はネルビという、粘土と石を混ぜた耐久性のある壁を使用している。また

当初の屋根は茅葺であった。 

 

④建立年代 

 二階が十分に発達してないということや、その釘に洋釘を使っていることから

明治後期と考えられる。馬屋の建立年代は、聞き取り調査や形式から江戸時代ま

で遡るものと推測される。 
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Ⅱ 三角伸彦家 

①配置 

敷地は南北に伸びる通りの西に面し、小高い場所にある。現在敷地は南に家庭

菜園、ツツジの生垣があり、西に植栽が繁る庭、東と北に新築の家屋が合わせて

二棟並び、その奥の北西に主屋がある。また、家の周辺、玄関横の東側にはマツ、

背面北側にはスギ、カキの木などが生い茂り、西側には井戸がある。 

ヒアリング調査によると、元々農家であり庭には、馬小屋、納屋と、現在新築

の家屋の場所には田んぼがあった。 

②平面 

南側のドマに玄関を設け、表のドマ側からヒロマ、ザシキを配し、奥にナイシ

ョ、ナンドを配する四面取りで、ヒロマ、ザシキに沿って南側の庭を望む縁があ

る。 

③構造 

現在主屋は入母屋造平入りの二階建てである。屋根は桟瓦葺で二階の入母屋の

周囲に下屋が取り付く。 

ヒアリング調査から、本来屋根は茅葺であり、二階は昭和 40 年に造られ、そ

の下である一階（ドマ、ヒロマ）天井は根太・大引き天井の形式となった。また、

ドマとヒロマの境には一間ごとに柱が立つ。周辺の民家が大黒柱は太い欅材の使

用に対し、三角家の主屋では 160mm と細く、杉材を用いている。また、ドマ柱は

シイを使用している。これらの特徴から古い建築の様式であることがわかる。 

④建立年代 

以上ドマの柱の特徴から主屋の建立年代は江戸時代まで遡るものと推測される。    
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Ⅲ 渡辺高美家 

①配置 

 愛宕神社東の小高い場所に出来た集落の中にあって、南側からここへ登る道の

東側に敷地はある。敷地の南に新しい住宅がある。また主屋の東に柿の木があり、

南に井戸がある。敷地の南半分をコの字型に北側に寄せて主屋がありコンクリー

トブロック塀で囲う。現在、新築された住宅の位置にはかつて馬小屋があった。  
②平面 

玄関をあがると、八畳のヒロマ、ザシキへと繋がり、奥にも八畳のナンド、隣

接してナイショがある四面取りである。これらの四室には竿縁天井を張っている。

南側に幅半間の縁を、北側にはドマが設けてある。   
③構造 

木造平屋建て、寄棟造で屋根は茅葺でトタンを覆っている。ザシキの回りにも差

物が多用されている。   
④建立年代 

各部の様式から昭和初期まで遡るものと推測される。   
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Ⅳ 渡辺圭司家の煙草小屋  

①配置  

建物の配置は南に主屋があり、北に煙草小屋がある。  

 

②平面 

身舎は桁行・梁間ともに 2 間で、北側に入口を設けている。北・西・東面の三

方向に下屋が廻っていて、西側ではコンクリートブロック上にも柱が配置されて

いる。また、北面と東面では、さらにトタン屋根を延ばしている。  

内部は 2 層で上層は煙草を乾燥させるための部屋であろう。下屋は煙草を干す

ための空間と見られる。  

 

③構造  

切妻造平入・土蔵造である。下屋と共に桟瓦葺である。  

柱は半間ごとに立ち、いずれも通し柱である。初層上部では、中央桁行方向に

梁が架かり、その梁の中央に管柱が立つ。２階の床は、床梁とその上の束に載っ

ている根太によって支えられている。床梁上の管柱は小屋梁を支えていて、柱自

身も梁間方向に 3 本の貫で固められている。桁と梁は火打ち梁で固められている。 

 小屋組については、小屋梁の上の棟束を中心に左右三等分し、束を立て、母屋

を受ける。ただし、棟束脇の 2 本の束の下には繋梁を入れる。また、ここでは束

の側面で母屋を受けている。 

 

④建立年代  

三角家煙草小屋のヒアリング調査から小崎地区に煙草小屋が入ってくるのは

昭和の頃ではないかと言われている。また、建物としても昭和の頃ではないかと

考えられる。  
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 表 1-4-1 田染荘小崎地区 文化的景観調査結果（１次）一覧 
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２． 年中行事 
 田染地区小崎の景観は、自然と人の営みの中で創り出されてきたものである。その人々

の伝統的な暮らしについて本章で紹介する。なお、稲作に関しては別項で紹介しているの

で、簡単に記している。 

 田染地区は、大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館（現在の大分県立歴史博物館）が、

昭和 56 年度から６年間、荘園村落遺跡詳細分布調査を実施しており、報告書『豊後國田

染荘の調査』としてまとめられた。段上も民俗学担当としてこの調査に参加し、「村落と

信仰」と題して報告をまとめた。しかし、その段階では、中世の荘園世界の姿を溯行的に

復元する意図のもとに、地域社会における信仰について調査して考察することはできたが、

田染の伝統的生活文化の全般について触れることはなかった。そこで、民俗学研究室の学

生たちに、田染地区小崎の民俗調査を提案したところ、夏休み期間中の４日間、現地調査

を実施することになった。本章「景観を支えてきた暮らし」は、平成 14 年に別府大学民

俗学研究室の学生たちが現地調査をして作成した報告を中心に段上達雄が加筆修正して、

不足していた項目については、段上が補足したものである。なお、記録された習俗の時期

は聞き取り調査をもとにしているため、話者の記憶している昭和初年を中心に、大正期と

戦後とを対象としており、後者の場合は年代を明示している。 

 

（１）地理的環境 
集落 小崎地区は奥・中・下（台薗／だいそん）の三つに分かれる。奥は谷筋に広がり、

空木・小藤・枡淵・堂山の集落が集まった区域である。中は七ッ屋・原・大平の集落によ

って構成されていたが、大平にあった２軒が戦後に原と七ツ屋の入り口に移転したことに

よって、大平集落は消滅している。下（台薗）は上ノ原と六郎園をあわせて現地では台薗

と呼ばれている。台薗は一つの集落だが、道を境にして東・西・裏迫という小さなグルー

プに分かれている。 

境界 七ツ屋を流れる七ッヶ川の横にある墓地沿いにかつては道があり、字合田との境

であったらしい。また空木と小藤に分かれる三叉路をオテといい、枡淵と空木と小藤の境

界であった。この三叉路の脇には稲荷大明神が祀られている。特に厳密な境界意識はなか

ったようであるが、山の嶺が境であり、境界の目印としてカヤまたは木炭を土中に植える

ことがあった。木炭は腐らないという理由から利用されたようである。しかし、自然物を

境界の目印にしてしまったために、原・間戸・中村で共有林の境界争いがおこったことも

あったという。 

 

（２）交通交易 

交通 現在の主要な道は大正９年ごろに整備されたという。それ以前は馬が通るほどの

小さな道であり、このような狭い道をダミチ（駄道）といった。道路清掃や道路修理をミ

ッツクリ（道作り）とかミチンクサカリ（道の草刈り）といい、昭和 30 年頃まで行われ

ていた。馬をだして土を寄せ、石を敷き、ツルハシ（鶴嘴）・イワホリ（岩掘り／尖った

鍬）・テブリ（手箕／竹籠）といった道具を使用していた。馬にはハタゴ（藁で編んだ袋

で、底に紐が結ばれていて、紐を解くと土が落ちる）を載せていた。これらの作業は青年

団が行うほか、年に２回、共同作業として草刈りが行われた。現在も８月の第１日曜に県
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道沿いの道の草刈りを区長が主催し、小崎全体で行っている。村道は各区で行い、小さな

修理程度は近所の人が行っている。（社会組織・共同作業参照） 

 昔はバスがなかったので、遠くまで行くときは宇佐･高田まで歩いていき、そこから鉄

道を使っていた。大正末期頃まで田染では３～４人が人力車を曳いていたという。大正末

期から昭和７年まで、相原の見世の後藤角治が田染と高田間の客馬車を運行していた。人

夫賃が１日 50 銭（女人夫賃が 35 銭）の時代に、田染・高田間が 25 銭であった。終戦後

はバスが１日２回、田染地区中村から大田村まで行って高田まで出ていた。 

 徒歩で来たことを｢石車で来た｣といい、よそから来ていることを｢バショから来てい

る｣といった。 

 小藤の道は立石に続く山越え道で、昔は立石駅から汽車に乗る人がここを数多く通って

おり、賑やかだったので｢銀座通り｣とも呼ばれていた。また、小崎道路からナナツヤ

（松夫さん宅）に入る道路をナナツ道路といい、昔は馬と人とが通れるほどしかない道だ

った。途中の大平川にかかる橋はナナツヤ橋といい、以前は木をかけた簡単なものであっ

た。渡辺公夫さん宅から小田原利秋さん宅に向かう道は大平道と言われた。今ある旅行村

から真木大堂に行く遊歩道の手前の山道に今は潰れているトンネルが３つあって、そこを

使ってイマゲタに出る、といっていた。 

行商 行商人は天秤棒を担いで来たり、オイコを背負っていて、現金の支払いの他に米、

麦、カンショウ（芋／甘藷）と交換していた。こうした交換を品換えといい、どのくらい

の量を交換したかは、行商人と本人との示談であったらしい。 

 大正５年頃から大正末期まで、臼杵のシャー（現在の臼杵市津留の女性行商人）が２人

杵築からやってきた。揃って来ることもあれば、それぞれ１人で来ることもあった。頭上

に布製の輪（芯に綿が入っている）を載せ、その上に四つ折りにした座布団を重ね、その

上にタライのような浅い桶を載せて、煎り子や干し魚などを売りに来ていた。 

 長洲からはリンとヨシオという魚売りが、火・木・土曜日に来ており、それぞれ長洲の

リンさん、長洲のヨシオさんといった。リンは昭和 20 年頃、前と後ろに籠をつけた自転

車で来ていたそうだが、自転車以前はリヤカーを使用していたらしい。鈴をチリン、チリ

ンと鳴らして、来たことを知らせていた。代金は米で払い、魚と引き換えに米を積んで帰

っていった。アジ・サバ・イワシを中心に、５月はトビウオも売っており、お祭りの時に

はハムの大きな塊やニベエも持ってきた。ハムの塊は吸い物に使用し、ニベエは生のスズ

キのような魚で、刺身と吸い物に使用したという。ヨシオには棟上げの魚も頼んでいた。

彼らの他にも杵築や高田からもたまに魚売りが来ていたらしい。長洲と田染地区真中から

は干物売りが来て、肉・魚・貝・メザシ・サバ・アジ・イリコ・ホシアミ等を売っていた。 

 年に２～４回、富山の薬売り（広貫堂）が来て、近所の特定の人の家やキチン宿（木賃

宿／安い宿）に泊まりながら歩いて行商していた。徒歩から自転車、バイクを使い、現在

でも自動車で売りに来ている。 

他にもスイカやマクワウリ等の果実・野菜・肉・豆腐･油揚げ・お菓子・アイスキャンデ

ー・小間物などを売りに来ていた。アイスキャンデー売りは木製の冷蔵庫にアイスキャン

デーを入れて自転車で売っていた。小間物売り（化粧道具）はヒナタビラ（田染地区平

野）や横峰からが来て、椿油・髪飾りなどの女物を売っていた。小間物を入れた箱のよう

なものを風呂敷に包み、背負って歩いてきていた。小間物売りは戦後の経済が安定した頃
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には来なくなった。また、終戦後には立石から闇買いが来たりもしていた。最近では大

分・蒲江・杵築から物干し売りがきている。 

買い物 基本的に野菜や米、味噌、醤油は自分の家で作っていた。魚などの行商がよく

来ており、そこから魚等を買っていた。豆腐はシモの人が豆腐屋をやっていたこともあり、

そこまで買いにいったらしい。酒はイワハナやカネノブ（お寺の下）が酒屋をしていたの

で、そこから買っていた。田染地区中村に紅葉館という宿屋があり、一般の人、行商人、

薬屋などが泊まっていた。薬屋や行商人は宿屋にも泊まったが、一般の特定の家（後藤さ

んの家、河野さんの家）にも泊まり、近所で行商をして廻っていたようである。乞食も来

ており、米などをあげていたが、家に泊めることはなかった。 

市 三社八幡祭り（田染三社祭り）と真木大堂のお祭りでは露店が出て、するめいか・

宇佐飴・わたがし･おもちゃのピストル・面・風船などが売られていた。戦前、１月と 10

月の８･９･10 日頃、三社八幡の御旅所（字市場）には芝居小屋が来ていた。お旅所で御

花（代金）を払って見に行った。旅役者の人たちはその小屋で寝泊りしていたと思われる。

茶碗市も立ち、陶器類・金物・植木・その他の日用品類を売っていた。また、１月 28 日

～29日の真木大堂の祭りには牛馬市が立った。 

 

（３）生産生業 

Ⅰ 稲 作 

開発 小崎は雨引神社から田が開発されたという。（その周辺は今でも湿田である） 

水利慣行 旱魃になった時には水引という人だけが、他の人の田を通して水を引くこと

ができる。水引は皆から選ばれ、その条件は１反歩以上の田を持つ人や田を耕作している

人だった。水引は田に公平に水があたるように、加番、川番と呼ばれる人が補佐をしてい

た。加番は耕作面積の多い順に選ばれた。田の水は川を使い、雨が降らず水が足りない場

合は池の水を使用し、なくなったら塩くみをして雨乞いをした。田の水は愛宕池や峠の池

から引いていた。 

浸種と苗代 籾を水に浸して箱に入れた。田植え前に苗代を作っていた。田の一角を使

って苗代を作っていた。苗作りは苗代を作りそこに種籾を撒いて作った。 

労働慣行 田植えは女の仕事だったが、器用な人であれば男性でもしていた。男の人は

代掻きをして、田を均したり苗運びをしていた。田植えをする時、女は朝の６時から夕方

の６時まで働いていた。田植えは近所の人に手伝ってもらったりしていたが、稲刈りは自

分たちだけでしたり、他のところから人を雇って行ったりしていた。田植えは３、４軒が

協力して行うことが多かった。近所の人との共同作業のことをカッテリと呼んでいた。田

植えの時のマクリという共同作業は順番で行い、７～８人程の人手を出した。頼む人は近

所の誰でもよく、順番も特に決まっていなかった。 

田植え 田植えは６月 20 日前後に行われていた。ユイとかマクリといって相互扶助で田

植えをしていた。田植えを手伝ってもらう家では、白御飯、ふくれ餅、おこわ、塩御飯を

炊いて樽に入れ、肩に乗せ持って行き皆に振舞った。田植えの時は、コビレといって間食

におにぎりや稲荷を出していた。 

 田植えは田植え紐を目印に使い、１人４メートル間隔で植えていった。 

Ⅰ－ 128



 田植えが終わるとノロヨコイという農休日がある。ノロヨコイに１軒から１人出ていた
ところもある。また、ノロヨコイを近所で一緒に行っていたところもある。ノロヨコイで

は田植えの時に人を雇ったら、その賃金を決めていたという。 
除草 田の草取りにはジャカゴや八反取りという道具を使っていた。田の草取りは３回
行われ、３回目は手で草を掻いていた。  
害虫駆除 苗を棒で払って飛び立った虫を捕まえ捕獲数を報告していた。ハイムシを取
る時には、錐で穴を開けた竹に石油を入れて田の間に撒き、稲を払って虫を落としていた。

害虫駆除は年に２回行われていた。害虫駆除は小学生の仕事で虫を捕って先生にみせると

ノートなどがもらえた。 
病気対策 稲が病気（いもち病）になったら、かまどの灰をかけたり、焼き土を撒いた。 
稲刈り 稲刈りは各家で行い、刈った稲は２日ほど広げて干していた。籾は筵の上で広
げ天日で干していた。 
籾摺り 籾摺りのときは４、５件の家が共同で行っていた。籾はカマス（叹）という藁
で編んだ袋に入れ、籾摺りの道具を農協から借りた。 
米の保管 昔は米俵に籾のまま入れて、ニワ（土間）などに積み上げていた。その後、
ブリキのタンクなどに入れて米を保存するようになった。 
雨天と冬仕事 雨の日には炭俵を作ったり、ぞうりを作ったりしていた。冬の間は田起
こしをしたり、麦を作ったりしていた。 
Ⅱ 水利慣行 
水引きと川番 旱魃になった時、いつもは水路に水を通しているのを、ミズヒキ（水引
き）という役についた人だけが、外の人の田を通して水を引くことが出来る。水引きは皆

から選ばれた人で、資格は１反以上の田を耕作している人である。自由きままに水を他に

入れるカッテミズ（勝手水）を禁止していて、水の引き方は水引きが決める。水引きは池

から枯れている田を見ていって、公平に水を充てるようになっている。水路との関係が悪

くて水が引けない水田の場合、その水田の所有者以外の水田を通して水を入れることもで

きた。水引が水番をしていたが、それだけでは足りない時、カバン（加番・川番）と呼ば

れる水引きの副が補佐をした。カバンは耕作面積の多い順に選ばれる。 
雨乞い 雨が降らない時、潮汲みをして雨乞していた。これは竹筒に塩を入れてビョウ
ノ下の井瀬にいって水をいれ、それを愛宕様に持っていって雨乞いするもので、神官と鬼

もでた。雨乞いは小崎全体で行っていた。 
池番  池には番をする池番という人がいた。池番は水を溜めて管理する人で、水が足り
なくなった時には水引きが栓を開けて水を引いていた。種取分の水はあった。 
◆牛馬  牛や馬の売買はバクリョウ（博労）を通して行っていた。成牛を子牛に換えたりしてい
た。「カエヨウヤ」と言って馬喰が牛や馬を変えにきていた。また、子牛のことを「ベベ

ンコ」、肉牛を「ウイ」という。自分で市場に連れて行って牛を売り、売価の半分で子牛

を買うことも出来た。これらの獣医は高田のクワノから来ていた。田を耕起するのには去

勢した牡馬を使っていた。牛は田起こしなどに使われ、ほとんどは雄であった。その際に

も去勢を行っていた。馬は田を耕起する以外にも、木材運び、炭運びにも利用していた。 
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 餌には田の畦の草や麦を煮たもの・藁・米のとぎ汁・野菜くずなどを与えていた。肉用

の牛は山香市場のセリ（競り）に出していた。牛は子牛の時に買い、それを仕込んでいっ

た。一棟の中で牛､馬を飼い、柵で分けていた。餌は牛小屋の中にシノヤと呼ばれるとこ

ろがあり、そこにおいていた。 

 博労は汽車で玖珠まで子牛の買い付けに行き、牛をトラックで運んできた。雄だけを買

っていた。牛､馬の大きさは人の手を左右に広げ、その幅で測っていた。牛の性格を表す

言葉で、気の荒いものをフナイ、やさしいものをマタイと呼んでいた。 

 

（４）衣食住 

Ⅰ 衣生活                                                       
普段着 絣の着物が主であった。夏の夜は浴衣を着ることもあった。 

労働着 着物は着古すまで使用し、古くなったものを仕事着（野良着）として使ってい

た。男性は仕事の時はパッチ（サルバッチともいった）をはき、着物を尻からげにしてい

た。野良仕事ではハッピ（法被）・ハンテン（袢纏）・ソデナシ（袖無し）を着ていたし、

山仕事ではジュバン（襦袢）に法被や袖無しを羽織り、手にはテヌキ（手貫き＝手甲）、

膝下にはケハン（脚絆）をつけていた。野良仕事ではアシナカ（足半）、山仕事では足半

や草鞋を履いていた。女性は野良仕事、例えば田植えの時などは襦袢や長着を着て、半天

や袖無しを羽織った。オヘコ（腰巻き）を巻き、長着の上から前掛けをつけ、手貫きと脚

絆をつけた。 

晴れ着 七五三や祝いの場には、着物・紋付袴・羽織・長着などを着ていた。子供の時

は４代前の人の紋付を着るという慣習が残っているところもある。絣や絹素材であった。

自分の家の機織機で織る家庭もあった。 

履物 普段は草履を履いていた。草履も普段の仕事の合間に作ったり、雨の日に作った

りしていた。長持ちするものでなかったため、毎日作った。ワラを水で湿らせ、杵で軟ら

かくして縄によってから編んでいた。そのほか、下駄や靴（ズック）を履いていた。 

雨具 野良仕事の時などでは、蓑や笠などを使用した。それらは自分たちでこしらえて

いた。蓑は棕櫚蓑や藁蓑で、それにバチロンガサ（被り笠）を被っていた。 

被り物  男性は野良仕事の時には手拭いやムッカラボウシ（麦稈帽子）、バチロンガサ

を被っていた。女性は手拭いにムッカラボウシ（麦稈帽子）であった。 

白装束 死んだ人の身近な女性が縫っていた。晒しを使用し、玉止めをせず、糸を引っ

張ると抜けるように作られる。着物も足袋も反対にして着せていた。 

Ⅱ 食生活  
普段の食事 通常は１日３食が普通で、アサメシ（朝飯）は夏で午前５時半から６時頃、

冬になると６時から６時半頃に食べた。田植えの頃などの農繁期には午前 10 時頃と午後

３時頃にコビリィー（間食）を摂ることが多かった。夜なべ仕事では臼で粉を１升ほど挽

いたが、臼摺り唄を歌いながらオヤショク（御夜食）を食べたものであった。 

 日常の主食は麦飯で、米と麦が半々ぐらいであった。学校の弁当や年寄りには米の多い

ところをよそった。朝飯はメザシ（目刺し・干し鰯）に漬け物、味噌汁であった。昼飯は

朝飯の残りを食べた。夕飯はユウメシ・ユウハン・ヨーメシといい、オジャ（雑炊）、オ

カユ（粥）、ホーチョウ、団子汁などを食べた。ホーチョウとはやや固めに練った小麦粉
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を延べ棒で薄く伸ばし、長さ２～３センチメートル、５センチメートルほどの幅に切って

季節の野菜と共に味噌仕立てで煮込んだ汁物である。ホーチョウと似たものに団子汁があ

る。団子はメリケン粉（小麦粉）を用いるものとコゴメコ（小米粉）を用いるものとがあ

り。小麦粉の団子汁の方が美味かった。 

 漬け物にはキュウリ・高菜・白菜・ナスビの塩漬け、大根・人参・牛蒡・ナタ豆・ニガ

ウリの味噌漬けなどがあった。その他の保存食としては、梅干しや乾物（ワラビ・ゼンマ

イ・タケノコ・大根<ホシカブといった>）があり、それぞれ自家製のものを用意してい

た。 

 間食 田植えの時のコビリィーでは、ふかしたイモ（唐芋＝甘藷）、コネコミ餅、カン

コロ餅、塩気御飯の握り飯、それに漬け物を出した。 

ハレの食事 正月などの祝日や祭りの日などのハレの日には、ギンメシ（銀飯）といっ

て米飯を食べた。魚を食べるのは祝祭日の時である。ケンチャン汁は御馳走のひとつで、

唐臼搗きの時には必ず食べていた。豆腐・蒟蒻・昆布・里芋・大根などを醤油味で煮込ん

だ煮物である。 

 餅を搗くのは、正月、春と秋の彼岸、盆、節句（三月の雛の節供と五月の節句）、それ

に御接待（弘法大師の祭り）であった。お彼岸にはお彼岸団子、小豆や黄粉のおはぎ、そ

れにフツ餅（ヨモギ餅）、白餅を用意した。 

 お節句は、３月の雛祭りには甘酒・フツ餅・白餅等を出した。端午の節句にはカンカラ

餅（柏餅）・チマキ（粽・河原の葦の葉で巻く）を用意したが、いずれも米の粉で作って

いた。 

 赤飯を炊いたのは、田植え後のノロヨコイ（農休み）と節句、初誕生などであった。 

食器等 昔は普段に用いる飯茶碗も汁茶碗も陶器製で、汁茶碗の方が尐し浅めであった。 

弁当 子供が学校に弁当を持って行ったが、麦飯に梅干しを入れた日の丸弁当が普通だ

った。家族全員が行く運動会などで弁当箱にサカイジュウ（堺重＝入れ子の大型弁当箱）

を用いた。神社などでのお籠もりの時のように尐人数の場合は、普通の重箱を用いた。山

行き（山仕事）の時には、竹の皮に握り飯を包んで持っていった。 

Ⅲ 住生活  
主屋 主屋はオモヤ（母屋）といいれ、寄棟屋根の民家であった。屋根材にはコムッカ

ラ（小麦稈）・茅・山茅・杉皮・竹等が用いられ、ワラヤ（藁屋）・ワラブキ（藁葺

き）・ムッカラヤ（麦稈屋）・クサヤ（草屋）と呼ばれた。小麦稈葺きの屋根は耐久性が

低く、茅葺き屋根が長持ちした。昭和初期頃から屋根の軒先部分を切り軒にして瓦葺きに

することが始まった。寄棟屋根の妻側はツマ（妻）、平側をヘラ（平）と呼び、屋根の稜

線をハフ（破風）と呼んでいた。また、屋根の棟は半円筒形に造っていたが、その棟に巻

くようにオドリ（踊り）と呼ばれる茅束が飾りつけられていた。 

間取り 間取りは基本的に田の字造りで、間口六間、奥行き４間の母屋が多かった。 

 片側には南北に伸びる土間がある。土間はニワと呼ばれ、物置や籾置き場として使われ、

夜なべの仕事場になった。ニワには天井を張らず、屋根裏が見えていた。ニワの北側はカ

マヤ（釜屋）と呼ばれ、竈が設けられていた。竈はクドといい、田染石（凝灰岩）やサン

ワ（三和＝赤土）で造られていた。クドとクドの間には湯を沸かすドーコ（銅壺）が設け

られていた。ニワの南側には大戸があるが、普段は潜り戸を用いて出入りしていた。 
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 部屋は４室あり、ニワ側南向きの部屋をヒロマ（広間）といい、その続きにザシキ（座

敷）がある。座敷の壁側には仏壇と床の間（神床といって神棚になっていた）が設けられ

ていた。ニワ側北向きの部屋はナイショ（内所か？）といい、ロ（炉＝囲炉裏）が切られ

ていた。その奥はナンド（納戸）で、戸主夫婦の寝室であった。座敷は来客をもてなす部

屋であるが、祝儀・不祝儀の時には広間まで通しで用いた。内所は居間で、家族の団欒の

場であった。 

 昭和２５年頃から炉を掘り炬燵に改造した家が多かった。 

屋敷と附属建物 屋敷に隣接してサエンバタケ（菜園畑）が設けられていることが多か

った。屋敷内にはタキモンゴヤ（焚き物小屋）、それにマヤ（厩）とコエマヤ（肥厩）・

便所が一体となった小屋と風呂があった。 

 

（５）社会組織   
Ⅰ 講組とその役割 
講組 小崎地区は①小藤（オフジ）・空木（ウツギ）・桝淵（マスブチ）・堂山（ドヤ

マ）の奥組、②原（ハル）、③小崎（オサキ）の３つのコウグミ（講組）に分かれている。

講組は地域最小の相互扶助組織で、葬式などの冠婚葬祭の時に活動する。 

奥組の講組 奥組の中でも桝淵と堂山は一つの講組になっている。奥組では年末にシツ

ヨセといって衛生さんという役の人が、講組で草刈をしたり、立て替えていたお金などを

集金する。この時は衛生さんの家に集まって、かしわ汁や煮豆などの食事を食べた。 

 小藤では葬式には家中で取り仕切る組、オトキ（お斎／昼食の精進料理）を作る組、土

葬をする組とに分かれていた。各戸２人くらいが行っていた。お祝い事はその家にお祝い

を言いに行く程度であった。 

原 原は七つや（親戚同士の 7 軒の組）・ケンノキ・ウラ・ハルマエ（原前）などの隣

保班に分かれている。小崎と原の境界線は橋で、橋から小崎側を下部、原側を原部という。 

 葬式の時、原は内と外に別れる。内は葬家のあるグループで、外はそれ以外のグループ

である。内はオトキ（お斎）・オトリモチ（御取り持ち）の準備、外は通夜の買い物・会

計・野行（墓の準備）、ドウグバライ（道具払い。葬式の時にロウソク立てなどを作る）、

テラユキ（寺行き。葬式の道具を取りに行く）などの仕事があった。昔は香典から買出し

の金を出したが、今は香典を開けずに家の人に渡している。  

台薗 小崎は大村（台園／ダイソン）とも呼ばれ、裏の迫（ウランサコ）隣保、西隣保、

東隣保の三つに分かれている。隣保班は口組の単位にもなる。この隣保班単位で葬式の時

のお世話を戦時中までしていた。この時は２つの口組に分かれる。葬家のある講組を内講

組、その他の講組を外講組と呼ぶ。前者は連絡・オトキ（お斎）作り・葬家のお世話等の

役目があり、後者は葬式の準備・穴掘り・ノタテ（野立て／埋葬の一連の作業）をする。

この組は世話方となって活動し、作業全体を台薗でする。また、結婚式でも特に妻をめと

る時に隣保班単位で活動していた（昭和 40 年代）。この時は結婚する人の班に属してい

る各戸 1 人が招待されていた。その他、秋祭りのときの注連立てやお神酒つぎ（神輿が

来た時に注ぐ）もする。 
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Ⅱ 屋 号 

小崎の家の中には次のような屋号で呼ばれる家がある。 

 

 

 

 

 

 

その他、御像堂というのがあって、ミドウ・ミドロー・ミゾードーと呼ばれていた。 

 ※今は建物はないが、本家分家の関係で、ヘヤンインキョという制度があったという。 

Ⅲ さまざまな社会組織 
青年団 現在は田染中青年部と呼ぶが、昔はワケーシ（若い衆）とかワケモン（若者）

と呼んでいた。構成員は未婚の男女で、高等小学校卒業後入団し、結婚と共に退団した。

入団式も退団式も特になかった。主な活動内容は延寿寺での盆踊り・素人演芸への参加な

どであったが、道路普請（清掃）や消防団としても活躍していた。今の主な活動内容は田

染地域全部の家の消毒などである。 

田染婦人会 構成員は既婚女性で（人数が多い時は 200～300 人もいた）、脱退時期は決

まっていなかった。平成５年頃まで活動していたが、今はない。小崎の場合、原（ハ

ル）・大村（大園／ダイソン）・奥（オク）の三つに分かれ、それぞれに支部長がいた。

毎月１回は支部長会を行い、年数回寄り合いをしていた。主に公民館で活動していた。活

動内容は９月中旬に検診・敬老会、延寿寺での料理講習、高田観光盆踊りへの参加、老人

家庭にゴキブリ団子を作ったりしていた。敬老会は公民館（公民館がない頃は学校）に

70 歳以上の人を招待して、折詰め・紅白餅・酒・ジュースなどを出したりバラ寿司など

を作ってもてなしたり、演芸会を婦人会でやったり外部から呼んで開いたりした。費用は

市からの給付金一人あたり 800 円と各家から 1000 円ずつ徴収したお金でまかなっていた。

今は食生活推進協議会（食推協）というのがある。 

老人会 構成員は 60 歳以上で、活動内容はゲートボール大会を年５回、市からの補助が

出て、夕日観音の掃除を年２回する。また３・７・９月には、血液などをはかる検診があ

る。クラブには役員がいて昔は会食の用意などをしていた。 

Ⅳ 子供たちの組織 
文殊講（モンジコ） 昔の子供たちの組織で、秋の終わりに缶詰を購入したり、米を持

ち寄って一軒の家で醤油飯（煎子を入れた御飯）を炊いたりして夕ご飯の支度をしたり、

本を読んだり、発表会を開いたりしてみんなで泊まった。これは持ち回りで行っていた。

子供たちだけで活動する自立性の高い組織であった。 

子供会 戦後になると子供会になった。構成員は幼稚園児から小学生までで、活動内容

は夏休み前に小旅行や海水浴ヘ行ったりして、ラジオ体操をしたり、川泳ぎ（年上の子が

監視をした）をした。冬は火の用心の夜の巡回を行っていた。活動場所は主に学校だった。 

児童会 世話の人に家に行って本を読んだりする発表会をしていた。 

部落会 子供たちの組織で、劇・歌・話などを行い、家族で見に来る。 

阿部武則さん宅 カドノヤシキ。カドでも通用していた。 

河野英樹さん宅 タメノブ⇒タネノブ⇒タネブ 

安東利栄・信之さん宅 ショウヤ。信之さんは分家である。 

河野一三さん宅 ナカ・ナカヤシキともいう。 

河野精一郎さん宅 ヘヤノオモヤ※ 

渡辺悦治さん宅 ケンノキ、イワノハナ、オオヒラ 

渡辺積さん宅 タノハタ 
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こどもの役割 昭和 30 年頃、害虫駆除を子どもたちが行っていた。害虫をビンの中に入

れて、部落担任の先生に渡していた。また農繁休業５月と秋に２日あったが、昭和 37 年

には無くなっていた。その他、１週間に１回（日曜）愛宕様の掃除を行っていた。 

Ⅴ 共同作業 
共同作業 小崎では道路の草刈り・道の修理・井堰の修理・お宮の草刈り・共有林の草

刈り・田植え・家の改築などを共同でする。小崎では１年に２回、道路の草刈りをしてい

て、８月の第１日曜日は小崎全体で草刈や溝浚えをしていた。草刈りをミッツクリ（道作

り）とかミチンクサカリ（道の草刈り）と呼んでいる。道の修理は市の道路についてはミ

チブシン（道普請）として区が主催して行っていた。なお、共同作業に欠席したときは出

不足として、年末の計算の時に 500 円取っていたが、今は行っていない。井堰は石灰を

混ぜた赤土をねったもので修理したが、戦後は行っていない。お宮のクサカリ（草刈り）

は雨引神社と堂様は台薗だけで、愛宕様は小崎全体でする。共有林の草刈りは現在も８月

にしている。田植えは交代で各家の田植えの手伝いをする。手伝いに行けない場合は、お

金を払った。家の改築は同じ組の人や親戚の人が手伝った。共同作業には罰則があり、作

業の時に所用で出られないと、デブソク（出不足）といってお金をいくらか出さなければ

ならない。 

 小藤では道の修理を昭和 30 年までやっていた。馬を出して土を寄せたり、石を敷いた

りしていた。道具はイワホリ（岩掘り／鍬先が尖った鍬）、ツルハシ（鶴嘴）、テブリ

（手箕／竹で編んだ籠）を使用し、馬にはハタゴ（藁で編んだ袋で、底は紐で結ばれてい

て、ほどくと水が出る）を載せていた。また、草切りを桝淵、小藤、空木合同で池から上

をしている。世話人がいてその人を中心に行う。 

Ⅵ 共有財産  
 小崎には共有財産として共有林・公民館・葬具を持っている。 

共有林 小崎地区の共有林は小藤の奥の山に現在４町５反あり、杉と桧で小崎生産森林

組合長さんに賦課金を払って維持している。今は権利を得ることは出来ないが、山の価値

があった時には木材の値打ちがあったので、お金になっていた。そのため、木を売った場

合は各戸に配分していた。共有林には「小崎入会林野整備組合」という組合がある。以前

はみんなが入っていたが、森林の価値がなくなって、勤めていない人は抜けている。そう

いう人は草刈にも参加しない。共有林は 50 町歩あったが、営林署に貸して、営林署が植

林して、売れたら何割かを署がとるという形にしていた。共有林には入会権があって、権

利を持つ人は権利者の総意によって売ることができた。営林署の権利になっていた木を売

って、小崎の人が市から買い取った（最終的には全部売った）。それがタノキでその他は

市の権利となっている。また、台薗では雨引神社の山林を約５畝持っている。アマビキン

（雨引の）共有林とかアマビキンお宮の共有林などと呼び、今は成木しているので草刈は

しなくなったが、木を売ったお金はお宮の費用になる。 

 小崎以外にも原（ハル）、ベザイテン、原・間戸（マド）・中村（ナカムラ）に共有林

がある。ベザイテンの共有林はベザイテン８軒だけの共有林で、草刈などをしないので、

今は荒れている。共有林の木を売って得たお金は神社のものになるが、今は各戸に配分し

ている。共有林組合があり、昔は自動的に組合員にされたが、今は山の価値がないので組

合から抜ける人もいる。ハル・マド・ナカムラの共有林は境界が自然物で７年間境界争い
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の裁判をしたこともあったが、40 年前に解決して、今は妥協して一軒につき 3500 円もら

って共同で所有している。原・間戸・シモムラは烏帽子岳に共有林を約 16 町所有したが、

裁判で保有割合が決まり、原と間戸が１に対しシモムラは２となっている。シモムラの山

にはクヌギ、ナラの木が多い。 

葬具 昔、葬式があった時に座布団や葬具を回して使っていた。次の葬式があるまでは

葬式のあった家で保管していた。差別や使用金、貸付はなかった。  

公民館 小崎生活改善センター（公民館）は昭和 59 年３月に設立され、区長が管理して

いいる。公民館の設立には 800 万円の費用がかかった。300 万円と 100 万円を県の融資制

度で借り、不足分については寄付を募ってまかなった。寄付も合わせると合計 800 万円

以上のお金が集まったので、建築費用の残りを公民館のお金として残し、定期預金にして

いる。公民館の維持には費用がかかるが、個人の寄付もあるので、それでまかなっている。

公民館には公民館運営委員会があって区長代理が会計を担当する。  

共同水車 藤には共同の精米所があった。水車を利用したもので３軒で管理していた。

原には共同の精米所はなかったが、粉ひき（石臼）はあった。個人で所有していたが、み

んなで使っていて、雨の日に女性が小麦粉・大豆・米の粉・そば粉をひいていた。 

モライブロ 貰い風呂といってお互いの家のお風呂に行って話をしたりする。 

Ⅶ 現在の自治組織 
役員 小崎地区の役員には区長・区長代理・隣保班長・荘園委員長・事務局長がある。

区長は 1 年交代で行い、勤めに出ていない者が務める。区長代理は主に区長が活動でき

ない時に活動する人で、次の区長になる人が務める。隣保班長は上・中・台薗各３隣保班

から計９人が出る。荘園委員長は１カ月２回（第１・３土曜日）行われる荘園委員会の責

任者である。事務局長は平成 11 年に出来た。また生産森林組合は何か事態が生じた場合、

役員（担当者）を設ける。各組には「衛生」が各一人いて、伝染病が流行った時の鋼おき

や消毒まきを行う。その費用は毎年 1 戸当たり 700 円徴収する。衛生の家で各組におけ

る年度末の決算・水引の本番・評価委員・農協関係などすべてのことを決めていた。また

組の１年間の計画も決めていた。現在下組では公民館で集会を開いているが、奥・原では

衛生の家で３月に行っている。 

 役員には区長・衛生さんがおり、区長は定年をした人（公務員などの仕事の人は後回

し）から生年月日順に回る。衛生さんは各家ごとに１年交代で回ってくる。 

寄り合い 年に４、５回盆踊りや正月などについての話し合いを公民館に集まって行っ

ている。その他には年末に役員（エイセイサン／衛生さん）による集金（シュツヨセ／出

寄せ）や草刈りを終えると衛生さんの家でかしわ汁・煮豆などを皆で食べていた。その他

過去に水道を取り付けるための話し合いやミッツクリ（道作り）の話し合いを行ったが、

道作りの話し合いなどは今でも行っている。 

 寄り合いの中でも、年頭に行うものを初寄りといった。現在、初寄りは延寿寺で正月に

行い、区長の引継ぎ・交代などはこの時に行う。昔は班長・宮の班長・宮番がナガモチ

（長持）を持って旧区長のところへ行てもてなしを受け、それから班長たちは長持を持っ

て新区長の家へ行き、新区長はこれをもてなした。このような流れの行事を行っていたが、

お金がかかるので現在のように初寄りの場で交代するようになった。 

 現在、寄り合いは区会といい、席順は出席者の年齢順で家の制限はない。 
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区費と年番 区費については６～７年前まで「年番」と呼ばれる役職が設けられていて、

その人が区のお金を伴うすべてのこと（共同募金を含めて）にお金を立て替えることにな

っていた。そのため、お金が必要な時は区長が伝票を切って年番からお金を借りていた。

そして年度末に年番に借りたお金を地区全戸で割って返していた。年番に払うお金は戸割

（各戸平均で割ったもの）と池割（池がかりの水田１反あたりいくらだすという割り方）

によって払っていた。区の行事に関する費用と池に関する費用、そして年番に払う利子分

と無利子分（池守の給料、区長の給料、消防の給料など）も一括して計算して、その分を

戸割と池割にして集めていた。 

  払う必要のあるお金は２種類に分けられる。ひとつはヘイヨウ（併用）と呼ばれ、毎

年払う必要のある池守給・水引給・溝浚えなどの費用がそれにあたる。耕作者が払うこと

になっていて、小作に出している場合は小作人が負担する。もう１つはリンジ（臨時）と

いい、池普請や溝普請などで、地主が負担する。 

 年番は下、原、奥で一年ずつ交代していた。しかし、奥の人口が減って年番の回数が増

えるので異議が出て、下３年、原２年、奥１年となったが、それが機能する前に消滅して

しまった。財力のある家に年番を頼んでいて、年度末の金寄せの時に誰に頼むか決まって

いた。年番は他に愛宕様の世話、年度末のシツワリ（区費の戸割のことで各戸平均して拠

出する）などを担当していた。手当てとして年番給があった。その他、池割り給、水引き

給、カバン給、愛宕池に水を仕掛ける係りの手当てもあり、下半期のほうが使う費用が多

かった。 

  現在、年度末の区会で決算が決まると池関係の費用は池割りで、区関係の費用は戸割

りで計算する。奥・原・下で２名ずつのシツワリ委員と区長と年番と代理で、年番がいた

ときは年番の家で行っていたが、今は公民館で行っている。計算して各戸に支払う金額が

出たら、シツワリ委員が徴収しに行く。決算の区会は３月に行われていて、会計年度は

12月であったが３月に変更された。  

 個人が払う費用については割分帳を基に計算する。割分帳には池割りに必要な氏名・段

別・無利子分（池守り・区長・消防などの手当て）で支払う金額などの情報を記してあり、

区長が管理している。池守りなど池関係の役職についている場合は手当て分を差し引きす

る。もし差し引きで手当分が多かった場合はシツワリ委員からその時もらえる。昔は段別

の等級によって池割をしていたので、シツワリの計算は夜中までかかっていた。 

    集金が終わると各組ごとに直会を行う。直会の時にはシツワリをした人は年齢に関

係なく上座に座って労をねぎらわれる。直会の前には組で使った諸経費などの計算もする。

ハル（原）の場合 1500円程度の折（折り詰め弁当）を買って労をねぎらう。 

村入り 村入りする場合（他所から小崎地区に住居を移す場合）、３月か６月の区会で

酒を振舞って挨拶をすればいいことになっている。共有権の権利を持とうと思えば、総意

が必要になる。 

規約 水田の規約があったが、決まりを破るものがいなかったので罰則などはなかった。

１年ごとに水田の利用は変わったが、今でも規約は寄り合いの時にでてくる  

水道組合と飲み水 道路を作るために、川の水を引いている地域にボーリングをして井

戸水を水道として引くことになった。これは小崎のほとんどの地域が対象になった。 
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 飲み水は空木でボーリングしたものを使用している。昔は谷の水、井戸の水を利用し

ていた。 

 

（６）人の一生 

    人の一生は儀礼と共にあり、儀礼によって、その人生の節目を過ごし彩っていく。そ

れは人生儀礼と呼ばれ、かつては地域によって格差が見られたが、現在では葬儀社などに

よって均一化され、軽視されることにより、その姿を消しつつある。時代の流れを止める

ことはできないが、この記録がその姿を留めることになることを望むものである。 

Ⅰ 産育（妊娠･出産･育児）・成人儀礼 
帯祝い 妊娠５カ月目の戌の日に行なわれ、兄弟・仲人・両親が祝いに訪れ、嫁の実家

からは晒・産着・紅白の紙に包んだねんねこのきれ・布団（子供用）が贈られた。晒で腹

部を巻いた。５カ月に限らず、６、７カ月になる所もあり、５カ月なら５品、６カ月なら

６品、７カ月なら７品を持ってくることになっている[小崎]。５カ月目か７カ月目に白

帯でお祝いをする[空木]。 

出産 里（産婦の実家）や家（婚家）で産んだ。家で産む時には姑さんが取り上げた。

産婆にはご飯を出した。たらいにお湯をいれて用意した。臍の緒はとっておき、後産は墓

にもって行って埋めたり、部屋の下に婿が埋めてその上に石を乗せたりした。生まれたら

すぐに宮参り用の着物を里の親がもってきた[小崎]。 

 産婆を呼んで納戸で産んだ。後産はいつも寝ている所の床下に埋めたり、墓に捨てたり

した。またひとりで産婆を呼ばずに産むこともあった。臍の緒は姑がはさみで切って糸で

縛り、ちり紙・脱脂綿でつつみ箱に入れて、人が踏まないところに埋めた[空木]。 

産の忌み 昔は産後 15日で仕事をしていた[小崎]。 この他、20日目という所もある。 

名付け １週間以内に夫が決めて籍をいれる。空木などでは名付けをするのは祖父や夫

などの場合が多いという。 

宮参り 宮参り用の着物は里の親が生まれたらもってくる。33日目に行なう[小崎]。 

 生まれたら 33日目に行なう。三嶋様に行く。その後に里に顔見せに行く[空木]。 

 他に、姑と婿と３人でお参りするという例もある。 

祝い 15 日アガリで里の両親とお祝いをする。百日目に家族だけで祝い、赤飯を配る。

１歳の誕生日の時だけお餅を１升分作り、背中に担がせて歩かせる。新しい晒で担がせ、

お餅を「祝～」と書いた紙に包む[小崎]。 

初正月 里（実家）が長男にはハマヤ（破魔矢）、長女にはハゴイタ（羽子板）を贈る

[小崎]。「初正月」と空の重箱に書いて配る。弓・矢・鎧・刀を飾る[空木]。 

 弓と矢のついたものを持っていく[原]。 

初節句 里が長男にはノボリ・カブト、長女には雛を贈る[小崎]。 

 桃の節句の時には嫁の実家から人形が贈られてくる。男の節句の時には鯉のぼりや兜が

贈られてくる。そのお返しとして、相手の両親や親戚、仲人を呼んでお祝いをする[原]。 

七五三 着物と紋付袴を着てお宮にお参りに行った[小崎]。 

若者入り 小学校卒業時に行い。盆供養・太鼓の運搬・飲み会を行なう[小崎] 

成人式 20歳の時に行なう。 

 

Ⅰ－ 137



Ⅱ 結婚 
出会い ほとんどがお見合いであった。親類や知人からの紹介などがあり、仲人同士で

決めていた。大部分は村内部だけに関連するものがほとんどであった。なお、空木地区で

は夜這いがあったというる。 

中祝儀 するめ・こんぶ・やなぎだる・米・五色のきれ等の約８種類の結納の品物を嫁

をもらう側が嫁を出す側に渡す日を中祝儀という[小崎]。 

嫁入り 式の前に婿が迎えに行く。この時に叔父がついてゆく。嫁を迎え火で迎える。

嫁が来る時、道路に大きな石を置く[小崎]。 

 ９～10 時に婿が嫁を迎えに行き、嫁は「行って来ます」「お世話になりました」と言

って家を出て、まっすぐ婿のもとへ行く（荷物も一緒に運んだ）。仏に「よろしくお願い

します」と姑や親戚と一緒にお参りした。[空木] 

披露宴 ２～４日間に渡って行なわれた。前座・本座・後座に分かれていて、前座は友

だちを呼び、本座は親戚を呼んで儀式に則って行なわれ、後座は隣近所の人や仕事先の人

を呼んだ。嫁にはアリツケオンナという一番近い親戚の叔母が付いてきて、一緒に泊まっ

た。昼から家で披露宴を行なう。その時、振舞われる料理は料理人を雇ったり、料理のう

まい男の人が作ったりした。化粧直しは１回で、紋付に替た[小崎]。 

Ⅲ 葬式 
死の予兆 カラスの鳴きが悪いと人が死ぬという。 

死者に対する儀礼 畳を上げてユカン（湯灌）をする。着ている者をすべて反対にする。

「仏ごしらえ」といって、家の人（親戚･親･子などの身内）が白い反物を縫って死者に

着せる[空木]。棺の中に六文銭をいれ、足袋を逆に履かせていた。 

無常講 内講組（親戚関係にあったところ）と外講組（それ以外）に別れ、内講組はオ

トキ（御斎）やオトリモチの準備、外講組は野行き（土葬墓の準備）や会計、寺行き、ド

ウグバライ（道具払い）を担当する。葬式用の食器は各家が持っていた。会席膳や猫膳な

どで、１戸 20 人分は持っていった。昔は香典から買出しの金を出した。今では香典は開

けずに家の人が払う[原]。 

納棺と野辺送り お棺の材料は杉の木で、大工に作ってもらった。棺を縛る荒縄は左で

なって作った。式をしたあと山にかついでいった[空木]。ヒヤ（火屋／４本）は神輿の

形をしており、死者の家として朽ちるまで建てておいた。裕福な家は棺の下に米俵を並べ

ておいて、米は寺に寄付した。なお座敷から棺を出すことをクサクユイといった[小崎]。 

火葬 昭和 39 年までは土葬で、それ以後は火葬になった[空木]。なお、それ以前でも、

伝染病で死んだ者は山の中にある煉瓦造りの専門の焼き場に運ばれていた。 

 

（７）年中行事 
【１月】 
正月 弓矢 もし男の子が生まれていたら、弓と矢を送る。 

厄年と年重ね 厄年と９がつく年（９・19・29・39…）には年重ねといって、小

さな丸餅を二つ重ねて 13個作る。3日に鏡餅を切る。 

１日 初寄り 主に区長の引継ぎを行う。昔は長持ちに書類を入れてあり、旧区長の家

に隣保班長・宮番・お宮総代が長持ちを取りに行き、新区長の所に持っていった。新旧区
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長ともにそれをもてなした。これでは費用がかかるので、今は延寿寺で行う。組から３人

ずつ班長が集まって話をする。区長が魚と酒を用意する。 

門松 昔は門松を立てていたが、今は配付される紙を張るだけである。 

三が日 正月三日間仕事をしない家もあれば元旦だけ仕事を休む家もあった。    

門松・注連縄はしない。神様（大黒様や恵比寿様）や仏様に｢今年もいい年であり

ますように｣と祈りをささげた。初詣は愛宕様か宇佐神宮に行く。親戚への挨拶廻

りはなく、近所とはお宮で挨拶をする程度。正月だけ赤い茶碗を使った 

松竹梅 門松の代わりに松竹梅を飾っていた。焼酎配りを行っていた。注連縄は   

しない。 

１～20 日 年始 親戚の家に家族で行ったり、来た人をもてなす。煮豆・きんぴら・お

吸い物（卵・椎茸）でもてなす。今はなくなったが、戦後５～６年まではしていた。   

20日まで仕事はしない家もあった。 

４日 仕事始め 鉈をかけて山へ入る。 

７日 七草粥の日 七草粥のほかに小豆粥も作っていた。 

14 日 もち粥の晩 小学生の高学年生が、餅で作った｢モチバナ｣などのお祝いの品を持   

って｢祝うちょくれ｣といって各家をまわると、品物と引き換えに 50円もらえた。 

15日 もち粥を食べる。 

20 日 二十日の歯固め 行事は特にない。｢ハツカのハガタメ（二十日の歯堅め）｣とい

って焼いた餅を食べた。これが終わってから仕事を始めたという。 

【２月】 
旧１日 二宮八幡社の神楽 二宮八幡社で神楽の上演。昔は中村に神楽の座があった。   

昔は小崎にも神楽座があり、大田村や杵築にも神楽座があった。杵築には新富座という歌

舞伎（芝居）一座もあった。高田にも歌舞伎一座があった。 

３日 節分（星の日） 愛媛の海岸寺で厄除けのお守りをもらう。節分には、家で大豆

を煎って豆まきをした。 

８日 初午（ハツウマ） お稲荷様に参る。狐は塩が嫌いなので、塩を入れない小豆ご

飯を供える。 

ブシャマツリ（武者祭り・歩射祭り） 戦前は流鏑馬を行っていた（空木だ

け？）。芝居を行った。 

【３月】 
３日 金毘羅の祭り 昔、料理はおから・酢の物・煮豆・きんぴら・こんにゃくの煮つ

け・昆布の煮物・酒だったが、今はから揚げ・菓子・酒・ジュースである。 

   雛祭り 初回の雛祭りの時（初節句）だけ親族が集まる。あとは家族で祝う。長

女が雛人形をもらう。酒を飲んで、長女ができた時だけ近所に見せていたという。

長女の時には女の子の初節句といって、お祝いをもらった人や親戚を呼び、お酒

を振舞う（昔は甘酒、今は白酒）。紅白の饅頭を作る（河野清子）。 

４日 春季祈年祭 愛宕神社の社殿に酒・水・塩・五穀・野菜をお供えしていた。今は   

酒・魚・野菜（数種類）・米（白米・玄米）・昆布・カンテン・果物をお供えする。この

行事は、火災・水害から村を守るために行っている。 

   （神官の都合上、今は 20日に行っている） 
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10 日 金毘羅様 今は４月１０日。 集落で行う。カナイジュウゴモリ（家内中籠も

り）という。筵を敷いて、蕗の葉をお膳にして、シダの茎を折った物を箸にして、お煮   

しめ・豆腐・昆布まき・キラズを食べた。 

21 日 オコボウサマ（御弘法さま） 弘法大師のおせったい（御接待）。空木の上の方

のカヤバというところに家があり、岩の膨れの下に三体の像が祭ってある。皆で接待を出

す。接待には餅（ヨモギ・白餅・白餡）をつく。今はこれの代わりに菓子を出す。現在は

４月 10日。 

    堂様のお接待 原集落の人は全員参加。 

【４月】 
４日 愛宕祭り ４月４日と７月 24 日に愛宕祭りをする。４のつく日には愛宕祭りが行   

われており、昔は６月４日にもしていた。 

【５月】 
５日 端午の節句 初めての男児（長男）だけが端午の節供をお祝いする。世話になっ

た人を呼び、草餅（よもぎ）、酒をふるまう。 

【６月】 
   二宮八幡社の夏祭り（夏の大祭） お神楽を上演した。モトミヤサマ（本宮八幡

社）の夏の大祭では、青年団による素人演芸が行われた。 

４日 ウドンマツリ（うどん祭り） 原だけの行事で、戦時中頃になくなった。当時は    

ウドンがご馳走だった。座元の家で行い、黒塗りの器にうどんをいれて「おまわし」した。 

【７月】 
本宮神楽と愛宕神楽 毎年ではないが、夏の例祭日に大田村や杵築から神楽座が来た。 

４日 カナイジュウゴモリ（家内中籠もり） 各人で御馳走を持ち寄る。 

７日 七夕 各家で七夕を祝う。朝、フクラシモチ（炭酸饅頭）を作って配りあう。 

20日 愛宕様 

   カザドメ（風止め） 

24 日 上愛宕社祭り 池から上の集落（空木・小藤・淵・堂山）が参加する。この集 

落を奥組と呼び、奥愛宕様の氏子とされる。家の者全員参加。昭和 30 年ぐらいまで、オ

ゴク（米を炊いたものから赤飯になった）を各家から持っていって供えた。空豆・かぼち

ゃ・山菜の煮たものなども持参した。おみくじを引く。 

   家内中籠もり 原地区だけのお祭りで、下の愛宕神社で行われる。火の神様の祭

りで神社の境内で行う。祝詞をあげ、川の中のクリバ（垢離場）に入って２回廻って、白

装束に着替えて愛宕様へ行き、火起こしをするというのが行事の流れである。中が空洞に

なったウツギの木に火を起こし、乾燥したヨモギに火をつける。これは祭りの時はせずに、

今年は山伏を再現して行った。下の愛宕神社の堂守（＝宮守）は世襲制で、小藤の河野マ

サヒデ､ヨシタカ､ウイさんが代々務めてきた。以前は堂守を変えたら火事が起きたとい

う。神社でのお籠もりでは、かぼちゃ・馬鈴薯・てんぷら・こんぶまき・寒天・卵などを

使った料理や昆布巻・砂糖入り寒天・茹で卵などをサカイジュウ（堺重＝入れ子の重箱）

に入れて持っていった。そして皆に配りまわっていた。現在はお煮しめなどを持って行っ

ている。また、おこわを炊き、神前に供える。午前中にはお籠もりを済ませ、以後は午後

から青年たちが盆踊りの稽古のため下愛宕様へ行き、太鼓や口説きなどの練習をした。こ
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の日から始めて盆の 13 日まで、毎日練習をした。昔、空木では下の愛宕様で若い者が午

後から盆踊りや太鼓、口説きの稽古を 13日まで毎晩していた。 

【８月】 
潮汲み 20 日間雨が降らないと、愛宕神社から鬼の面を被った人が２名出て、

御幣を下の堂前（ビョウノシタ＝廟の下／小崎集落下）に持っていき、小崎川で 潮（川

水）を汲んででいた。もとは海から海水を汲んでくるのが本当であったらしい。30 日を

過ぎると、二宮八幡社から潮汲みの行列が出て、40 日を過ぎると 一宮（本宮八幡

社）・二宮（二宮八幡社）・三宮（三宮八幡社）から御輿が出て、川勧請をしていた。 

日程不詳 稲荷社の祭り 昔は年２回行われていた。 

盆の尐し前 ワケモンゴモリ ワケイモンゴモリ（若い者籠もり）ともいう。盆の尐し

前、寺で踊り、太鼓や口説きの稽古をしていたが、今はしていない。愛宕神社でも踊りの 

稽古をしていた。 

10日 墓掃除 一軒から１～２人出て、墓地の草刈りや掃除をした。 

11 日 墓ざらえ 村人が集まって墓掃除をする。無縁仏というのがあり、そこも掃除す   

る。座前が準備をして、終わったら、座前の家で一杯やっていた。 

13 日 お盆のお迎え 早朝に仏壇にご飯を供え、水・線香・ろうそく・花を持って墓地   

まで亡くなった人の霊魂を迎えに行く。僧侶は縁側から入る。初盆の家では初供養といっ

て、親戚を呼んでもてなしてホトケを迎える。盛籠や提灯、灯篭を飾る。精進料理はナス

やニガウリの油いため､素麺､人参の煮物などである。 

   供養踊り 夜に初盆の家を皆で順に盆踊りを踊って廻った。廻る順番は上から下、   

下から上と毎年交代でしていた。踊りの演目はレソ、ヤンソレサー、ロクチョウシ（六調

子）であった。 

14 日 村踊り 小崎村が主体となって催していた盆踊り。以前は延寿寺で踊っていた。   

公民館に初盆の亡くなった人の写真を持っていって、供養踊りをした。戦後、青年団の女

性と男性が集まって、フクレモチや西瓜などのおやつを作っていた。 

15 日 お盆の送り 日没直前、線香をたいて、家から墓へつれて帰る。提灯・灯篭は燃

やす。御供え物は食べる。きゅうりやとうもろこしで馬を作って送る。 

16 日 カゼゴモリ（風籠もり） 台風がこないで豊作になるようにと、小崎地区各家か

ら１名ずつ出て、愛宕神社で祈る行事。神官に祝詞をあげてもらう。「地獄の釜もその日 

は休む」といい、その日はヨコエ（休め）と言われて、村全体で何もしない（農作業など

の労働をしない）。現在も行っている。なお、台風のことを、カザンタマ（風ん玉）と呼

んでいた。 

20 日 空木の祭り 午前中に観音様にオゴク（お御供＝御飯）を供え、煮豆を食べる。    

座前が祭りの世話役になり、オゴクや煮豆を炊いて、旗を立てたりする。午後、オコウボ

ウサマ（お弘法様）を祀り、座前が旗を書いて奉納する。毎年ではなく、病中や病明けに

行う。 

【９月】 
９月中 川勧請 日照りが続くと実施する雨乞いの行事。田染地域では昭和４年が最後。 

９月中 屋敷祭り 神官さんにに御幣を作ってもらい、座元が各家に配る。西組・東組

でする。煮しめ等を集まって食べる。 
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１日 愛宕様のお篭り 神酒、シオクミ（潮汲み）をした。今では８月１６日の風籠も

りと一緒に行っている。 

【10月】 

旧暦 16～18日 本宮・二宮・三宮の大祭、田染の三社祭、秋の祭典､田染の秋の大祭 

   小崎全体の祭礼行事。毎年、祭の日が違う。昔は旧暦 10 月 13 から 19 日と、期   

間が長かった。１週間前、「精進入り」といって御神輿を担ぐ連中が二宮で御馳走を振舞

われる行事があった。そしてその日から高田の浜に潮汲みに行っていた。この間、四足

（獣）の肉は食べない。若い青年男子が御神輿を担いだ。担ぎ手は 60 人ほど。神輿の休

息所が途中に何ヶ所かあった。最近はトラックに神輿を載せて廻っている。田染の一宮

（本宮）・二宮・三宮（中村の一宮様、小崎の二宮様、大田の三宮様）は、三姉妹の女神

であるという。三社から神輿が出て、大井堰近くの市場にある御旅所に集まり、２泊３日

の間留まる。年番さんが２晩世話をしていた。この時、三社の神官さんたちも泊まる。昭

和 34～35 年頃まで芝居が来ており、御花（御祝儀＝お金）をあげていた。田染は９区に

分かれていて、それが勧進元となって芝居の世話をしていた。昔は芝居小屋があったが、

18～20年前（？）の大雨で流された。 

10 月中 ブシャマツリ（武者祭・歩射祭り） 秋の豊作に感謝し、悪魔を払う行事。小

崎地区では台薗だけがしている。１戸から１人ずつ男が参加し、弓で的を射る。座前の持

ち回りでもてなしたりする。かかる費用は割り勘。 

【11月】 

11 月 先祖祭り 渡辺姓、河野姓の人などがする祭りで、米などを作り上げた後にして   

いた。座前でもち寄りでしていた。 

   報恩講 浄土真宗の門徒が集まってしていた。 

４日 霜月祭り 各家庭に他部落の親戚が訪ねてくる。嫁にいった娘が帰ってきたりも   

する。それを御馳走してもてなす。真木にはお堂様、横峰には４月 10 日にジゼノサマ

（善神王様）という行事があり、真木や横峰の親族は霜月祭に招かれた代わりに、これに

招待する。昭和 30～35年くらいまで行われていた。 

23 日 秋季祈年祭 愛宕神社での行事で、その年の収穫を感謝する。現在の供え物はお   

神酒・野菜・うろこと頭つきの魚・ボラ・イリコ・果物・昆布・寒天であるが、昔   

は水・塩・五穀（麦・白米・玄米・稗）であった。 

【12月】 

１日 烏朔日（カラスツイタチ） キキリツイタチ（木伐り朔日）ともいう。あと１カ

月で正月が来るので油断するな、烏の鳴かないうちに起きて仕事を始めなさいという意味

だという。この日に粘っこいもの、例えば餅などを入れた御飯を食べると、マン （運）

が良いという。 

17 日 観音祭り 子供・女性も参加し、豆腐の吸い物・煮つけ等を食べる。酒も座前の   

負担であった。だんだん派手になってきたので簡素化される。平成 10年が最後。 

28日 仕事納め 

28 日と 30 日 餅搗き 29 日は餅搗きをしてはいけない。なぜなら「苦餅」といって苦

労   するからだという。28 日はヒバエといって火事が起こりやすいから、餅を搗か

ないともいう。30日は鏡餅が一夜飾りになるから搗かないという家もある。 
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31 日 大歳祭（オオトシサイ） 昼の 12 時から愛宕社で大歳祭りを行い、夜 12 時から

愛宕社で元旦祭を執行。 

   サビシミマイ （淋し見舞い）この年に葬式をした家へお酒を持っていく。 

30～31日 ウラジロ・松・竹・梅をくくったものを、神棚・仏様・家の隅々に置く。 

   屋敷祭り 一年前の御幣をかまどで焼く。ダマエ（座前）が神官を呼び、水神・

かまど神にも御幣を着せてお祭りをする。 

   オトヨリ 小崎全体の村寄り合い。一年の収支決算を行う。４月と９月に区費を   

集める。年２回に分けたのは、一度に払うのが嫌だったからだという。 

   （金寄せ→宮総代や神官・消防など、出動した回数を調べて手当てを出す） 

【秋の行事】 
   モンジュコウ・モンジコウ（文殊講） 子供の行事、年に１回秋の終わりごろ、   

米を持ち寄って１軒の家に集まって醤油飯を食べ、夜には発表会をした。集まる家は持ち

回り。子供が買い物をして、小学校で料理をしたり読書をしてすごしたという人もいた。 

【不定期の行事】 
   ナニワブシガタリ（浪花節語り） 決まった日はなく、家を借りて行っていた。

金をいくらか出す程度で、浪花節を聴きながら、飲み食いをした。田染地域真中に一駒

（カズコマ）・高田に鳴駒（ナルコマ）という浪曲の先生がいた。 

 

（８）口承文芸 
Ⅰ 世間話 
犬神の石碑  愛宕池をあがり、尐し入ったところに苔の生した石碑があった。（現存

しない）そこに行くと犬神のたたりがあるといわれていた。石碑は阿部一族のもので、彼

らが北九州に引っ越す際に持っていったらしい。石碑には秘密があり、人が近づかないよ

うにしていたとも言われている。 

Ⅱ 伝 説 
西叡山の話 田染の山（西叡山）に寺があって、そこをこう呼んでいた。この寺は比叡

山と比較され、あまりにも西。僧に京都の尼が恋焦がれ火を放ったという説がある。 

熊野権現の九十九段の石段 昔、人食いの赤鬼がいたため、それを権現様がやめさせる

ために「一夜で百段の石段を作ったら人間を食べてもいいが、できないのならこの土地か

ら去れ」という約束を交わした。赤鬼は明け方までに九十九段の石段を積み上げた。これ

にあせった権現様は、夜明け前に鶏の鳴きまねをして偽りの朝を迎えさせた。赤鬼は百段

目の石を積む前に土地から離れた。その鬼が石を下ろして休んだところを、立石と呼んで

いる。〔熊野権現とは熊野磨崖仏近くにある熊野神社のこと〕 

Ⅲ 迷 信 
 ・悪さをすると腹の虫が夜になると腹から抜け出し、天の神様に報告に行く。 

 ・女性が家に来たときにその家の味噌を触ると、味噌が駄目になってしまう。 

 ・カラスの鳴き方が悪いと死人が出た。 

 ・大雪の降った年は豊作になる。 

 ・大きな蛇ににらまれたら熱が出た。  
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Ⅳ 手毬歌  
 手鞠歌（１） 西叡山の高山寺  １つの雨戸を開けると１２枚の雨戸が一斉に開く。 

                １つの釜に火をたけば１２の釜に火がつく。金の茶釜 

 手鞠歌（２） 一番最初が一ノ宮  二また日光東照宮  三には讃岐の金毘羅さん 

       四また信濃の善光寺  五つ出雲大社  六つ村々天神さん 

       七つ成田の不動尊  八つ八幡の八幡宮  九つ高野の弘法さま 

       十よ東京千願寺  これで一點貸しました、貸しました 

 手鞠歌（３） 坊さん坊さん  比家の座敷は祝の座敷  梅が三本  桜が三本 

       合わせて六本  清めて六本  唐竹唐梅  鴉が一羽で 渡した渡した 

 

（９）近隣の民俗  
 田染地区小崎に隣接する間戸や大門などにも石切場や簗などの特色ある習俗が最近まで

伝えられていた。これら近隣の特色ある習俗について紹介する。 

Ⅰ 桂川の簗  
 簗とは川を逆ハの字形に塞き止め、そのすぼまった所に仕掛ける魚獲り用の施設である。

丸太などで台を造り、その上に竹簀などを敷いて、そこに川の水が流れ込むようにして、

竹簀の上に残った魚を獲るのである。豊後高田市では、都甲川と桂川中流域に簗が仕掛け

られていた。都甲川水系では雷の近くにあったが、昭和末年頃に姿を消した。桂川水系で

は富貴谷の入口近くの山下橋の下流、それに田染地区の大井堰の下にあった。富貴谷の簗

は現在でも見られるが、大井堰下の井堰は最近見られなくなった。簗のような河川漁によ

って、河川での魚種が判明する。富貴谷の簗は後藤豊之氏、毛利一元氏、遠藤功氏の共同

簗で、大井堰下の簗は大門の渡辺一氏の所有であった。毎年夏に簗を整備するが、９月以

降はガニ、ウナギ、アユの順で獲れたという。ガニ（モクズガニ）は淡水性の蟹であるが、

幼生は塩分濃度の高い海でないと成長できない、そのため、一生の間、海と川の間を回遊

する。秋になると成体の雄雌ともに川を下る。アユも海と川との回遊性があり、秋に川を

下って下流域で産卵し、稚魚は海で成長して春になると遡上する。簗はこのような回遊性

のある魚類を捕獲していたのである。 

Ⅱ 間戸の石切場 
 小崎集落の東に西北から東南に向かって異形の岩塊が壁のように屹立しており、朝日観

音と夕日観音の霊場を擁している。その向こう側の丘陵上に間戸集落が広がるが、その間

戸地区の谷間にハイイシ（灰石）あるいは田染石と呼ばれる凝灰岩の石切場が存在した。 

 国東半島の西部に位置する豊後高田市には、凝灰岩系と安山岩系の２種の石工技術が共

存していた。マイシ（真石）と呼ばれた安山岩を加工していたのは真玉と香々地の石工た

ちであったし、凝灰岩を扱っていたのは田染の石工たちであった。この両石材の加工技術

において道具が違っており、基本的に別系統の石工技術であるといえる。真石（安山岩）

系統の石工には、豊後高田市香々地町夷の板井家、真玉町城前の土谷家、田染地区熊野の

松本家、都甲地区大力の鴛海家などの系譜がある。灰石（凝灰岩）系統の石工は間戸集落

を中心とした田染石工である。「田染石工」銘の初見は大儀寺（国東市安岐町馬場）の宝

暦 10 年（1760）の石造仁王像であるが、田染地区熊野の松本姓石工の安山岩製の作品で

あり、いわゆる凝灰岩系の田染石工ではない。凝灰岩製の石造物造立の状況から見ると、
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凝灰岩系の田染石工が成立するのは近世末期で、その頃に間戸の石切場等が開発され、加

工しやすい灰石が大量に手掘りされたと考えられる。伝承では明治期に凝灰岩の産地であ

った臼杵から墓石の蓮華座や猫足作りの指導を受けたといい、その時に指導された渡辺順

六が、田染石で石塔（墓石）を作るように奨めたという。 

 田染石の石切場は、間戸と相原の金福寺、それに大門にあり、間戸の石切場が最も規模

が大きかった。間戸と大門の旧墓地近くにもそれぞれ古い石切場跡が残されている。金福

寺の石切場は昭和 10年頃に開発されたもので、開発は比較的新しい。 

 県道新城山香線から間戸集落に入る三叉路のすぐ近くの北側に小さな谷がある。この谷

は間戸集落のある丘陵部の北側をぐるり取り巻くように延びており、間戸の石切場はこの

谷沿いに分布する。なお、この谷の奥には穴井戸観音のお堂と洞窟とがあり、その前の休

耕田は、間戸集落の人たちによって菖蒲園として整備されている。 

 田染耶馬と称される田染各地の奇巌絶壁は、安山岩質の礫岩が混入した溶結凝灰岩で形

作られている。熊野磨崖仏など田染地区の磨崖仏はこの凝灰岩の岩肌に彫り込まれている。 

しかし、この石は礫が混じっているため、墓石等に用いる石材としては不適格である。こ

の礫混じりの凝灰岩の下に、凝灰岩だけの均質な地層があり、この部分の石材を切り出し

て、墓石等に加工していたのが、田染石工なのである。 

 田染石工は間戸と大門集落にその多くが居住しており、北側の下村集落にも存在した。

現在は田染石の採掘は休止し、花崗岩を加工する石屋が活動している。 

 田染では寺子屋や石工の師弟関係は非常に親密であり、師匠の墓を弟子たちが建立する

習俗があった。そのような墓を師匠墓と呼ぶが、間戸と大門の旧墓地等では下記の「表

■：田染石工の師匠墓」に見られるように９基の師匠墓の存在を確認している。この師匠

墓の所在地から、大門から間戸などへ技術が伝承されていった状況がわかる。 

表 1-4-2 田染石工の師匠墓 

№   時 期 被葬者(師匠) 弟子数  墓 地  

１ 明治 10年(1877) 渡辺喜助 ３人 大門旧墓地 享年 61歳 

２ 明治 21年(1888) 渡辺順六 ６人 々 享年 63歳 

３ 明治 35年(1902) 倉成友平 ４人 々 渡辺順六の弟子 

４ 明治 35年(1902) 河野種蔵 ３人 間戸旧墓地 渡辺順六の弟子 

５ 明治 40年(1907) 渡辺林平 ９人 共同墓地 渡辺初助の弟子 

６ 大正８年(1919) 河野小作 ２人 々 渡辺林平の弟子 

７ 大正８年(1919) 豊田秀吉 １人 々 河野小作の弟子 

８ 大正 13年(1924) 渡辺俊六 ４人 大門旧墓地 享年 79歳。 

生前大正６年に建立 

９ 昭和４年(1929) 河野藤市 ５人 間戸旧墓地 河野種蔵の弟子 

おわりに   

  調査には学生たちが参加しており、氏名と学科を以下に記す。 

神山 淳  文化財学専攻   宇都宮幸子 文化財学科    木村都志枝 文化財学科 

蛯原由加  文化財学科    谷山こず恵  文化財学科    豆成聡太    文化財学科 

豊田沙和子  文化財学科    呑田潤也    文化財学科    細井雅希    文化財学科 

藤井雄太    文化財学科    宮本隆志    文化財学科    吉原史郎    文化財学科 

岡村 渉    文化財学科    下坂文久    史学科      迫真由美    文化財学科 

仲原 裕子 文化財学科    平山景将    文化財学科    段上達雄  文化財学科教授（民俗学研究室顧問） 
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３．農業歳時記  ここでは、水田農業を生活基盤とした小崎地区について、荘園の里推進委員会
の委員長の河野繁利氏の話を中心に１年の農業歳時記を聞き取り、戦後の農業歳

時記の変化を含め、表として整理した。   水田については、第２節においても景観の変遷からその背後の変化について論
じたが、水田の変化は、昭和５０年代後半から急激に進行した裏作の麦作りの廃

止、休耕、耕作放棄、植林、圃場整備による水田改造などの変化があげられる。

しかし、圃場整備が行われなかった小崎地区では変化しつつも伝統的生業活動は

基本的に維持されている。   それに対して、畑はめまぐるしくその利用を変化させた。江戸時代、切替畑と
して利用されてきた山畑は明治以降、養蚕が盛んになると、桑畑として利用され、

その後、養蚕は衰退し始めると、たばこやみかんなどの果樹園に変化した。さら

に、シイタケ栽培が盛んになると、クヌギなどの雑木林となった。商品作物に結

びついた山畑はその転換がきわめてめまぐるしいことが明らかとなった。   その意味で、田染荘地域の里山的景観の根幹をなすのは水田農業であり、水と
人々のくらしのかかわりを示す景観がこの地域の文化的景観であり、それが千年

のくらし、景観として残っているのが特色であるといえよう。                          

麦 作

そ の 他

炭 焼 き

現在(2008年)に行われている生業･作業

椎 茸 ( ナ バ ) 取 り

過去(1950～60年代)に行われていた生業･作業

冬　　(12月～2月)

▼12月、1月、2月に行う。

▼四国(愛媛)から商人が櫨の実の買い付けに来ていた(木に登って収穫する人も連れて来ていた)。

過去～現在でも行われている生業･作業
▼正月飾り・注連飾り作り、縄ない（棕櫚の皮の縄も作っていた→売る）

▼商人が1本ずつ値を決め、実を取った。地元の人は櫨を採らない。田んぼの畦に植えて収穫権を売るだけ。これ

も冬の収入源になった。

櫨 ( ハ ゼ ) 取 り

▼椎茸（なば）栽培は終戦後に始めた。1972年(昭和47)頃から裏作の麦栽培をやめ、椎茸（なば）栽培に移行した。

▼商人は何人も来ていて、入札が行なわれ、一番高い値を付けた人に売った。

▼検査員の等級のつけ方によって値段が変るので、検査員にご馳走するなどしていた。

▼年末～2月位まで行う。

▼ドンコを育てている。

▼雨が降ると傘が開き、ドンコでなくなるため、雨が降らない内に収穫する。

▼炭の販売は、組合を作って各家の炭を集め、まとめ売りしていた。

▼地域に木炭検査員がおり、持ち寄られた炭に等級をつけて、等級の書かれた札を炭俵に付けた。それを商人が

買い付けに来ていた。

▼麦踏み　1月～2月に行う。

▼12月～3、4月まで行う。

▼炭焼きは冬の収入源の一つ。くぬぎ、かた木（樫）の木で炭を焼いていた。

▼一軒がほぼ一つずつ炭窯を持っていたが、他の家の炭窯を借りて焼く人もいた。

▼焼いた炭は、20kgを１俵として炭俵にまとめ、形の良いものを販売し、残りは家で使った(コタツ・火鉢などの燃

料)。
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稲 作 ▼昔は水路が土でできていた為、同時に水路の補修もしていた。サンワと呼ぶ赤土と石灰を混ぜた団子で漆喰打

ちをし、堰の崩れを補修したり、モグラ穴などを塞ぐ。

▼苗代作り　4月の終り位～5月初旬

▼昔は苗床を作っていた。苗は4枚半～5枚の、45日苗だった。

▼現在は自宅の庭で苗代用の箱で育てる。苗は二枚半(機械がこのサイズ)、20日苗。

春　　(3月～5月)

▼溝さらい　5月上旬(現在・連休明け)に行う。

▼田に水を入れる準備の為、用水路を整備する。井堰・水系ごとに、イゼゼワと呼ばれる代表者が「何日にします

よ」と召集をかける。イゼゼワにはその水系で耕作面積が広い人がなっていた。

過去～現在でも行われている生業･作業

麦 作

( 畦 ( あ ぜ )) 豆

▼田植えが済んですぐ畦に豆を植えていた。

▼今は機械になって畦塗りしないし、休耕田があり畦に植える必要がないので、あぜ豆は植えていない。

そ の 他

▼1957年(昭和32)、58年(昭和33)位から、耕運機の普及と共に労働力としての牛馬が必要で無くなり、それに代

わって女性の仕事として牛の肥育が流行った。牛は肉牛として育て、売る。一軒で2・３頭、多い所は15頭位飼って

いた。

▼現在は草きり・畦きりはするが、切った草は捨てるだけ。

▼水の管理　朝、田に水を入れて、晩に止める。

▼春田おこし　　5月末から６月に行う。

▼麦を植えていない湿田を5月末から6月にかけて鋤く。麦を植えている乾田は尐し遅く、６月の末に麦を刈り取って

から鋤く。現在、春田おこしはしない。

▼秋に収穫した後、機械で切りこんだ藁を田の中に鋤き込みながら田おこしも同時にやってしまう。

▼昔は苗カタギに入れて植えていた。田植え時期は学校も農繁休業だった。

▼現在は機械で植える。出来ない所は手植え。農繁休業はない。

稲 作

▼昔は、切った草を藁切りで切って牛や馬にあげていた。これは子供の仕事だった。

▼草取りは、6月～7月の終りまでに3回していた。練りこみと言って、土の中に草の根を埋め込む。この時、指を痛

めない様ジャカゴと言う竹の皮で編んだ草取り用の指サックをはめていた。ジャカゴは指1本ずつ全部の指につけ

た。

▼現在では除草剤を使って草取りしている。

▼草切り・畦切り　6月～9月、夏の間に行う。

▼ノロヨコイ　　6月の終り　6月25・6日に行う

▼集落内のほぼ全ての田植えが終わった後、皆で慰労する。

▼昔は、この時に田植えの賃金を決めたりもしていた。マクリ(ユイのような互助関係)で、人数が足りなかった分を

賃金で支払う。

夏　　(6月～8月)

▼麦の収穫　　はだか麦は6月上旬、小麦は6月中旬。

▼田植え　6月に行う。

過去(1950～60年代)に行われていた生業･作業

過去～現在でも行われている生業･作業

稲 作
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麦 作

▼現在　稲刈りの手伝いには行かない。刈り取った分だけライスセンターで乾燥させる。

稲 作

▼収穫後に秋祭りがあった。お祭りの時には鰤を一本と鰯、そして鶏をしめて食べた。

そ の 他

▼鶏はどこの家でも縁の下に10羽20羽位飼っていて、普段は卵をとって売り（現金収入）、肉は食べない。牛肉や

豚肉が普及する以前は、肉と言えば鶏肉を食べていた。

▼山に薪を取りにいっていた（プロパンガスが普及するまで）。枯れ枝を拾ったり、木炭用の木の枝なども薪にして

いた。

▼池の世話人をイケゼワと言う。イケゼワの仕事は五月の後半から、水あげの9月15日まで。現在年俸10万円が

支給されている。

秋　　(9月～11月)

過去(1950～60年代)に行われていた生業･作業

▼稲刈り　昭和30年代までは10月の中旬～下旬（11月に麦を植えるため）、現在では半月早い9月の終り～10月初

旬

▼昔、他の家の稲刈りの手伝いに行っていた。刈り取った稲は掛け干していた。夜、提灯を竹に提げて灯りにし、藁

こづみを作っていた。女性が基礎を作っていた。

▼日照りの時は区長に相談し、ヨリをして早める事もある。日照りで池の水が尐ない時は、池の水を抜いて魚を

捕っていた。

▼溝掘り　9月上・中旬に行う。

▼田の水を落す前に、湿田は9月の初め、水はけのいい所は9月の終りに、排水口の稲を抜いて土をよけ、水はけ

をよくしていた。

▼水あげ　　昔は9月の終り、現在では9月中旬　池掛かりの田9月15日

過去～現在でも行われている生業･作業

▼麦を植える　11月

そ の 他

▼竹（のり竹）を売っていた。高田製竹所があった。ホテル清照の所が元竹を扱っていて、竹船という船を持ってい

て、大阪市場にまで卸していた。

▼終戦後は山を持っている人は木を売っていた。木を売って財を得た人をヤマブゲンと呼んだ。伐採した後には杉

と松を植林した。

▼田染養蚕組合があり、養蚕組合は資金力があった為、力を持っていた。

▼出荷は養蚕組合ごとに検定され、等級を付けて岩崎の片倉製糸や高田の銅直製糸に出荷していた。代金は組

合長が受け取り、各家に分配していた。

▼養蚕教員が来て、養蚕の指導をしていた。

▼屋号で「タネヤ」と呼ばれる家があり、蚕の卵を孵化させていた。終戦後はタネヤといえば牛馬の種付け屋になっ

た。

▼養蚕も昭和30年代から衰退した。代わりにタバコ栽培が始り、桑畑もタバコ畑になった。

▼オベン柿を作って売っていた。業者が宇部に持っていって売った。

▼現在谷の近辺の山でクヌギが生えているところは桑畑だった。アマビキの上や赤迫の上は全て桑畑だった。

▼桑の葉を乾燥させておく場所(貯蔵庫)をムロ（室）と言った。桑は枝のまま切ってきて、要る分だけ桑摘みバサミ

でむしった。

そ の 他　　

養 蚕

▼畳を上げて板張りにし、蚕棚を作り、部屋の中央にくりこんであるロウキと呼ばれる長方形の場所（火鉢？）に炭

を入れて暖房する。

▼明治から養蚕が盛んになった。春夏秋と飼っていたが、主は春蚕（はるご）と秋蚕（あきご）だった。ハルコは4月

から飼いはじめる

▼ちょうど運動会がある10月頃がアキコの出荷時期だった。
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第５節 景観形成と地域づくり 
 

１．文化的景観の認識 
（１）はじめに 

「文化的景観」の概念が初めて明確に示されたのは、1992年のユネスコ世界遺産委員会

においてである。そこでは『「文化的景観」は、「自然と人間との共同作品」（Combined works 

of nature and man）』といった概念が提起されたのであった。その主な概要としては以下

のとおりである。 

 人間が長い年月をかけて日常生活・生業・文化的・宗教的な活動を通じて自然環境に働
きかけながら持続可能な土地利用を続けてきたことにより形成された景観を言う。 

 伝統的な文化的景観の保護は生態系・生物の多様性の保護にも役立つとしている。 

また、2004年に文化財保護法改正によって「文化的景観規定」が定められた。内容は以

下の通りである。 

 地域における人々の生活又は生業に及び当該地の風土により形成された景観地で我が
国民の生活又は、生業の理解のため欠くことのできないもの（そのうち特に重要なもの

を「重要文化的景観」として指定） 

一方、わが国では、2005（平成 17）年文化庁によって文化財保護法が改正されて、新

たに創設された『重要文化的景観』に依る処が大きい。その結果、近年では全国的に「文

化的景観」に対する認識は高まっている。今日まで全国 9ヵ所が『重要文化的景観』の選

定を受けている。九州地方では大分県日田市の「小鹿田焼きの里」。佐賀県の「わらび野の

里」。熊本県の「通潤用水と白糸台地の棚田景観」の３ヵ所が選定されている。 

このような文化的景観の選定に向けた動きを全国的に見ると、その多くは自治体が「地

域おこし」の起爆剤として文化的景観に多大な期待を持ち、積極的に動いているケースが

目立つ。こうした動きは 1990年代後半から 2000年にかけて各地でグリーン・ツーリズム

がもてはやされた時と同じ傾向にあろう。 

元来、景観と言うものは、その地域で暮らしてきた人々がその地域の自然と共生しなが

ら生活空間を累々と築いてきた証である。ドイツではこうした認識が定着し、景観は「歴

史の教科書」と認識されている。文化的景観を選定するにあたり、今ある景観がどのよう

に成り立ってきたのかについて、地域の歴史、土地利用、生活・生業、自然環境といった

諸要素を可能な限り総合的に分析・検証して評価すべきではないだろうか。 

重要文化的景観の選定もこのような手順を十分に踏まえながら検討していかなければ

ならない。また、地域住民と社会が自己の生活領域に対して、景観を構成する要素を十分

に認識し、さらに自らの手で吟味する姿勢も不可欠であろう。 

そこで、文化的景観の多面的な構成要素ならびに地域社会がこうした構成要素に対して

どのような認識を持っているのか明らかにしたい。地域住民参加による文化的景観の構築

を目指した取り組みについて考えてみたい。 

 

（２）文化的景観の研究事例 
ここでは、これまで文化的景観に関してどのような考察がなされてきたのか、その研究
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成果を振り返ってみる。まず文化的景観の概念に関して、神吉（2005）は自然と人為が影

響しあって形成される景観であると述べている。田野倉ら（1999）は水田と視点間に電柱

や電線に代表される人工建造物といった都市的土地利用を計画することによって、水田景

観や農村景観を維持できると述べている。佐々木邦博（1996）は文化的景観をベルサイユ

宮殿のような人間の意図によって作り出された作品群とフィリピンの高地性棚田のような

設計意図が自然的な分野に及んでいるものに分類している。井上（2002）は文化的景観に

よるランドスケープデザインの立場から、地域住民の社会的、個別的な生活空間としての

景観を対象とし、また現状を再評価し、管理し、景観が有する時間的、空間的多様性を一

定の地域にいかに多くを保全することが出来るのかが重要だと述べている。 

 その一方で文化的景観が抱える課題も指摘されている。秋津（2006）は文化的景観が浸

透するにつれて、農村景観に対するまなざしの画一化が都市住民のみならず農村住民にも

広がりつつあると指摘している。また中村は（2006）、文化的景観は過去の遺産としてでは

なく、新しいライフスタイルを構築する中で確立すべきだと指摘している。 

 事例地研究の成果としては、本中（2007）は石見銀山遺跡を鉱山町や輸送のための道、

搬出した港・港町などを含め多様な土地利用の諸要素が複合し、森林に覆われた文化的景

観と評価し、「残存する景観（relict landscape）」は銀生産に関わって長く人々が生活し

てきた集落などの「継続する景観（continual landscape）」の地域を含む顕著な価値を持

つ歴史的土地利用の在り方を劇的に証明している。粟野（2007）は福島県の奥羽本線板谷

峠の鉄道林、鉄橋、トンネルなどの遺物、登山観光開発によって形成された吾妻連峰の景

観は「自然と人間との共同作品」として文化的景観にふさわしいとしている。 

 一方、本中（2001）は、姨捨の文化的価値を事例にしながら、古くからの伝説をはじめ、

それをもとに詠われた和歌や俳句あるいは狂言等に基づくものが文化的価値だと述べてい

る。神吉（2005）は、自然と人工が影響しあって形成される景観と述べている。 

また、文化資源の有効利用の面では、景観に特別な「場所」を形成しこれに経済的な価

値を与えるものとしている。文化的景観によるランドスケープデザインの面で井上（2002）

は、地域住民の社会的、個別的な生活空間としての景観を対象とし、また現状を再評価し、

管理し、景観が有する時間的、空間的多様性を一定の地域にいかに多く保全することが重

要だと述べている。 

以上先行研究から読み取れる文化的景観の意味づけは、自然と人為的行為との接点に形

成されるという認識で一致すると考えられる。中でも、井上の「景観が有する時間的、空

間的多様性を一定の地域にいかに多くを保全することが出来るのかが重要」との指摘は示

唆に富んでいる。また、文化的景観は「人為的な設計意図が自然にも及ぶものをいう」と

いう佐々木の指摘にも大きなヒントが隠されていよう。我々もこうした視点を取り込んで

景観構成要素の抽出に努め、地域住民の景観認識を考察していきたい。 

 

（３）文化的景観の要素 
 文化的景観要素はその土地にあるもの全てが該当しているといえよう。つまり、現在展

開する景観はその地域に暮らす人々が幾世代にもわたって周辺環境との係わりを持ち続け

てきた結果といえる。 

しかし、これらの要素となり得るモノは常に変化する可能性の高いということを前提と

Ⅰ－ 151



しなければならない。したがって、予め変化する可能性の極めて高い要素を抽出し、その

周辺で変化する可能性の低いモノとの調和を図りながら「変化のプラン」を立てていくこ

とも必要ではないだろうか。 

さて、景観変化要素の項目についてみると、これまでの研究成果の多くは、建造物、小

屋・倉庫、外構、道路、道路施設、看板類、水路、街路灯、電柱、自動販売機、農地、樹

木、干拓農地などを変化する要素として抽出している。また、田染地区は農村景観なので、

水路、農地などが該当すると考えられる。ここでは、これらの要素について注視していき

たい。農村部における景観構成要素に関して、田野倉他（1999）は都市的土地利用（具体

的には電柱や電線に代表される人工構造物）の配置計画を工夫することによって、水田景

観や農村景観を維持できると述べている。また神吉（2005）は、人に聴く、自然に尋ねる

ことで得られる景観要素に関する「知」を「Landscape Use」と称している。 

 

２．景観認知 

（１）小崎地区における文化的景観の構成要素 

文化的景観の構成要素を抽出するにあたって、まず、これまでの研究成果に基づいて文

化的景観は自然と人為的行為との接点に形成されるという視点から検討していく。 

そこで、本研究では先ず地域を代表する（誰もがイメージする）景観を上述の視点から

検討してみたい。田染地区を代表する文化的景観を挙げるならば、この地域の自然環境と

歴史的経緯そしてこれら両者の関わりを鑑みると、①中世から変わらぬ耕地区割り、②中

世に由来を持つ集落、③奇岩つらなる間戸の岩屋の 3要素があげられる（写真 1-5-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 <写真 1-5-1-① 区割り> 2008年 6月 7日撮影       <写真 1-5-1-② 集落>  2008年 6月 7日撮影       

                

     

 

 

 

 

 

 

 

<写真 1-5-1-③ 間戸の岩屋>2008年 6月 7日撮影 
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①の景観要素は圃場整備が実施されていない水田で、鎌倉時代からの地割がほぼそのま

ま残されている。その区割りは自然の地形に合わせて区切られており、複雑な水利系統に

よって水の配分がなされている。②の景観要素は、宇佐神宮の神官である田染氏が現在の

延寿寺の場所に「尾崎屋敷」を建造したことに由来を持つ。その後この寺院を中心に集落

が展開してきたもので、現在も鎌倉時代以降の集落景観が息づいている。③の景観要素は、

古い火山性の凝灰岩が作り出した奇岩つらなる間戸の岩屋である。この山中には朝日観

音・夕日観音、地蔵や祠があり厚く地域信仰ならびに山岳信仰の対象とされてきた。 

以上 3構成要素をみると、いずれも自然環境を取り込んで生活空間を形成してきた経緯

が読み取れる。したがって、これら 3要素を組み合わせた景観が「最も田染地区らしい」

といえるのではないかと考える。 

しかし、このような地域を代表する景観も変化してきていることが、聞き取り調査等に

よって明らかとなってきた。こうした現実をみると文化的景観はその地域に住んでいる

人々によって、脈々と受け継がれてきた過程で形成された生活空間がそのまま景観となり、

私達が見つめなければならないのはこうした景観の本質ではないかと強く考える。その地

域を代表する景観は重要な構成要素として捉えることは当然のことではあるが、その地域

の長い歴史の中で育まれてきた景観、何よりも今は残されていないかつての景観を復原す

ることは、今ある景観を考える上で最も重要なこととはいえまいか。つまり、『景観の履歴

書』を作成し今ある景観の成り立ちについて検討することは、地域を代表する景観を客観

的に検討する上で不可欠であろう。 

 

（２）地域社会に根付いた景観の地域の変容 

さて、ここでは失われた景観を聞き取り調査等によって復原し検討していきたい。 

先ず、聞き取り調査において多くの地元住民から周囲を取り囲む山の景観が激変してい

るとの証言を得た。その内容は、40年ほど前までは耕地が山頂付近まで広がっており、そ

れら耕地は石垣の段々畑であったという（写真 1-5-2）。 

しかし、今日では生活空間そのものが縮小され、山腹も森林に覆われたため景観も様相

が一変したと考えられる。これら石垣の跡は場所によっては道路からわずか 10ｍほど入っ

ただけでも確認できる（写真 1-5-3）。さらに、農道もかなり拡張されているが、農機具の

大型化に伴うもので、この点に関しては多くの地域住民は取り立ててふれることはなかっ

たが、生活維持との両立のためには仕方がないとの声も聞かれた。 

  

 

 

 

 

 

 

    <写真 1-5-2 西叡山の写真>                 <写真 1-5-3-① 石垣の跡> 

40年前までは山頂付近まで耕地が広がっていた。       農道から僅かに入ったところにある石垣 

   2008年 10月 12日撮影                      2008年 10月 12日撮影 
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         <写真 1-5-4 拡張された農道> 

              2008年 6月 7日撮影 

 

 

 <写真 1-5-3-② ①の位置と拡張された農道> 

                  円形部分で石垣を確認  

              四角内の農道が拡張されている 

 

また、その森林自体も大きく変化していることも判明した。まず山林の多くは昭和 40

年代前半から始まった植林により松が植えられている。しかし、昭和 50 年代には干ばつ

の影響で間戸の岩屋の麓に分布する松の大半が枯れてしまい、その後、竹や雑木林に変化

していったという。地域住民の景観認識の中でとりわけ強く認識されている事項として、

森林・山野の荒廃が目立つことが挙げられよう。 

このように、山腹の耕地は放棄されていった背景として、植林をすれば 5年間補助金が

出るといういわゆる減反政策が挙げられる。しかし、5 年後には補助金は打ち切られるの

で、一部の山林ではシイタケ栽培に転化していった。さらに、減反政策によって山林と化

したことで猪が人里にも出るようになったという。猪が畑や水田を荒らし農作物の収穫が

不安定となると、休耕せざるをえない場所もまた増加した。 

一方では、機械化の導入にともなう農道の拡張によって、中世以来から続く耕地の景観

も変化している。かつては山頂付近まで耕地が広がっていたが、現在では山の大部分が森

林に囲まれている。 

次に、地域住民の方々から失われてしまった景観の記憶を聞いてみた（表 1-5-1）。その

結果、耕地の林野化は昭和初期から既に見られていたことが判明した。当時を知る住民は

既にいないようであるが、恐らく薪炭材確保のためにこのような事態になったのではない

だろうかとのことである。 
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表 1-5-1 住民の認識（記憶）からみる景観構成要素の変容 

年 代 農  業 林  野 

昭和初期 

 

昭和 20年代 

昭和 30年代 

 

 

昭和 40年代 

昭和 50年代 

昭和 60年代 

平成一桁 

 

 

平成 10年代 

田の林地化がはじまる 

水路の変化（付け替え?） 

 

減反がはじまる 

集落内の田は畑地になる 

この頃戸数 70 

 

耕作放棄地が増える 

 

新しい道路（広域農道）の開通 

果樹栽培がはじまる 

猪の被害の増加 

 

 

この頃まで山腹は畑地（芋・麦・桑畑） 

山林が枯れはじめる 

 

 

植林がはじまる 

干ばつで松が枯れる（間戸の岩屋の松も大被害） 

 

 

 

愛宕池の改修工事 

下愛宕池の改修工事 

注）2008年 9月実施の聞き取り調査により作成 

次に生活様式の変化による景観変化についてみる。かつてこの地域では様々な年中行事

が行われていたが、その多くは消滅あるいは衰退してしまったようである。今回はそのう

ち幾つかの行事について聞き取ることができた。例えば、「文字講（もんじこう）」は、子

供だけで行う行事である。ごちそうを持って集まり、そこで子供たちだけで何をするか決

め一晩を過ごすというものであった。当時の子供たちにとってはとても楽しみにしていた

ものであったが、終戦とともに廃れてしまった。 

また、「田染三社八幡秋季大祭（通称：十月祭）」も同様。これは田染の、一の宮・二の

宮・三の宮が共同で三日間行っていた、田染全体の祭儀である。しかし、御神楽や芝居、

各宮の神輿を担いで馬場を３回練り歩くなどといった人手を多く要する祭儀であったため、

現在では人手不足によって存続が困難な状態にある。その他、衰退した行事は以下の通り

である（表 1-5-2）。 

表 1-5-2 衰退していった年中行事の一例 

 名  称 内    容 

うどん祭り どんぶりいっぱいに盛られたうどんを渡されたら、それを全部食べてしまわなけれ

ばならないという。 

金毘羅様 家族で参拝し、ツワブキの葉を皿にして食事をする金毘羅祭。春と秋の 2 回行われ

ていたが、今では春だけ行われている。 

潮汲み 干ばつ時に行う雨乞いの行事。かつては豊後高田市の海に海水を汲みに行っていた

が、今では普通の塩水を使っている。 

風止め 稲穂が実りだす時期、台風による被害で稲が倒れないようにと愛宕神社に祈願する 

早苗掘り 田植えを終えたあと集まり、饅頭を配るなどし、今後について話し合う。 

底上げ 稲の収穫が終わってから近所の人に餅を配るなど。神楽・芝居も行っていた。 
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注） 2008年 9月実施の聞き取り調査により作成 

こうした年中行事の消滅・衰退していった要因について、高齢者からの聞き取りから地

域住民の方々は先ず戦争（第二次大戦）による担い手不足が大きな要因と考えているよう

である。次いで、高度経済成長期には若者の流出が相次いだことを挙げている。また、兼

業化の進行により地域社会の結びつきが弱まってしまったとの声も聞く。さらに、今日で

は尐子化・高齢化による行事の担い手不足が大きな要因となっている。 

このような無形文化財的な要素も文化的景観の重要な構成要素として捉えなければな

らない。地域の人々にとっては、祭礼・年中行事の記憶をもとに失われた景観の記憶もま

た鮮やかに蘇るのである。この記憶が今後も継続して受け継がれていくようにしなければ

ならない。 

 

（３）小崎地区の景観形成 
文化的景観については、これまでも述べてきた通り、学術的には「自然と人為的行為と

の接点に形成される」という認識でほぼ共通している。田染地区に限ったことではないが、

結局その接点において人為的行為が勝ってしまった場所が景観を大きく変貌させてしまっ

たといえる。その半面、自然の側に即した土地利用をしてきたところは残されてきたので

ある。その代表例が水田といえよう。考えてみればこれは当然のことであり、稲の生育は

水とその水温管理が絶対的に意味を持つので、常に自然の側に即した土地利用が求められ

る。全国的にみると合理的な水管理をするために圃場整備を実施したのである。一方、そ

れに背を向けた田染地区住民の選択は文化的景観の観点からみれば評価すべきである。 
こうしてみれば、水を管理する水利慣行というのは文化的景観を考える上で大きな要素

となる。また、水を巡る信仰などにも注意を払う必要がある。田染地区は水利のシステム

と水を巡る信仰体系は基本的には中世以来大きな変更は見られない。このことは、これま

での遺跡調査によっても明らかになっている。ここが田染地区の文化的景観を語る上で最

大のポイントとなる。 
これに対して、人為的行為が勝ったというのは何を指すのであろうか。田染地区におい

てこれは山林ということになるのかもしれない。かつては山頂付近まで広がっていた棚田

（稲作地）は、桑・みかんといった商品作物に取って代わり、さらに植林という行為によ

って壊滅状態に追い込まれた。ここでは、自然に軸足を置く自給的農業よりも経済的に魅

力的な商品作物と林業が勝ったのである。しかし、やがてその林業も衰退していった。そ

して林業を超える利用法が見出せず今日まで至り、荒廃の道を歩んでいる。自然に軸足を

置いた土地利用は見直されつつあるが、土地から生み出される富に対する期待の方が未だ

に勝っているのが現実といえる。  
（４）景観の特性 
 文化的景観を考える上で「人々は如何なる背景を持ってその接点に立つのであろうか」

というテーマは重要な意味を持ち、大局的な観点からの考察が必要である。 
さて、井上は文化的景観について「景観が有する時間的、空間的多様性を一定の地域に

いかに多くを保全することが出来るのかが重要」と指摘する。この点についてみると、田

染地区は時間的多様性の多くの部分が失われてしまったことが今回判明した。この部分に
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ついては他所とほぼ同じ水準であろう。また、空間的多様性においても植林によってかな

りの部分が失われている。このように、今回の調査によって田染地区も多くの農村と同様

の道を辿ってきたことが確認できた。 
しかし、文化的景観に相応しい景観として評価されているのは何故なのか。田染地区の

状況を考えると、皮肉にも多様性が失われたことによって中世以来続く水田区割りが大き

くクローズアップされたとも言えまいか。こうした傾向は田染地区のみならず全国的なも

のである可能性が高い。つまり、多様性が失われたことによって地域独特の景観がかえっ

て浮き彫りになったのである。恐らく、今日では田染地区の場合独特の景観とされている

「中世以来の水田区割り」は、つい半世紀前までは全国どこでも見られた「ありふれた農

村景観」であったに違いない。そして、農村景観の背景には多様的な土地利用と生活様式

が維持されてきたはずである。 
全国的にこれら多様性が失われ、田染地区の「懐かしい農村景観」が浮き彫りになるこ

とで、景観の多様性も維持されているのであろうという特別なイメージが「独り歩き」し

ているのかもしれない。 
しかし、この点について議論していくならば、文化的景観はあるイメージの上で独り歩

きしていってしまう可能性が高まる。既にこうした傾向は町並み整備事業でみられる。つ

まり、各地で行われているこの手の整備事業の多くは「江戸時代からの町並という固定化

されたイメージに基づいて整備されている」と考えてしまうほど画一化されたものが多い。

文化的景観もこのような道を辿る危険性のあることは常に念頭に置かなければならない。 
その結果、田染地区のみならず全国各地の文化的景観は成り立たなくなることも予想され

る。 
これに対して、現実的な視点を重くみるならば、今日に至っては景観の多様性が無くと

も、今ある景観からかつての景観（恐らく現在よりは多様性に富んでいたであろう景観）

をイメージ（彷彿）できる景観を文化的景観とする考え方も可能である。文化庁はこの視

点に立つものであろう。となると、「今ある景観」はこれまで連綿と続いてきた地域の景観

変遷の結果であり、一過程なのだから、「今ある景観」は出来るだけ「地域独自のもの」で

あることが求められる。こうした傾向が更に強まるとどうなるのか。全国各地の景観は「独

自性」あるものとしての説明が加えられることになろう。また、その独自性は、渓谷や山

の形などの人間による手が入っていない純粋な自然物という場合もあるだろうし、かつて

は全国どこででも見ることのできた景観とそのシステムが残存していたという場合もある

だろう。 
この場合、田染地区の場合は後者に属するものであろうか。中世以来といわれる水田区

割りは、かつては全国で普遍的に見られる景観であったようだ。これが、田染地区に限っ

て諸般の事情で今日まで残されたものと言える。 
この区割りが、佐々木が指摘する「文化的景観は人為的な設計意図が自然にも及ぶもの

をいう」ということになり、傾斜を巧みに利用して水廻りを保証した水田は正しく「人為

的な設計意図」といえよう。これを運用するための水利システムと信仰の在り方を検討す

ることはその「設計意図」を読み取る鍵となろう。とりわけこの地は、人間の自然に対す

る意図を信仰の視点から読み取ることのできる貴重な空間といえよう。  
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３ 地域づくり活動 
（１）オーナー制創設の背景 

本研究の文化的景観は自然と人為的行為との接点で形成されるという視点に立てば、文

化的景観は地域社会すなわちそこに住む人々の関わりの中で形成されるともいえよう。既

に、失われた景観の復原を検討する過程で住民の景観に対する認識（思い）の高さを認識

している。 

一方で、地域住民は文化的景観の認識を地域全体により定着させるために「オーナー制」

を実施している。ここでは、その活動を通して地域社会が文化的景観の形成にどのような

形で関わっているのか検討していきたい。 

さて、このオーナー制の導入は地域住民たちが地域の特性を広く認知してきたという経

歴の中から生まれたものともいえよう。この地域は大分県宇佐風土記の丘歴史民俗資料館

（現県立歴史博物館）によって 1980 年代から「荘園村落遺跡調査」が継続的に行われて

きた。その過程において農地 1筆ずつの地名に関する悉皆調査が行われ、いわば田染地区

が「只ならぬ場所」であることが住民の間でも認識されることになっていったという。さ

らに、農村整備事業の一環として「田園空間博物館構想事業」が取り込まれ、地区の農村

景観および生業を維持・展示するために補助がついた。そして、2005年の文化財保護法の

改正によって創設された「重要文化的景観」の選定に向けた学術調査が行われた。 

以上、こうした諸事業が相次いで導入されることによって、地域住民の間に自らの生活

空間を顧みる機運が生まれたのではないだろうか。そして美しい農村景観の維持とその価

値を広めることと高齢化と農業離れの中「地域おこし」を図ろうと、オーナー制を 2000

年から始めた。 

 

（２）オーナー制の現状 

オーナー制は正式には「荘園の里オーナー制」である。会員は年 3万円の会費を納入す

ることによって、田植え、稲刈りのイベントへの参加、収穫したコメと生産された農産物

がもらえるというシステムである。今年で 9 年目を迎え、現在のオーナーは 111 組いる。

オーナーの居住地をみると県外の方が半数以上を占めており、中でも福岡市在住者が 14

名（22パーセント）を占める。次いで東京都在住者が 14名（22パーセント）と続く。さ

らに、東京都・神奈川県といった首都圏在住者も 21名（33パーセント）を占めている（表

1-5-3）。 

さて、ここではオーナーを対象とした聞き取り調査から、オーナー制の現状を検討して

いきたい。先ず、オーナーになった理由として、TV、新聞の広告などのメディアを通して、

オーナーになったという回答が多い。一方で勤務している会社がオーナーであり、社内の

付き合いで参加しているという回答も寄せられた。こうしてみると、オーナーの中には本

人の意思とは無関係な理由で参加している人の存在が浮かび上がる。次いで、オーナーに

なっての満足度はという質問に対しては、「満足している」と答えた方が大半を占め、会社

行事として参加した方も含めて満足度が高いことが判明した。その理由としては、子供た

ちの良い経験になる、自然に触れ合う良い機会になるなどの声があった。 
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表 1-5-3 田染地区「荘園の里オーナー」一覧 

 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008  

 

 

県 

 

 

内 

大分市 2 3 1 2 1  2 1 2 14 

別府市 1   1 1 1 1 2  7 

豊後高田市 3 8 3 1  2    17 

国東市 1         1 

中津市  1    1 2   4 

宇佐市   1  1     2 

日田市      1    1 

杵築市      1    1 

日出町         1 1 

県内合計          48 

 

 

 

 

 

県 

 

 

 

 

外 

福岡市 1 3 3 2 2  1 1 1 14 

北九州市    1 1    1 3 

福岡県  2   2 1 1  1 7 

熊本県  1 1    1   3 

香川県   1      1 2 

山口県  1   1     2 

広島県       1   1 

岡山県        1  1 

兵庫県  2  1 1     4 

大阪府   1   1    2 

和歌山県 1         1 

愛知県    1      1 

名古屋市    1      1 

神奈川県       1   1 

横浜市 1  1    1   3 

川崎市   1       1 

東京都 2 4 2 2 3  1   14 

埼玉県  1        1 

千葉県     1     1 

県外合計          63 

  12 26 15 12 14 8 12 5 7  

注）「荘園の里」掲示板より当研究室作成  
オーナー制に対して地元では、将来的には外国人観光客、修学旅行生などの団体参加も

視野にいれているようであるが、オーナーたちからは観光色を強めることや過度のイベン

ト化に対しては批判的な声も多かった。例えば、「毎年大学生が大勢参加するので田植えに

参加できないのはおかしい」という意見もあり、さらに、御田植祭については牛の張りぼ
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てによるパフォーマンスや女性のマイクによる実況を快く思っていないとの回答もあった。

最後に、今後もオーナーでいたいかという質問に対しては、全員がオーナーを続けたいと

回答を寄せ、イベント等に対して不満はあるもののこの制度に対する高い評価が伺える。  オーナー制の御田植祭では、大学生たちが地元の用意した早乙女の衣装を着用したり、
田植え前には牛の張り子を使ったアトラクション、田植えは一列に並び掛け声とともに一

斉に稲を植えるなどイベント色の強いものとなっている（写真 1-5-5）。 

    

<写真 1-5-5-① 牛の張りぼて>                <写真 1-5-5-② 早乙女>    

            2008年 6月 8日撮影                      2008年 6月 8日撮影 

 

今回は、その収穫祭を利用して地元農家、見学者、オーナーの 3つの立場からアンケー

ト調査を行った。以下、それぞれの立場毎に考察していく。 

Ⅰ 地元農家  地元農家の方は、60歳代以上の方が多く高齢化の傾向にある。しかし、実際に「荘園の

里」内で耕作をしている人は少なく、ほとんどの田は貸し出しているそうだ。 

オーナー制については、「地域がにぎわい良いことである」と言うような現状維持を訴える

声よりも、「もっと盛大に」もしくは「もっとメディアを活用して、田染の荘園を世間に知

ってもらいたい」と考えている人、一方その反対に「今のようにしなくても」や「今後ど

れくらい続くのか不安」と考えている人の声の方が強かった。 

さらに今回は、当事業を立案し推進している「荘園の里推進委員会」の委員長さんからも

話を伺うことができた。その中で、「オーナーさんの名前と顔が一致しない」「オーナーさ

んからの意見・要望を聞きたいが、現在の状況ではそのような場を設けられていない」な

ど、オーナーと地元農家との連携不足を指摘し低他店が印象的である。その打開策として、

年に 2回行われている行事をもう１回増やすことでオーナーとの親睦会を開いてみたいと

考えているようである。 

 

Ⅱ 見学者 

見学に訪れた方の多くは、予め当行事を知っていて訪れた方が多かった。知り得た媒体と

してはＴＶ・新聞などのメディアと回答した方が多かった。その他、地元企業で働くよう

になり知った人も多かった。 
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さらに、今後オーナー制に参加したいか訪ねたところ、8 割の人が特に考えていないとい

う回答を寄せた。その理由としては、年齢的な問題と年会費３万円しいうコストが高いと

いう意見が聞かれた。見学者は 60歳代以上の人が多く、10代・20代の若者層は親がオー

ナーで見学に来たという方で占められていた。 

 

Ⅲ オーナー 

オーナーの構成年齢は 50 歳代以上の方が多く、その居住地は大分県内および福岡県の方

が半々であり、その他九州以外の方も若干みられた。オーナー歴をみると、3 年以上の人

が多く、中にはオーナー制開始以来継続して参加している方も多くみられた。 

オーナーになった理由を聞いたところ、メディアを通して存在を知り興味・関心を持っ

たと回答を寄せた方と、勤務会社がオーナーに参加しているので、その関係で参加してき

たという方が多かった。また、オーナーになっての感想として、「よかった」と答えた人が

ほとんどで、その理由として 

「当地の景観をみて故郷を思い出し、郷愁感を感じた」との回答を寄せた方が多かった。

また、収穫米を宅配してくれるシステムにも大変満足しているようである。さらに、行事

などには必ず参加し、時間があれば足を運んでいる。という回答も多く寄せられた（写真

1-5-6）。 

今回のアンケート調査の結果、「オーナー制に対する評価」は以下の通りである。 

 

表 1-5-4 オーナー制に対する評価 

会費 行事内容 施設の設備 地元の人との交流 

適当である 

高い 

その他 

今のままでよい 

多すぎる 

少ない 

今のままでよい 

充実してほしい 

その他 

今のままでよい 

もっと触れ合いたい 

その他 

注）アンケート調査より作成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<写真 1-5-6-① 収穫祭>                     <写真 1-5-6-② 収穫祭> 

2008年 10月 12日撮影                        2008年 10月 12日撮影 
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それぞれを細かく見ていくと、会費についての意見は分かれている。自ら納入している方、

勤務会社の経費で納入しているパターンなど、様々な納入形式が考えられるので一様に捉

えることは困難であろう。「行事内容」については「稲刈りの祭の牛を使ったプレゼンテー

ションは面白かった」と田染ならではの行事にはオーナーも満足したようである。その一

方で、「田植えの祭にはイベントがあったが、稲刈りの時には何も無く寂しい」と言ったよ

うな声も聞かれ、実際にカメラマンの数も田植えの方が多かったと思われる。「施設の整備」

に関しては、「経費がかかるので今のままでいい」と言う意見と、「お手洗いなどは数が多

くても困る物ではないので増やして欲しい」と言う意見が聞かれた。「地元の人との交流」

については、「声をかけてくれるのが嬉しい」「オーナーさんの名前位は知りたい」と言う

意見が聞かれた。また、前述したが名前を名乗りあい本当に親密になりたいと考えている

のは、オーナーさんも地元の人々も同じ意見であった。今後のオーナー制についても回答

者全員が今後も参加し続けたいとの回答を寄せてくれた。  
（３）オーナー制の課題 

オーナー制について今後の課題として幾つか挙げておきたい。 

第１点目は、住民の景観認識をさらに活用することである。 

今回の調査の過程で地域住民の景観保全に対する認識は高く、景観の移り変わりに対す

る深い思いを知ることができた。今後はその景観認識の高さ、深い思いを地域住民だけで

はなく行政側と調査をするチーム側でも共有していくべきである。さらに、この地域住民

の景観認識の高さを御田植祭や収穫祭の際にも多いに活用すべきではないか。例えば、景

観のガイドや伝統的な生業のガイドなども一考の余地はあろう。また、かつての景観（こ

の場合は失われた祭礼等も含めて）地図上に復原させて、オーナーたちに説明することも

有効と考える。 

第２点目として、住民間の意見の一致と価値の共有の強化である。 

調査の進展とともに景観の多様性があきらかとなったことから、地域の付加価値の高ま

りが見受けられるようになった。この付加価値の高まりとともに観光資源などといった『限

られた価値観』でのみ語られてしまう可能性が大きくなってしまった。このことは本来の

景観を保護していく観点・本質からかけ離れてしまうため非常に危惧しなければならない

のではないか。  第３点目は、オーナーと住民との意思疎通を一層図ることである。 

今回の聞き取り調査にいて、オーナー・地域住民双方から「交流の場が欲しい」といっ

た意見が多く寄せられた。特にオーナーからは、オーナー同士の交流とともに住民との交

流が欲しいとの意見が根強かった。年 2回のイベントを見る限り、地域オーナーとの接点

そして、オーナー同士の接点がほとんどないことが判明した。オーナーからは、今回「単

に農作業をやるために来るだけでなく、この懐かしい景観をもっと楽しみたい」との声が

漏れてきた。  しかし、地域住民サイドに立てばオーナーとの交流、すなわち外来者との距離の置き方
に苦慮するところであろう。また、農外収入あるいは他所にも農地を保有している農家が

多い中、さらに深化させた交流のあり方については深い議論が必要ではないか。 
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（４）住民の活動 

Ⅰ イベントへの参加 

 田染地区では、６月の御田植祭と 10月の収穫祭といった大きなイベントを毎年実施して

いる。この大きなイベントには地域住民は組織的に参加している。ここでは平成 21年６月

14日（日）に開催された御田植祭を事例として地域住民のイベントへの関わりについてみ

ていきたい。 

 イベントの総合的な企画・運営は「荘園の里推進委員会」が仕切っている。委員会は５

月の連休明けから具体的な準備に入る。この準備段階から豊後高田市担当者も加わる。今

日ではイベントもおよそ 10年開催しているので、準備すべき内容とその役割は自然と決ま

ってきているという。したがって、全体的な打ち合わせは６月初旬のものと合わせて２回

程度のようである。 

 推進委員会の下には女性部会と営農部会が置かれている。その他、語り部部会と軍鶏（ｼ

ｬﾓ）部会も置かれているが、活動は休止状態のようである。 

さて、会場設営等の準備は前日から始まる。前日は幟立てと駐車場の線引などを行って

いる。また、女性部会は当日の昼食の下ごしらえも行っている。具体的な準備は当日の朝

からとなる。まず、８時頃からテントの設営から始まるようである。さらにテント設営の

次は御田植祭の会場となる水田の飾り付け等を行う（写真 1-5-7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<写真 1-5-7-① 御田植祭準備>                <写真 1-5-7-② 御田植祭準備> 

 2009年 6月 14日撮影                         2009年 6月 14日撮影 

 

  

 

 

 

 

   
<写真 1-5-7-③ 御田植祭準備>                    <写真 1-5-7-④ 御田植祭準備> 

2009年 6月 14日撮影                       2009年 6月 14日撮影 
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 さて、この大きなイベントの運営上女性部の存在は欠かせない。女性部部員が当日の昼
食、お土産用の饅頭等を手作りしているのである。御田植祭当日の女性部の活動について

少し詳しく追ってみたい。  昼食は数年来バイキング形式をとっているが、イベント開催当初はオーナーの数も少な
かったこともあり、公民館でいわゆる「お接待」的な方法で昼食を提供していた。しかし、

参加者の増加とともに、現在のバイキング形式になったという。この昼食は原則的には予

約制である。予約制にしているのは食事人数が予測でなきないからだという。しかし、予

想以上に余ることが確実になった頃になると予約していない来場者にも 1000 円で提供す

るという。今年もこうした事例となっていた。  女性部の会員は原則としては女性のいる全世帯加入であるようであるが、高齢化もあり
実働部員は 20名弱のようである。今年は当日 17名、前日は 11名の会員が参加している。  まず、前日仕込んでおいた食材を使って炊き出しから始まる。炊飯と大鍋を使った豚汁
の調理、お饅頭を吹かすのは屋外で行う。概してベテラン部会員の分担のようである。屋

内の調理室ではバイキングの献立の調理が進んでいる。バイキングの種類は地元で採れた

農産物を使って 20 種類以上に及んでいる。今年は予約数 230 食に 10 食分をプラスした

240食を用意したという（写真 1-5-8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 <写真 1-5-8-① 炊き出し>                <写真 1-5-8-② 大鍋を使って豚汁を調理>  

       2009年 6月 14日撮影                           2009年 6月 14日撮影   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<写真 1-5-8③  献立調理>                     <写真 1-5-8-④  献立調理>  

      2009年 6月 14日撮影                              2009年 6月 14日撮影   
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 <写真 1-5-8-⑤ 出来上がったバイキング>             <写真 1-5-8-⑥ バイキングの献立>  

2009年 6月 14日撮影                      2009年 6月 14日撮影 
Ⅱ 女性部会の活動  女性部会は、前述のとおり女性のいる全世帯が部会員となっており、御田植祭と収穫祭
の運営と荘園のオーナーに送る食品の加工が主な活動という。さらに、御田植祭の夜に開

催される「ほたるの夕べ」の運営は女性部会が主体となっているようである。 

部会は「つけもの部会」「惣菜加工部会」「飲食加工部会」の 3 部会で構成されており、

主としてオーナーに送る特産物の加工を行うとともに、イベントの際に提供するバイキン

グのメニューを考案している。このように、女性部会の活動は荘園オーナー制を推進して

いく上で極めて重要な位置づけにあるといえよう。 

他方では、全国に向けて田染地区の農産物を配送する郵便局の「ゆうパック」にも商品

として出している。その内容は、米 1キログラム、シイタケの甘辛煮、合鴨米 1キログラ

ム、ねぎ味噌の詰め合わせを 2500 円で販売した。昨年は 300 個を越える実績を示したと

いう。しかし、全国各地の特産品が同様の商品を売り込んでいるようで厳しい競争にさら

されているようでもある。また、「ほたるの里」にて、事前の申し込みがあれば昼食（お弁

当）も提供している。 

しかし、女性部会も後継者が少なく、さらに体調を崩して活動から遠ざかる会員も出て

きており、将来的な運営に対して大きな危機感を感じているようである。 

 

４．むすび   田染地区の住民は、自己の生活領域の景観に対する認識は極めて高いと言えるだろう。
故に筆者が実施した住民との意見交換会の席上様々な意見が飛び交ったのである。その席

上における話題のひとつとして、文化的景観の選定と日常生活の接点に多少ならずとも不

安を持っているようであった。  一般的にみた場合、地域に暮らす住民にしてみれば文化的景観は他者から説明を受けれ
ば理解できるものであるが、自ら積極的に理解しようとするものではない。つまり、普段

の日常生活ではほとんど意識しないものであるから当然のことであろう。  その点、田染地区住民は普段の生活の場においても、周囲の景観に対してかなり高い意
識と注意を払っているといえるだろう。この背景には 1980 年代からこの地を事例地とし

て続いてきた「荘園村落遺跡調査」の存在が大きい。とりわけ、古くから伝わる地名調査

は徹底して行われているから、土地に対する住民の造詣は深い。したがって、重要文化的
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景観の選定にあたって、住民の理解と認識という環境は整っているといえよう。  反面、こうした環境が整っているといえる地域においても、景観が文化財としての指定
を受けることが現実的となった今、日常生活との接点（結びつき）が上手くイメージでき

ないという。その結果、選定後の地域のあり方・方向性に関しては、住民たちは様々な思

いが交錯しているようである。  地域の方々と接して、現実問題として「文化財を生活の糧にすべきかどうか」住民の悩
みは深いようである。文化財は保護すべき対象であることは当然承知してはいるが、こと

景観となれば、景観=生活の場でもある。つまり、実質的な保護は住民が負わなければな

らないことも意味する。景観は「変えるのも、変えないのも」そこに住む人々の意思によ

るものである。しかし、保護すべき景観となると「変える」という意思決定はほぼ外され 

「変えない努力を求められる」と考えているようである。社会の価値観によって選択枝を

一方的に狭められることに対する戸惑いを意見交換会の会場において強く感じられた。  重要文化的景観選定の環境は整っているといえるが、地域住民のこうした戸惑いに対す
る十分な説明は果たさなければならないであろう。 
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第２章 田染荘小崎の文化的景観の価値  
第１節 文化的景観の特性 
荘園村落のおもかげ～文化的景観の歴史・自然・くらし～  小崎地区は田染荘という中世荘園村落の景観を色濃く残す地区で、その歴史や自然環境、
それを伝え維持してきた人々の生活・生業は、それぞれが相互に結び付くことで、景観とい

うひとつの空間を形成している。地形にあわせた形の水田景観や水路、田越し灌漑のシステ

ム、鎮守の森、それらによって保たれる動植物、そしてそれを伝統的に守ってきた人々のく

らしと信仰はまさに中世荘園村落の景観を今に伝えているのである。この小崎地区の景観を

「田染荘の文化的景観」としてとらえ、以下、土地利用の歴史的変遷、自然環境、生活・生

業の視点から「荘園」のおもかげを伝える文化的景観の特性をまとめる。  
１ 歴史的特性―荘園村落遺跡の景観  田染荘は宇佐宮本御荘十八箇所という宇佐八幡宮の根本荘園の一つとして平安時代に成立
した。院政期には六郷山文化が隆盛を極め田染荘内にも多くの寺院が建立された。富貴寺・

真木大堂の諸仏・熊野磨崖仏は平安末期の田染荘の文化を今に伝えている。田染荘の開発の

歴史は鎮守と水の関係にある。鎮守田染三社八幡宮は元宮・二宮・三宮の三つの神社からな

っており、それぞれが水源として意識されている。元宮は荘域の主水源である大イゼ、二宮

は小崎川源流、三宮は鍋山イゼというように田染荘の主要な水源に鎮守が祀られ、それらは

六郷山寺院や磨崖仏の存在から荘園の成立時期には祭祀が行われていたと考えられる。小崎

地区でも同様に鎮守と水が深い関わりをもっている。赤迫の水田の灌漑用水は赤迫イゼから

取水するが、隣には雨引神社という神社があり、その名の通り水神が祀られる。神社がある

森自身が伏流水をたたえており、そこから湧き出た水で神前の田数枚を灌漑している。その

他愛宕社や奥愛宕社も湧水や池を象徴する神社である。  鎌倉時代には宇佐宮神官田染氏が土着し、土地支配を行うようになる。特に宇佐宮関係の
古文書に遺された神領興行法に関する訴訟史料によって当時の田染荘の景観が復原できる。

小崎地区は台薗という高台に集落が形成されているが、この集落に遺る地割りや地名・屋号

が史料上に残る屋敷を示していることが明らかにされている。田染氏の本拠地もこの台薗に

あり、現在延寿寺がある地が尾崎城館跡とされる。また、ほかにも耕地地名や屋号が、中世

地名を多く伝えていることもわかり、現在の水田・集落景観が、中世荘園村落の景観を継承

するものであることがわかった。  田染荘に六郷山文化が展開したように、小崎地区においても六郷山関係の岩屋や、寺社堂
祠が多く残る。間戸の岩屋にある朝日岩屋・夕日岩屋には平安期の木彫仏があり、延寿寺境

内にあるお堂には周辺にあったお堂の仏像が集められ、いまも住民によって大切に祀られて

いる。石造物に関しても中世以降多く造られ、中世以来の墓石群や屋敷神など、現在につな

がる歴史を持つ文化財が残されている。お堂や神社は近世初頭に描かれた村絵図にも描かれ

ているものもあり、それらが中世から動かずに存在していることは重要な歴史的景観を示し

ているといえる。 
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 その「田染組小崎村絵図」は元禄二年(1689)に描かれたものをのちに写したもので、近世

初頭の小崎村の様子を伝えている。描かれた水田や畠地、集落、山などの様子と、明治期の

地籍図、そして、現在の様子を比べると、水田や集落地はほとんど変化がなく、山間部の切

畑が明治以降無くなり、代わりに山裾にできた桑畠も現在は植林が進んでいる。景観として

は基本的に大きな差はないが、それぞれの時代に行われてきた生業のスタイルの変化を歴史

的に見てとることができる。  荘園村落遺跡は「中世以来の鎮守の森を中心に地名や条里制耕地等の水田畦畔や水路、地
頭館跡等を残し、現在もそのままの生活の場となっている荘園跡のような生活遺跡」である

と規定されている。小崎地区の歴史的特性はまさにこの荘園村落遺跡の概念にあてはまるも

ので、きわめて良好な歴史的景観が残されている。 

 

２ 自然的特性―人と自然の共生―  小崎地区は豊後高田市中心部を流れる桂川の支流小崎川の中上流域にあり、市内より東南
９㎞の距離に位置する地区で、「国東半島県立自然公園」として保護されてきた風景地である。

標高 100～110ｍの小崎地区の気温は年間通して市内よりも１℃程低く、内陸地域の一般的特

徴を示すが、「斜面温暖帯」という山間の地形の影響を受けた特徴的な気象がみられる。 

地質的には田染盆地一帯が領家帯の変成岩類とそれに貫入する花崗岩類を基盤とし、その

上位に宇佐層が分布する。この宇佐層の凝灰角礫岩が分布する地域で、田染の景観の特徴で

ある耶馬の地形がみられる。この耶馬の岩場には朝日岩屋や夕日岩屋などの信仰施設が存在

し、古くから信仰対象として人々に守られてきた。地形的には小崎川によって形成された緩

やかな扇状地をなす。この扇状地を形成する堆積物は、亜円礫〜亜角礫で、階段状の水田を

保護するための畦の擁壁に使われている。また、扇状地面にみられる河道跡は、直線的では

なく、かなり曲流を示す河道として残されている。旧河道の跡は水田の平面形態に影響し、

まさに扇状地面上の河道変遷が水田の微妙な高低差や分布形態をつくり、その結果として地

形を利用し、地形に逆らわない緩やかな棚田が作られたといえる。 

小崎の谷を流れる小崎川は大分県の二級河川・桂川の支流で、華岳(502m)に源を発し、小

崎、横嶺を流下し、岩脇で桂川に合流する。流域面積は 8.5㎢、流路延長は 2.6kmで、主な

支流は大山川、小藤川、原川である。小崎川流域は保水力が高く、岩石起源である地下水の

成分が多い。水田耕作における灌漑用水の確保において、この保水力の高さが指摘でき、荘

園開発にとって良好な環境であったと考えられる。 

植生については、国東半島一帯の岩角地風衝地に特有とされるイブキシモツケ—イワヒバ群

落の低木林をはじめ、丘陵地には潜在植生の常緑広葉樹林のコジイ群落、スダジイ群落の原

植生を残しながら、かつての燃料文明を支えてきた足跡を残して生き続けているアラカシや

タブノキ群落をはじめとする広葉樹林が広がり、山麓部は生業の支えに供してきたスギ・ヒ

ノキ植林やクヌギ植栽地などで維持されている里山景観の地域である。特に鎮守の森として

認識される神社の境内林は常緑広葉樹林の極盛相とされるコジイ群落やスダジイ群落が大切

に残されている。森を神域として守ってきた人々の意識の歴史がそこにある。 

このような地形・水・植生のなかで、多様な生物が人と関わりながらくらしている。オオ

イタサンショウウオのような希尐生物はもちろん、ホタル、トンボなど、環境を指標する生

物が多く確認された。これらは、人々が自然と共生して生活し、その環境を守ってきたなか
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に生息する生物であり、里山という空間を構成する特性として位置づけられる。 

 

３ 社会的特性―人々のくらしと景観―  小崎地区の主な生業は稲作で、生業がなす水田景観は中世以来大きな変化がなく、人々が
生業・生活を通して守ってきた。その生業形態は機械化がすすむ今日も伝統的なスタイルを

残して行われている。特にそれは水利慣行にあらわれており、水路や井堰の清掃や管理は共

同体全体で行い、水を田に入れる際も田越し灌漑のシステムや用排水兼用水路の制約から、

日取りを決め同時に行われる。現在もイゼセワ、イケセワなどの世話役が決められ、そのも

とに田植え作業を行っている。また、年中行事や儀礼も色濃く残されている地域である。民

家については、いくつかの家が小崎の農家スタイルを持っている。その屋敷構えは、敷地の

北側に主屋を配し、南側は大きな庭、あるいは畑などとする。屋敷の入口近くには馬屋が設

けられ、他に付属屋として蔵を設けている場合もある。屋敷の周囲には柿や松などの木が植

えられている。建造物として古く重要なものは報告にあげた数件ではあるが、近年でも和風

建築が用いられ、景観にあった集落が保たれている。  小崎地区では 2000 年に「田園空間博物館」整備事業を導入し、目前まで迫っていた圃場

整備の手から免れた。これは、伝統的景観保全事業とも言うべき整備方法で、将来にわたっ

て水田が維持される水路、道の整備の事業を行うが、原則として畝町直しなど景観を損なう

水田区画の変更、用排水兼用の水利システムの変更は行わないことが確認された。結果、小

崎地区は大規模圃場整備が行われず、伝統的な水田景観が残されたのである。それによって

共同体の繋がりも保たれ、また、住民の意識の高まりから、「荘園の里推進委員会」による水

田オーナー制の「荘園領主制」が行われ、小崎地区の活性化を図っている。  圃場整備が行われると共同体が解体していく。田染荘域のほとんどが、圃場整備によって
伝統的景観が失われ、それと同時に年中行事や水利慣行といった共同体の生活生業は衰退し

ていった。小崎地区はそういった周辺環境の中で、伝統的・歴史的な景観の重要さを認識し、

守っていることも特性の一つといえる。 
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第２節 文化的景観の価値  小崎地区の価値は、田染荘という中世荘園の様相をつたえる「荘園村落遺跡」概念に基づ
く歴史的価値が大きい。1981年に始まった大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館（現大分

県立歴史博物館）の「荘園村落遺跡調査」によってその価値は周知のものとなった。その後

圃場整備事業によって周辺の整備が進む中、多くの人々の保存運動によって小崎地区は「田

園空間博物館」事業を導入し、景観を維持した整備が行われ、まさに荘園村落遺跡博物館と

して保存されたのである。 

「田染荘小崎の文化的景観」は以上の「荘園村落遺跡」＝「生きている遺跡」という概念に

基づく景観保存の経緯と、上記の歴史的特性・自然的特性・社会的特性から、以下３点の価

値を見出すことができる。 

 

1. 地形や水などの自然環境をうまく利用しながら、人と自然の共生によって成立した景観
である。 

2. 農業を基本とする人々の生活生業、伝統的な土地利用によって保たれている景観である。 
3. 田染荘の故地であり、自然環境・生活生業によって守られてきた中世荘園の様子を今に

伝える文化的景観である。 

 

 

第３節 景観構成要素  本調査では、田染荘小崎の文化的景観の特性を明らかにするべく、これまで詳しく行なわ
れてきた調査に加え、地形・地質、水質、気象、植生、動物等自然的側面、建造物、景観認

知などについて現地調査及びヒアリング調査を行なった。  調査対象範囲は、田染小崎全域田染真中の一部である約 615ヘクタールを対象とした。調

査結果を調査項目毎に位置図、写真等を用いて示し、その構成要素をここで一覧表にまとめ

る。 

田染荘小崎の景観は農村景観であり、生活・生業の営みによって形成される土地利用の形

態自体を文化的景観として捉えているため、ここに示す全ての要素は、田染荘小崎の景観を

構成する重要かつ貴重な要素である。  この表に示すように、景観を構成する要素として、現在も信仰の対象となっている岩屋、
集落を構成する地割りやトンボ・ホタルのような良好な水環境に生息する動物たちなどが含

まれていることが、本地域の景観構成要素の特徴といえる。   これは、ただ単に景観を
構成する動産・不動産ということではなく、ここに暮らす人々が、自然を愛し、歴史を感じ、

生業を継続しながら景観を保全してきたことは、千年の時を刻む田染荘小崎に誇りと愛着を

もってくらしてきたことの産物であり国の宝であると考える。 

 

Ⅰ－ 170







【執筆及び分担】（本書構成別・敬称略）  

 

〔序章〕  

藤重  深雪  豊後高田市教育委員会    第 1 節、第 2 節 1、第 3 節 6 

飯沼  賢司  別府大学文化財研究所    第 3 節 1-5 

 

〔第Ⅰ部〕  

飯沼  賢司  別府大学文化財研究所    第 1 章第 1 節、第 2 節(1)、第 2 節(2)

Ⅰ-Ⅲ、  

第 2 節(3)Ⅰ、Ⅱ、第 4 節 3 

櫻井  成昭  大分県立歴史博物館     第 1 章第 2 節(3)Ⅱ 

岩男  真吾  豊後高田市教育委員会    第 1 章第 2 節(3)Ⅳ 

千田   昇  大分大学教育福祉科学部   第 1 章第 3 節 1 

川野田實夫  大分大学教育福祉科学部   第 1 章第 3 節 2 

生野喜和人  大分県自然環境学術調査会  

小田   毅  別府大学          第 1 章第 3 節 3 

瀬口三樹弘  大分県自然環境学術調査会  

足立  高行  応用生態技術研究所     第 1 章第 3 節 4 

西垣   肇  大分大学教育福祉科学部   第 1 章第 3 節 5 

伊東  龍一  熊本大学大学院自然科学研究科  

                   第 1 章第 4 節 1 

段上  達雄  別府大学文化財研究所    第 1 章第 4 節 2 

中山  昭則  別府大学文化財研究所    第 1 章第 5 節 

藤重  深雪  豊後高田市教育委員会    第２章  

 

※本書の編集は別府大学後藤宗俊名誉教授、早稲田大学海老澤衷教授、九州大学

服部英雄教授、別府大学飯沼賢司教授の指導のもと、豊後高田市教育委員会藤

重・岩男・馬場で行なった。  

※本書に掲載する写真は、各執筆者が撮影したものを使用し、図版については各

執筆者及び大分県立歴史博物館より提供をうけた。  

 

〔第Ⅱ部〕  

保存計画の策定については、ＮＴＣコンサルタンツ株式会社に委託し、豊後高

田市教育委員会藤重・岩男・馬場が編集を行なった。  

 

 

【調査協力者】  

 本調査では、本調査委員会の委員のほか別府大学大学院三谷紘平氏をはじめ地

元の方々、その他田染荘にかかわる多くの方々に多大なるご協力をいただいた。

ここに記して感謝いたします。  

Ⅰ－ 172



《参考文献》  
松本幡郎・村田正文・今中啓喜（1984）：大分県北部の上部新生界の火山層序 Ⅰ． 

宇佐・耶馬溪地域．熊本大学理学部紀要（地学）、13巻、1-24． 

松本幡郎・成重欽也（1985）：大分県国東半島の火山地質．熊本大学教養部紀要（自然科学）、 

20号、61-76． 

大分県宇佐風土記の丘歴史民俗資料館（1987）：豊後国田染荘の調査Ⅱ付図．報告書第６集． 

川野田実夫(1989)：山国川流域の水系と水質、山国川―自然・社会・教育―、大分大学教育

学部 41-50 

志賀忠光・川野田実夫・小石哲史(1983)：国東半島陸水の水質、大野川―自然・社会・教育

―、大分大学教育学部 72-84 

志賀忠光・川野田実夫(1977)：国東半島陸水の水質、大野川―自然・社会・教育―、大分大

学教育学部 62-82 

日本化学会(1992)：陸水の化学、学会出版センター80-84 

小田毅・生野喜和人(1996)：夷耶馬・鷲巣岳地域の森林植生， 

大分県植物誌刊行会 (1985)：新版 大分県植物誌 

大分県自然環境学術調査会野生生物専門部会(2002)：レッドデータブックおおいた 

小田毅・生野喜和人・瀬口三樹弘(2009)：国東半島岩峰域の植生と特徴的な植物 

川西博（1994）：大分県の気象探訪 

日比伸子・山本知巳（1997）：ため池の水生昆虫 

安田喜憲（1980）：「環境考古学事始 NHK ﾌﾞｯｸｽ 365」   

宇田川武俊（2000）：「農山村と生物多様性」  

倉品治男他（2007）：「大分県のトンボ」九州トンボ談話会  

大分県（2009）：「国東半島県立自然公園 自然環境学術調査報告書」  

足立高行・荒井秋晴・桑原佳子（2007）：夏緑林におけるテンの食性の地域差―北部九州

と関東周辺― 

日本動物学会・日本植物学会・日本生態学会九州支部（地区）合同大会講演要旨集：28 

荒井秋晴・足立高行・桑原佳子ほか（2008）：森林環境評価のための指標種としてのテン   

Martes melampusの役割 

「水源地生態研究会議 森林生態研究委員会」10周年記念報告 

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館「国東半島の石工１」（1983） 

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館「豊後國田染荘の調査」（1986） 

秋津元輝（2006）：「農村景観の多様性を守るため」「農業と経済 72-6」42-51頁. 

粟野宏（2007）：「鉄道開通と登山観光によって形成された吾妻連峰および板谷峠周辺の文

化的景観について」「山形大学紀要:人文科學 Vol.16」1-9頁 

石井進（1995）：「中世のムラ 景観は語りかける」156頁 

Ⅰ－ 173



井上典子（2002）：「ランドスケープデザインにおける文化的景観の新しい手法」「ランドス

ケープ研究: 日本造園学会誌 Vol.66」7-10頁 

今里悟之（2006）：「農村・漁村の＜空間分類＞」19頁 

垣内恵美子・西村幸夫（2004）：「CVM を用いた文化資本の定量的評価の試み-世界遺産富山

県五箇山合掌造り集落の事例-」「本都市計画学会都市計画論文集 Vol.39」5-24頁 

神吉紀世子（2005）：「自然と人工の織りなす農山漁村の文化的景観」「築雑誌 Vol.120」6-37

頁 

佐々木邦博（1997）：「文化的景観の保全（平成 8 年度日本造園学会全国大会分科会報告）」

「ンドスケープ研究 : 日本造園学会誌 Vol.60」63-270頁 

田野倉直子・横張真・山本勝利・加藤好武（1999）：「地元住民による水田景観の認知構造

（平成 11 年度 日本造園学会研究発表論文集（17））」「ランドスケープ研究 : 日本造園

学会誌 Vol.62」727-732頁 

中村貴子（2006）：「農業・農地保全と文化的景観保全」「農業と経済 72-6」32-41頁. 

平沢毅（2005）：「文化財保護法の一部改正について : 国民生活に身近な文化財を保護する

ための制度の整備」「都市計画 Vol.54」66-67頁 

水野和浩・栗田和弥・麻生恵（1999）：「農村地域における景観の変遷に関する基礎的研究」

「ランドスケープ研究: 日本造園学会誌 Vol.62」715-719頁 

本中眞（2007）：「「石見銀山遺跡とその文化的景観」の評価・審査をめぐって」「月刊文化

財№529」 

本中眞・佐々木邦博・麻生恵（2001）「名勝「姨捨（田毎の月）」の文化的景観とその保存

手法」「ランドスケープ研究: 日本造園学会誌 Vol.64」475-478頁   

Ⅰ－ 174



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田染荘小崎文化的景観保存計画     ℡ 0978-53-5112（代表） 

発行：豊後高田市教育委員会     〒872-1101 

大分県豊後高田市中真玉 2144番地 12 

平成２２年４月 


